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益田市では、豊かな地域社会をつくるため、それぞれの地域にあつた経済活性化の基盤づくりを

進めています。その施策の一つである農業基盤整備事業も近年各地で進められています。

益田市教育委員会では、これら開発工事から埋蔵文化財を保護 し調和のとれたまちづくりを進め

るため、関係機関と協議を行い、遺跡の保護やその発掘調査を実施しています。

平成15年度から平成17年度にかけては益田市横田町 。安富町にある家下遺跡 。中小路遺跡の発

掘調査を実施しました。この調査では、弥生時代の大規模な集落遺跡を発見することができ、奈良

時代においては官衡と想定される建物跡が発見されるなど、当時の人々の暮らしやこの地域での文

化の過程を知る上で貴重な資料を得ることができました。

調査にあたり御協力をいただいた関係機関ならびに関係者の各位に対し厚く御礼申し上げるとと

もに、本書が文化財に対する認識や理解のため、また、研究の資料として活用されることを願 うも

のです。

2008(平成20)年 3月

益田市教育委員会

教育長 陶 山  勝
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1.本書は、島根県益田県土整備事務所 (当 時は、島根県益田農林振興センター)の委託を受けて、

益田市教育委員会が平成15～ 17年度に実施 した経営体育成基盤整備事業 横田・安富地区に伴

う埋蔵文化財発掘調査 (家下遺跡 。中小路遺跡)の報告書である。

2.調査は、島根県教育委員会文化財課の指導を得て、次のような体制で実施 した。

調査主体   益田市教育委員会 (教育長 陶山 勝)

○平成15年度  現地調査

[事 務 局]益 田市教育委員会文化振興課

安達正美 (課長)、 斎藤史和 (課長補佐)、 木原光 (文化財係長)

[調 査 員]長 澤和幸 (主任主事)

○平成16年度  現地調査

[事 務 局]益 田市教育委員会文化振興課

安達正美 (課長)、 斎藤史和 (課長補佐)、 木原光 (文化財係長)

[調 査 員]長 澤和幸 (主任主事)

[調査補助員]中 村 智 (臨時職員)

○平成17年度  現地調査

[事 務 局]益 田市教育委員会文化振興課

安達正美 (課長)、 橋本浩― (課長補佐)、 木原光 (課長補佐兼文化財係長)

[調 査 員]長 澤和幸 (主任主事)、 宇津栄一僣J主任主事)、 松本美樹偏1主任主事)

[調査補助員]寺 戸淳二 (臨時職員)、 樋 口英行 (臨時職員)

○平成18年度  報告書作成

[事 務 局]益 田市教育委員会文化振興課

安達正美 (課長)、 橋本浩― (課長補佐)、 河野敏弘 (課長補佐)、

木原光 (課長補佐兼文化財係長)

[調 査 員]長 澤和幸 (主任主事)

[調査補助員]寺 戸淳二 (嘱託職員)

○平成19年度  報告書作成

[事 務 局]益 田市教育委員会文化振興課

安達正美 (課長)、 野村正樹 (課長補佐)、 河野敏弘 (課長補佐)、

木原光 (課長補佐兼文化財係長)

[調 査 員]長 澤和幸 (主任)

3.発掘調査・報告書作成に際しては、下記の方々から有益な御指導・助言をいただいた。記して

謝意を表する(所属は当時)。

会下和宏 (島根大学埋蔵文化財調査研究センター助手)、 田中義昭 (島根県文化財保護審議会

委員)、 中村唯史 (島根県立三瓶自然館学芸員)、 西尾克己 (島根県教育庁埋蔵文化財調査セ

ンター企画幹)、 丹羽野 裕 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センターグループ課長)、 村上

勇 (広島県立美術館次長)、 柳浦俊― (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター主幹)、 山本一

朗、渡邊友千代 (匹見町教育委員会)

口



4. 発掘調査作業及び整理作業には、平成15～ 19年度の間、

[発掘作業員]石 川信義  巖本 知  大賀賢市

岡崎陽子  岡本敬子  角田 進

川橋武芳  桐山省三  桐山博光

品川 茂  品川治郎  篠原典子

田中 登  長島幸恵  中島幸人

西島健太郎 深井一雄  藤井俊勝

三浦利雄  三浦フサ子 三浦庸美

椋  悟  椋 庄蔵  椋  務

村上嘉信  山根定雄  吉山恭子

[整理作業員]大 久保員紀 大谷浪江  岡崎敦子

以下の方々に参力日していただいた。

大賀信夫  大畑元義  大畑和子

梶田伸伍  金井邦博  河井悦子

桐山良子  窪田美穂  栗山晴光

水津信孝  武田鶯久  田中千代子

中村 了  西坂哲郎  西坂松子

堀田美穂  牧原正明  三浦健太郎

三分一晃良 宮野信和  椋 教正

椋 麗子  椋木秀奈代 村上 裕

和崎一夫

中村康恵  横山秀美

5。

6.

7.

発掘調査では、以下の方々からご協力をいただいた。

島根県益田農林振興センター、横田安富地区農業基盤整備事業安富工区委員会

山陰ブル ドーザーエ事爛、桐田組僻、ナカシマ爛

土壌内花粉分析は文化財調査コンサルタン ト仰に、土器棺墓墳の剥ぎ取り等保存処理について

は千晃株式会社にそれぞれ委託した (平成16年度)。 また、遺物の実測の一部をいなか舎 (代表

田中義昭)1こ委託 した (平成19年度)。

本書で使用した遺構の略号は次のとおりである。

SI―竪穴住居、SD一溝、SK一土坑、P― ピット、SX― その他遺構

なお、本書で扱 う遺構名及び番号は、遺構検出時に付したものをそのまま使用したため、欠番

が生じている。また、調査区間での遺構番号の重複を避けるため、遺構検出時に付した番号の

最後に調査区名を付 して表記している。

8.挿図方位は測量法の第Ⅲ座標系の軸方向を示すが、部分的に磁北を用いた。

9。 文化振興課一同の協力を得て、本書の編集および執筆、また掲載した遺物の写真撮影は長澤が

行つた。

10,本書掲載の遺跡出土資料及び実測図、写真などの資料は益田市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯 と経過

第 1節 調査 に至 る経緯

益田市安富町及び横田町において計画された経営体育成基盤整備事業 (横 田 。安富工区)につい

て、益田農林振興センター (当 時、現益田県土整備事務所。以下事業者。)から益田市教育委員会

に協議があつたのは平成 8年 12月 のことである。計画地内には周知遺跡である「安富王子台遺跡

(2所のうちの 1所、縄文晩期の遺跡として知られる安富王子台遺跡とは場所が異なる)」 が存在し

ていることからその取り扱いについて協議がなされたものであつたが、この他にも遺跡が存在 して

いる可能性があることから、事前に埋蔵文化財の有無について確認する必要がある旨回答した。

これをうけ平成 8年 12月 19日 付で事業者から当該区域内の埋蔵文化財の有無及びその取 り扱い

について照会を受けた。これに姑し、予定地内全域を対象として踏査を実施 した結果、横田町地内

において 「家下遺跡」の存在が確認され、安富町地内においては周知の「安富王子台遺跡」を含め

た広範囲に遺跡が広がつている可能性が確認されたことから一帯の地名をとつて 「中小路遺跡 (な

かしょうじいせき)」 と命名した。

平成 9年 5月 15日 付で事業者に対 して、 2遺跡の存在が確認されたものの、なお遺跡の範囲が

未確定であることから、事前に遺跡の範囲を確定させる必要がある脅回答し、文化庁の国庫補助事

業をうけて、平成10・ 12・ 13・ 15年度の 4ヵ 年にわたり、遺跡分布調査と試掘調査を実施 した。

平成13年度までは基盤整備事業内で先行する横田工区において、平成15年度は安宮工区におい

てそれぞれ試掘調査を実施した。その結果、遺跡の範囲がほぼ確定するとともに、基盤整備事業に

おいて掘削が行われる箇所及び道・水路が設置される箇所については事前に全面発掘調査を実施す

る必要があると判断された。

本調査実施に関する具体的な協議は、安富工区の試掘調査が残されてはいたものの、横田工区の

試掘調査が終了した段階の平成14年 5月 24日 に行い、調査費用負担等の基盤整備事業地内全体に

おける埋蔵文化財の取 り扱いに関して平成15年 1月 14日 付で協定書を締結 した。この協定書に基

づき、家下遺跡を平成15年度事業として、中小路遺跡の北側を平成16年度事業、南側を平成 17年

度事業として発掘調査を実施 し、平成 18～ 19年度の 2カ年度で全ての遺跡の調査報告書を刊行す

ることで同意を得た。

第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

益田市の概要

益田市は石見地方と呼ばれる島根県西都地域の最西端に位置する。北は日本海に面し、残る三方

は中国山地に至る。東は浜田市、南は鹿足郡津和野町・広島県に接し、西は山口県と県境を接する。

市街地は、高津川と益田川の二大河川によつて形成された複合三角州で石見地方最大の沖積平野上

に位置する。面積は733,16厨で島根県の総面積の約 1割を占める県内最大の規模を有 し、人口約

52,000人を擁する県西部の中核都市である。また、平成 5年に開港した石見空港を中心として、

市内では山陰を東西に結ぶ国道 9号と山陰・山陽を結ぶ国道191号が交差し、また鉄道は山陰本線

と山口線が分岐するなど交通の要衝地でもある。

気候は対馬暖流の影響を受けて山陰地方にあつて積雪も少なく温暖で、日照時間も日本海側では

有数の長さを誇 り、メロンやブ ドウなどの生産が盛んで、農業関連産業が地域経済に果たす役割は

大きい。

-1-



遺跡の地理的概観

家下遺跡 。中小路遺跡は、高津川の下流に発達する沖積平野に立地し、平野は高津川河日から上

流へ10km前後に位置する。 この平野は市内で石見地方最大の益田平野に次ぐ規模を持つもので、

平野の周囲は、標高100～ 200mのごくなだらかな丘陵地が広がっている。

高津サ||は、源を鹿足郡吉賀町 (旧六 日市町)田野原に発 し、総延長81.lkmを 測る河川である。途

中大規模ダムが一つも無い全国唯―の一級河川として知られる清流で、急峻な西中国山地から流れ

出るために勾配が大きい急流である。幾度も蛇行を繰 り返しながら益田市を貫流し、日本海に注ぐ。

平野の南で高津)「 |は支流の匹見川 と合流し、合流点の下流側で逆「コ」の宇状に大きく曲流してい

るが、平野はこの曲流の内側に形成された堆積面である。

支流の匹見川は、源を益田市匹見町道川に発 し、総延長52.Okmと 本流に次ぐ規模を持つ河川で

ある。本流以上に急流であり、平野の形成に匹見川による堆積作用が与えた影響は本流に劣らず大

きいと思われる。

平野は上流 (南)側 (横田地区)では旧河道とそれに伴 う微高地列が明瞭に認められるのに対し、

下流 (北)側 (安富地区)ではそれ らの微地形が不明瞭となる。その境界は比高 2～ 3mの小崖とし

て明瞭に認められ、地名も「大境 (おおざかい)」 と呼ぶ。家下遺跡は上流側南端部の微高地列の

一つに立地している。また、中小路遺跡は下流側中央部に立地してお り、中小路遺跡から安富王子

台遺跡の一帯が周囲に比べて若干高い微高地面を形成 しているが、この微高地北端部に位置してい

る。上流側では高津)||と 匹見川の氾濫時に河道変遷が繰 り返されたことが、地形図や空中写真から

読み取れる (写真図版 1)。

第 2節 歴 史的環境

縄文時代

縄文前期頃、現在の市街地の大半に海が湾入していたとされる。現在の高津川と益田川の河口に

狭まれた中須から大塚にかけて砂州が形成されてお り、砂州背後の中島から吉田一帯は潟湖の状態

を呈していた。この潟湖を「古益田湖」と呼び、益田川以東の遠田丘陵、益田川と高津)||に狭まれ

た七尾丘陵、そして高津)|1以西の婚竜丘陵がこれを囲む。なお、遠田丘陵は遠田川によって遠田台

地と久城台地に、七尾丘陵は本俣賀川によって七尾丘陵と安富丘陵に、婚竜丘陵は白上)「 |に よって

婚竜台地と白上台地とにそれぞれ細分される。現在のところ、益田市内においてこの時期の遺跡は

確認されていない。

その後、国道 9号と国道191号の線より南側が陸地化 したと考えられている。 しかし、古益田湖

は規模が縮小したものの依然として広がっており、この時期の遺跡は市街地の周辺部に分布する。

縄文時代の後期から晩期にかけての代表的な遺跡として安富王子台遺跡があり、同時期の遺物は三

宅御土居跡やその北側の上井後遺跡でも出上している。

弥生時代

弥生時代では前述の安富王子台遺跡から前期の上器が出上している。この他、羽場遺跡、安福寺

跡で前期の上器が発見されている。また、高津サII左岸の砂丘に立地する松ケ丘遺跡は弥生時代から

古墳時代前期にかけての埋葬遺跡 と考えられ、羽場遺跡からは中期の上器が多数出上した環濠跡や

土坑墓が発見されている。高津)|1左岸の丘陵上に立地するサガリ遺跡では後期の竪穴住居跡が発見

され、その立地から高地性集落の可能性が指摘されている。

古墳時代

古墳時代になると、遠田や久城地域など益田川以東の久城台地、遠田台地に有力な古墳が集中す

る。 4世紀後半の築造と推定され、墳丘長が89mと 石見地方最大で県内でも 3番 目の規模をもつ
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前方後円墳の大元1号墳、 5世紀の築造 と推定されるスクモ塚古墳は全長約100mを測る大型の前

方後円墳と考えられてきたが、最近では大型の造出し付き円墳と方墳が隣接 してあるとの見方が強

い。 6世紀前半に築造された小丸山古墳は全長52mの前方後円墳で、周溝 と外堤を設けている古

墳としては県内唯―の例であり、山陰地方では初めての出土例となつた鈴杏葉が採取されている。

小丸山古墳周辺には工事中に三角縁神獣鏡が出上した四塚山古墳も存在 し、三宅御土居跡東の秋葉

山山頂には横穴石室を持つ秋葉山古墳がある。古墳時代後期の古墳としては、海岸部の台地上に横

穴式石室をもつ小円墳を主体として築造された群集墳の鵜ノ鼻古墳群が存在 し、益田平野南東部の

丘陵斜面には片山、多田、南長迫、北長迫などの横穴群が築造されるようになる。また、横田町の

上野横穴から出土した須恵器、刀剣類は現在、東京国立博物館に寄託されている。

この時期の生産遺跡としては須恵器窯の存在が知られており、市の北東部に芝、本片子窯跡が存

在 している。

古 代

律令制の時代に益田市は美濃郡に属し、この頃から益田平野の開発が次第に進められたと考えら

れている。三宅御土居跡一帯の「三宅」の地名の由来と考えられている屯倉がこの地に推定され、

戦後この一帯の区画整理が行われるまで条里制の遺構が明瞭に残されていた。また、歌聖柿本人麿

の生誕及び終焉の地として戸田と高津にそれぞれ柿本神社があり、『延喜式』神名帳に記載のある

染羽天石勝神社や櫛代賀姫命神社など美濃郡内の式内社5社のうち全てが益田市内に現存している。

奈良 。平安時代の遺跡としては、灰釉陶器が出上した根ノ木田遺跡や掘立柱建物跡に伴い製塩土

器が出上した大溢遺跡などがあり、三宅御土居跡や浜寄遺跡でも同時期の須恵器や上師器が出上し

ている。

中 世

平安時代末期に益田荘、長野荘の荘園が成立し、益田氏が本拠を益田に移 してから以後、益田氏

が長門国須佐に転封されるまでのおよそ400年間の中世には、その領域支配勢力を示すように益田

氏に関連する遺跡が数多く残る。居館三宅御土居跡及び拠城七尾城跡を始めとして、益田氏家臣の

居館跡と考えられる上久々茂土居跡や二宅御土居以前の益田氏の居館跡とされる大谷土居跡など、

益田市内で52箇所の城館跡が確認 されている。この他、中世前期の遺跡には羽場遺跡や大畑遺跡

があり、羽場遺跡からは掘立柱建物跡や中国製の白磁、青磁など多数が出土した。沖手遺跡は益田

川右岸の低地に立地し、中世前期以降の陶磁器類や、集落跡が確認されている。また石塔寺権現跡

から発見され、豊田神社に伝わる陶製経筒は、平安時代末から鎌倉時代初期のものと考えられてい

る。これらの経筒は中国で製作され 日本にもたらされたもので、北部九州からの発見例が多く、益

田に招来された経緯など注目されている。

第 3章 家下遺跡の調査結果

第 1節 調査の概要

本調査は平成15年 6月 25日 に着手し、同年12月 2日 に終了した。

遺跡の推定中心部には家屋があり、基盤整備事業の計画区域外となっている。調査対象地とした

のは、その周辺部に計画される道路及び水路となる箇所で、その調査面積は1,225ポである。その

他当該埋蔵文化財については、盛上により保護層が十分に確保できると判断されたため、現地に残

されている。

A～ C区の3つの調査区を設定し、A区から調査に着手したが、途中発掘調査と並行して実施し

た周辺での踏査中に新たに遺物の散布が認められ、D区を設定した。結果として4調査区で調査を
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実施 した (第 3図 )。

第 2節 A区
(1)調査区の状況

A区は道路・水路予定地で、南端は現水路に接する。遺跡の西側縁辺部に位置 し、調査面積は

568ぜを測る (第 4図 )。

基本層序は、第 1層 :黒褐色土 (耕作土)、 第 2層 :灰黒色土 (水 田床土)、 第 3層 :赤褐色上、

第 4層 :灰黄褐色上、第 5層 :橙色上、第 6層 :暗褐色土 (奈良～平安時代遺物包含層)、 第 7層 :

礫 。砂礫である。第 3層は、大正年間に一帯で行われた回場整備時の客土と考えられる。第7層以

下は、礫、砂礫が互層状に堆積 しており、河川の氾濫などの水害の様子が窺える (第 5図 )。

調査区西側で南北方向に延びる自然堤防の頂部が検出された。これを境に西側で遺構は検出さず、

遺跡が自然堤防の内側に形成されたものであることがわかる。また、かつて遺跡近くに河,II流路が

存在 していたことが想定される。

(2)遺構

遺構は、第 6層直下で検出された。 ピットが90基検出されたが、何れも深 さは浅いものである

ことから、後世の水田化の際に削平を受けたものと考えられる。遺跡の縁辺部であり、遺構密度は

疎であるが、比較的南側に集中している。柱穴からの建物跡の復元等はできなかった。

第 3節 B区
(1)調査区の状況

B区は道路・水路予定地で、遺跡の北側縁辺部に設定した。東西に長い調査区で、調査面積は

157ピ を測る。調査前の水田境を基準に西側をBl区、東側をB2区と細分し、Bl区から調査を

実施した (第 6図 )。

基本層序は、第 1層 :褐灰色土 (耕作土)、 第 2層 :黄灰色土 (水 田床土)、 第 3層 :赤黄色上、

第 4層 :黒褐色土 (奈良～平安時代遺物包含層)、 第 5層 :明黄褐色土、以下砂質土 。砂が lmほ
ど堆積 し、礫層に至る。第 3層は、A区同様大正年間の回場整備時の客土と考えられる。第 5層以

下は、砂質上がほぼ水平で、安定した土層堆積状況を呈しており、後背湿地の様子を示している。

この下層の礫層から、遺跡の東側から北側に回り込む河川流路が推測される (第 8～ 9図 )。

(2)遺構

遺構は、第 4層上面で土坑が 1基検出されたのみである。ただし、石を4層上面で検出したが、

土坑の掘形は不明陳で、結果的には4層下面で掘形と考えられる変色を確認 した。

土坑の平面形は不整楕円形で、長径1.2m。 短径 0。 95m・ 深さ0。 35mを測る。深さについては、

上述のとおりであり、深 さは少なくとも+20～ 30c mあ つたものと思われる。土坑内には拳～人

頭大の石のほか五輪塔の火輪が投棄された状態で検出された。

第 4節 C区
(1)調査区の状況

C区は道路予定地で、遺跡の南側縁辺部に設定した。調査面積は265ポを測る。工事工程上調査

区を細分する必要が生じ、調整のうえ西側をCl区、東側をC2区、中央をC3区とし、この順に

調査を実施した (第 10図 )。

基本的な層序は、各調査区で異なるが、Cl区では第 1層 :黄灰色土 (水 田床土)、 第 2層 :黄

橙色上、第 3層 :黄灰色上、第 4層 :灰オリーブ色砂質上、第 5層 :人頭大以下の礫層である。全

体的に不安定な土層堆積であるが、とくに中央部は後世の撹乱により乱れる。対してC2区は、B
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区と同様に安定した後背湿地様を呈する。第 1層 :暗褐色土 (水 田耕作土)、 第 2層 :灰色土 (水 田

床土)、 第 3層 :橙色土 (回場整備時の客土)、 第 4層 :黄灰色土、第 5層 :黄色粘質上、第 6層 :

褐灰色砂質土、第 7層 :黄灰色粘質上、第 8層 :灰色粘質上、第 9層 :人頭大以下の礫層である。

第 9層 は北から南に向かつて緩やかに下がる。C3区はCl区とC2区の中間的な様相を呈する。

調査区内では北側 と南側で堆積状況が異なるが、基本的な層序は、第 1層 :黄褐色土 (水 田床土)、

第 2層 :橙色土 (回場整備時の客土)、 第 3層 :灰褐色砂質上、第 4層 :灰褐色土 (遺物包含層)、

第 5層 :褐灰色土 (遺物包含層)である。これに対し南側は灰色粘質土が南西に向かつて下がりな

がら堆積しており、流れの緩い河川あるいは沼地状の水溜 りが存在 していたことが推定される堆積

状況を呈している (第 12～ 14図 )。

C8区では後述する護岸状の遺構が検出されており、以上のことから、C2区の南側からC3区

の南東隅をかすめ、Cl区を迂回してA区西側に至る河)|1流路が推定される。

(2)遺構

C区において検出された遺構は、C3区の護岸遺構のみである (第 11図 )。

調査区の南東隅で検出された。検出できた長さは4.6m、 幅0。 35mを測る。人頭大以下の石が並び、

その中の市側に50cIIl間隔で径 4 clll以下の杭が打たれており、北東端では横木も確認できる。

第 5節 D区
(1)調査区の状況

D区が当初予定になかつたことは前述のとおりであるが、この場所は事前の分布調査、試掘調査

結果から遺跡は存在しないと判断し、表層の剥ぎ取り工事が進められていた箇所である。A・ C区

の発掘調査と並行 して実施 した踏査中に弥生土器片がまとまつて採取され、合口土器棺と考えられ

る土器の一部が表出しているのが発見されたことから、その周辺での工事を中断し、事業者、工事

業者とその取り扱いについて協議を行つた。その結果、極力短期間かつ最小面積で調査を実施する

こととなり、面積は235ど、10月 23日 から11月 H日 の間で調査を実施 した (第 15図 )。

基本的な層序は、表層が除去されていることから残存部分で判断せざるを得ないが、第 1層 :灰

色土 (水 田束土)、 第 2層 :赤黄色土 (回場整備時の客土)、 第 3層 :黒茶色土、第 4層 :暗茶色土

(弥生時代遺物包含層)、 第 5層 :黄褐色砂、第 6層 :礫層 (拳～人頭大)である。調査区北半で包

含層は認められないが、今回の工事の中で除去されたものか、それ以前の水田化の際に掘削された

ものかは不明である。なお、発掘調査は現況面から5 cIIlも 掘削しない段階で第 5層に至つたことか

ら、第 4層下位まで掘削されていたことになる (第 16図 )。

(2)遺構

D区において検出された遺構には、土坑 4基、ピット11基、土器棺墓 2基がある (第 15図 )。 こ

こでは、土器棺墓について述がる。

土器棺墓 1(第 17図、第62図 100・ 101)

調査区の南側で検出された。土器棺は長径85cIIl、 短径41clll、 深 さは検出段階から8 cmの精円形

の土坑に、甕形土器を合わせ日の状態にし、北側の甕をやや高くする横位に近い斜位に埋葬されて

いた。合わせ口部は北側の甕の日縁部を打ち欠いた状態で取 り付けられていたが、その打ち欠いた

口縁部も同じ土坑内で見つかつている。この上器棺の上部は北甕は潰れた状態で、南甕は工事掘削

で破壊された状態で検出された。

これに伴 う副葬品などの遺物はない。弥生終末期。

土器棺墓 2(第17図、第62図 103・ 104)

調査区の北側で検出された。土器棺は長径 1。 lm、 短径 lm、 深 さ10clllの 隅丸方形状の土坑に、
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甕形土器を合わせ日の状態にし、南側の甕をやや高くする横位に近い斜位に埋葬されていた。土坑

内からは、土師器も検出されたが、後世の流れ込みによるものと考えられる。

これに伴 う副葬品などの遺物はない。弥生終末期。

第 6節 ま とめ

家下遺跡は、高津川あるいは匹見川によつて形成された微高地上に立地する。今回はその縁辺部

で調査が実施された。遺跡の中心部には現在も家屋が建ち、その周 りの水田部分も保護層が確保 さ

れることから、今回調査対象外として今も地下に眠つている。そのため遺跡の様相については、今

なお不明な点が多いが、一方で遺跡の規模を大方ではあるが想定することができた。それは、A、

B、 C区を覆 う南北140m、 東西100mの範囲と考えられる。出土遺物については、石見空港編年

のⅢ期に属す須恵器が大量に見つかつており、遺跡が概ね奈良時代後半から平安時代初頭に盛期が

あったことがわかる。特筆すべきは、いわゆる生焼けの須恵器が比較的多く含まれていたことであ

る。市内で須恵器の窯跡は、本片子窯跡や芝窯跡など東部地域において確認されているが、その他

の地域では確認されていない。短絡的であるかもしれないが、家下遺跡近隣に窯跡が存在 している

のではないかと考えている。それは、近代に遺跡近隣の羽原地区において瓦の窯跡が存在 し、焼か

れていたことに繋がっていく可能性もあると考えられる。

家下遺跡の盛期が奈良時代後半から平安時代初頭にあるとした場合、課題 となるのが、D区の存

在である。踏査及び試掘調査結果から、国道 9号線から高津川に向かい (東から西に向かい)遺跡

の存在する可含融l■は低くなると判断されており、D区周辺に遺跡は存在しないと考えられていた。

その中で、弥生時代の土器棺墓が発見されたわけであるが、そこに埋葬された人々はどこに生活 し

ていたのだろうか。A～ C区において、弥生土器が数点検出されてはいるものの、これに伴 う遺構

はなく、弥生時代の集落が存在していたとは考えにくい。D区における遺跡名について、その正否

は別として、遺物が出上しているのは事実であり、おそらくは、家下遺跡周辺に幾つか存在する微

高地のいずれかに弥生時代の集落が存在 しているのではないだろうか。

以上、根拠に欠ける想定もいくつか行ってみたが、それらは今後の課題として一帯の調査を精力

的に進めるという誓いに代え、家下遺跡のまとめとする。

第 4章 中小路遺跡の調査結果

第 1節 調査 の概 要

遺跡面積は40,000ピを超え、広範囲に広がる遺跡であることが試掘調査で確認されている。事

業者とその取 り扱いについて協議を重ねた結果、遺跡保護の立場から盛土工を実施して保護層を確

保し、遺跡に直接的に影響がでないような位置まで田面を上げて施工することとなったが、その保

護層の確保が困難な箇所及び道水路部分について、平成 16・ 17年度の 2ヵ 年で発掘調査を実施す

ることとなった。調査対象面積は■,815だである。この中を現況地形を勘案して、A～ Iの調査

区に細分 して調査を実施 した (第 18図 )。 表土は基盤整備の一環として重機で取り除かれ、遺構の

検出作業は人力にて実施した。

平成16年度は、上記の対象地のうち基盤整備事業の中で前半に工事が予定される遺跡の北側で

実施した。 A、 B、 C、 D区が該当し、一部 G、 E区については次年度予定であったが先行 して部

分掘削を行った。調査面積2,200ピである。平成16年 4月 26日 に着手し、同17年 2月 4日 に終了し

た。

平成 17年度は、遺跡の南側を中心とした9,615だで調査を実施 した。 E～ I区である。平成17年

-6-



6月 1日 から平成18年 1月 31日 にかけて実施 した。

第 2節  A区
(1)区の状況 (第 19図 )

A区は水路予定地で、東西に細長い調査区である。南接地は基盤整備計画当初から遺跡があると

する地区の声に答えて整備区域外 となつてお り、昭和20年代頃まで存在 していた中小路集落の名

残の蔵が残されている。東端はコンクリー ト製の水路に接する。調査区周辺の遺跡が存在しないと

判断された箇所については工事が調査と同時に進められていたが、その中でこのコンクリー ト水路      ~
を取 り壊 したため、雨の次の日などは周辺の雨水が全て調査区に流入することとなつた。特にこの

年は比較的台風が多く発生し、時間とともに水との戦いでもあつた。

基本層序は、第 1層 :黒灰色土 (水 田耕作土)、 第 2層 :灰褐色土 (水 田床土)、 第 3層 :赤褐色

土 (大正回場時の客土)、 第 4層 :淡黄褐色上、第 5層 :暗茶色土 (弥生時代遺物包含層)、 第 6層 :

明黄褐色土である。

(2)遺構

A区では、溝状遺構 1条、土器棺墓 8基、性格不明遺構 2基が検出された。この他、土器溜 りが

調査区西側で見つかつている。

上器棺墓

1号墓 (第 20図 )

[検出位置・状態]土器棺墓群の最東端。器高30cIIlほ どの同サイズの甕を利用した土器棺。

[埋葬状態]東側の甕口縁部を外とする合わせ日。横位。東側の甕の底側に穿孔か。

[主軸方向]西南西一東北東

[土坑規模]長径0.84m× 短径0.58m× 深さ0.24mの精円形。

[時期]弥生時代中期末～後期前葉

2号墓 (第 20図 )

[検出位置 。状態]1号墓の北西。南側の上器は上半部が欠損。北側が器高40clll、 南側が器高30

clllでやや北側が大きい。

[埋葬状態]南側の密口縁部を外とする合わせ口。北側の変口縁部はうち欠かれる。横位。

[主軸方向]北一南

[土坑規模]長径1,Om× 短径0,7m× 深さ0.23mの不整楕円形。

[時期]弥生時代後期前葉

3号墓 (第 20図 )

[検出位置・状態]2号墓の北西。北側の上器は上半部が欠損。器高30cIIlほ どの同サイズの養を

利用した土器棺。

[埋葬状態]北側の甕口縁部を外とする合わせ口。横位。南側の甕は日縁部をうち欠く。

[主軸方向]北北東一南南西

[土坑規模]長径0,94m× 短径0,72m× 深さ0.21mの不整精円形。

[時期]弥生時代後期初頭～前葉

4号墓 (第 20図 )

[検出位置・状態]土器棺墓群の中央部。器高62cIIlを測る大型の複合口縁壺。胴上半部欠損。

[埋葬状態]人頭大のやや扁平な石を蓋とする単式上器棺。横位。

[主軸方向]東北東―西南西

[土坑規模]長径1.02m× 短径0,76m× 深さ0。 19mの不整楕円形。

-7-



[時期]口縁部に波状文を施 し、頸部に突帯を貼 り付けた西部瀬戸内系複合口縁壺。弥生時代後期

前葉と比定される。

5号墓 (第 20図 )

[検出位置・状態]4号墓の北側で、土器棺墓群の中央部。ほぼ同サイズの個体を利用した土器棺。

[埋葬状態]合わせ日の 2固体+別固体 1。 西側の甕口縁が外。東の壺口縁部は打ち欠かれている。

西側をやや高くした斜位気味の横位。合わせ口部には打ち欠いた東側壷の日縁部片、別個体の甕の

口縁部・底部等が張り付けられる。また、同じく打ち久いた東側壺の日縁部が西側甕の底部に枕状

に貼 り付けられており、埋葬者の頭位を示 している可能性がある。月同部下側に穿孔あり。

[主軸方向]西北西―東南東

[土坑規模]長径1.07m×短径0.65m× 深さ0,3mの楕円形。

[時期]東側の壺は弥生時代後期中～後半に比定される西部瀬戸内系の複合口縁壺と考えられるが、

西側の甕がV-2期 、また、土器棺に貼 り付けられている甕の口縁部は山陰では弥生時代中期末か

ら後期前半に比定され、これら時期差について検討を要する。

6号墓 (第 21図 )

[検出位置・状態]5号墓の西側。北側は器高60clllを 測る大型の壺、南側は器高30clllの密でサイ

ズを異にする土器棺。

[埋葬状態]北側の壺口縁を外側にする合わせ 口。横位。

[主軸方向]北―南

[土坑規模]長径1.08m×短径0,82m× 深さ0。 15mの楕円形。

[時期]北側の壺は弥生時代後期前葉に比定される西部瀬戸内系の複合口縁壺と考えられる。南側

の奏は在地のものと考えられるが、安芸系甕に類似するか。弥生後期前葉。

7号墓 (第 21図 )

[検出位置・状態]6号墓の北側で、土坑は調査区域外に続く。 6号墓と同じくサイズを異にする

土器棺。東側は器高75cmを測る大型の西部瀬戸内系の複合口縁壺であるが、西側は器高32clllほ ど

の甕である。

[埋葬状態]東側の壺日縁を外側にする合わせ口。横位。

[主軸方向]北西―南東

[土坑規模]長径1.27m×短径0。 9m× 深さ0.29mの不整円形か ?

[時期]東側の壺は弥生時代後期前葉から中葉に比定され、西側の甕は弥生時代中期末から後期前

半期のものと考えられることから、土器棺墓の時期は後期前葉期と考えてよいだろう。

8号墓 (第 21図 )

[検出位置 。状態]土器棺墓群の最西端。個体はほとんど残つておらず、南西側の甕の体部から底

部にかけての下半部が残されているのみである。

[埋葬状態]横位。合わせ日と考えられる。

[主軸方向]北東―南西

[土坑規模]長径0,94m× 短径0.67m× 深さ0.14mの楕円形。

[時期]弥生後期初頭か。

その他遺構

清状遺構

調査区東側で検出されたもので、北東一南西方向に伸びる。検出された延長はおよそ 6mである

が、北端、南端何れも調査区域外へ続く。幅は最大で0.8mを測るが、深さは浅く数cIIlと い うとこ

ろである。人頭大以下の石が堆積しているが、自然のものと考えられる。遺物は、奈良時代の須恵
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器片が数点出上している。

上器溜り

調査区西側の調査区域外の南側から北西方向に向かう自然河川跡部で検出。流路というよりは、

やや澱んでいた様相を呈している。遺物は弥生時代中期から後期の上器が出土。

S X02

土器溜 りの南側で検出。その南側は調査区域外に続 くため、全様は不明であるが、検出できたと

ころで長径 1。 lm× 短径1,Om、 深 さ0,1～ 0.2mを測 る。出土遺物は弥生時代後期中頃の上器が主

体である。

S X04

調査区最西端で検出。北側は溝状に調査区域外に続 くと考えられる。また、南側は地山が砂質 と

い うこともあり、掘形はやや不明瞭である。中央部は円形状を呈するものの全体としては細長い不

整形。長径 5m× 短径1.8m、 深 さ0,1～0.2mを測 る。出土遺物は弥生時代後期前半頃の上器が教

点出土 している。

第 3節  B区
(1)区の状況 (第22図 )

B区もまた水路予定地で、南北65m× 東西 5mの細長い調査区である。平成15年度にこの調査

区の東側で試掘調査が行われているが、その試掘区との土層堆積の関連を確認するため東へ長さ5

m× 幅 3mほど拡張して調査を行つている。

基本層序は、第 1層 :暗黒色土 (耕作土)、 第 2層 :褐灰色土、第 3層 :赤黄色土 (大正回場時の

客土)、 第 4層 :淡茶色土 (奈良時代遺物包含層)、 第 5層 :暗茶色土 (弥生時代遺物包含層)、 第 6

層 :淡黄色土 (地 山)である。表土は重機により除去 したが、その一部は残されている。調査以前

にはビニールハウスが建てられていたようで、廃材を埋めたと思われる大きなごみ穴が調査区の中

で見つかつている。この他にも、暗渠排水溝のための掘削が所々行われている。

調査区南西隅では表土除去後 5 clll以 下で地山に達 したが、北端では lm近く掘削して地山に至っ

てお り、南から北に向かつて緩やかに下がつていることがわかる。調査区南端 と北端で比高差

0。 95mを測る。調査前の地表標高で見ても、B区が位置する畑と北接する水田では比高差0,6mを      ,

測 り、この水田下層は砂礫が厚く堆積する氾濫のあつた土層堆積を呈している。これらのことから

も、B区が集落を営む北東限と見られ、微高地北東端部に位置していることがわかる。

(2)遺構

遺構は、第 2層直下で近世に属する集石土坑 1基のほか、北端で石積の水路跡、ピット数基を検

出した。次いで第 5層直下で弥生時代に属する竪穴住居跡を9棟検出した。

竪六住居跡

1号住居 (S101、 第23図、第76図 )

[検出状況]調査区北端の東側壁周辺で 1/2程度が検出され、調査区域外へと続く。北端は石積

みの水路により失われている。床面上には炭化物や焼上が厚く堆積し、火災によつて廃絶 した可能

性がある。

[平面形・規模]円形と推測される。規模は直径6.2m前後。壁の残存高は30～ 40clll。

[施設]柱穴と思われるピット2基。壁溝は幅10～ 15cm、 深さ4～ 8 clll。 壁面上部に垂木の痕跡

と思われる直径 7 clllの 炭化物が50cm間 隔で4箇所にある。

[出土遺物]覆土と床面から十数点の弥生土器が出土しているが、床面からの出土は243の 1,点の

みである。243は 日縁部が直立する複合口縁の変で、日縁部に4条の平行沈線文を巡らす。V-2
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期 と思われる。

[時期]弥生時代後期前葉

2号住居 (S102、 第24図、第77～79図 )

[検出状況]ほぼ完全な形で検出。東端、西端わずかに調査区域外へ続く。床面上には炭化物や焼

上が多く認められることから、火災によつて廃絶した可能性がある。

[平面形・規模]円形。規模は直径 5m。 壁の残存高は21～ 40clll。

[施設]主柱穴としては4基のピットが確認できる。中央土坑は長径 lm×短径 0。 8mの隅丸方形

で、断面形は播鉢状 (深さ30cm)を呈す。壁溝は幅 6～ 20cIIl、 深さ3～ 7 cIIl。

[出土遺物]覆土や床面から多くの弥生土器が出上している。覆土から、朝顔状に大きく開き口端

部をやや上方につまみ上げる中期の壺なども見つかつているが、床面出上のものは概ねⅣ-2～ V―

1期の範疇に納まるものと思われる。

[時期]弥生時代後期初頭

3号住居 (S103、 第25図、第79図 284)

[検出状況]北東部で直径 lmほ どの焼土塊を検出。これにより住居跡が存在する可能性があると

判断し周辺の精査を行つたが、平面プランの検出は難 しく、壁際に トレンチを設定して土層断面も

参考にしながら精査を行い、 2号住居の南側の東側壁周辺で 1/3程度を検出。なお、断面では床

面に相当する箇所に薄く炭の堆積が見られるが、壁面の立ち上がりは不明瞭である。北東部は8号

住居と重複するが、これに先行する住居跡である。削平されたためか壁高は数cmしかない。北側の

大型ピットは上層からの掘 り込み。

[平面形・規模]楕円形か ?長径5,8m。

[施設]柱穴と思われるピット1基。

[出土遺物]出土遺物は弥生土器 1点のみである。覆土からの出上である。V-1期 と思われる。

[時期]弥生時代後期前葉か ?

4号住居 (S104、 第24図、第80～82図 )

[検出状況]調査区中央部で検出された。西側 1/3ほ どは調査区域外へ続 く。また、北側は径

1.8mの 円形土坑 (S X06)に切 り取られる。北東部壁面の外側で焼土塊を検出。床面でも焼± 2箇

所にあり。

[平面形・規模]楕円形または胴張りの隅丸方形。長径6.lm×短径4.6m(検出部分のみ)。 壁の

残存高は13～ 28clll。

[施設]床面では 3基のピットを検出したが、主柱穴としては2基が確認できる。中央土坑は長径

1.8m× 短径 1。 4mの楕円形で、断面形は播鉢状 (深 さ34cIIl)を 呈す。壁溝は幅16～ 42cm、 深さ4～

12cm。

[出土遺物]覆土と床面から多くの弥生土器が出上している。床面から出土したものに285～290

の甕があるが、概ねV-2～ V-3期 に属すと思われる。注意すべき遺物としては292の増蝸があ

るが、内面底部にガラス化した黒色物 (炭 ?)が残されている。他には中央土坑から293の石包丁が

見つかつている。

[時期]弥生時代後期中葉。

5号住居 (S105、 第27図 )

[検出状況]全体の東 1/2程度は調査区域外へ続く。削平のためかプランは不明瞭で、北半では

はつきりと捉えることができず、床面のみとなる。南側の壁高は25clllを測るものの、他の住居址

の壁面形態とは異なり、なだらかである。このため、当初スロープ状の自然地形の傾斜と考えてい

たが、周辺で住居址が検出されていく中で、焼上が存在するなど同様の様相を呈することから精査
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を繰 り返し、北東部のプラン及び中央土坑を検出した。

[平面形・規模]不整円形か ?直径6.Om前後か ?

[施設]中央土坑のみ検出。中央土坑は長径1.6m× 短径 1.3mの 不整円形で、断面形は深さ17cm

の播鉢状を呈す。

[出土遺物]こ の住居址に伴 う遺物は残されていない。

[時期]遺物が存在しないため、明確な時期判定はできない。

6号住居 (S106、 第28図 )

[検出状況]検出した住居址の中で最南端。南側で S X02と 重複するが、これに先行する住居跡。

4層直下で半円形のプランを検出。西側は調査区域外へ続く。上面は削平されたためか、壁高は数

cIIlしかない。

[平面形 。規模]円形または胴張りの隅丸方形。円形として直径 5m前後。隅丸方形の場合、 1辺

4m。

[施設]床面からは 5基のピットが検出されたが、主柱穴と考えられるのはPl、 P5の 2基であ

る。 P2はその位置や深さから柱穴とは考えにくい。 P3は中央土坑か。壁溝は南東部のみ検出。

幅20cIIl、 深さ4～ 6 cIIl。

[出土遺物]覆土から十数点の弥生土器が出土しているが、図イ監できたのは312の 1点のみである。

風化の為調整は不明瞭であるが、V-4期 と思われる。

[時期]弥生時代後期後葉か

7号住居 (S107、 第22図、第82図 313)

[検出状況]東への拡張部で検出。部分的なものであり、住居址 と断定するには不確かであるが、

壁面と考えられるなだらかな落ち込みの様子は 5号住居に類似する。壁高10～ 20clll。

[平面形・規模]不明。

[施設]不明。

[出土遺物]床面から弥生土器が 1点出上している。313はV-1期 に比定される甕で、日縁部に

3条の平行沈線文、頸部に連続列状文を施す。外面ハケ、内面ケズリ後ハケ仕上げである。

[時期]弥生時代後期初頭か。

8号住居 (S108、 第25図 )

[検出状況]3号住居に重複する。 3号住居を切るが、調査区ぎりぎりでわずかに見つかつたもの

であり、住居址と断定するには不確。

[平面形・規模]方形か。

[施設]不明。

[出土遺物]な し。

[時期]平面形から古墳時代に属する住居址か。

9号住居 (S109、 第22図 )

[検出状況]3号住居の西側で検出。 8号住居と同様、調査区壁際で検出されたものであり、形状

等は不確。

[平面形・規模]隅丸方形か。

[施設]不明。

[出土遺物]な し。

[時期]弥生時代後期か ?
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第 4節  C区
(1)調査区の状況 (第29図 )

A区の西側に続く水路予定地で、調査区の幅は2mである。基盤整備事業区域外となっている旧

中小路集落の屋敷跡地を迂回するように、鍵由がり状に屈曲する。

基本層序は、第 1層 :暗青灰色土 (耕作土)、 第 2層 :灰褐色土、第 3層 :褐灰色上、第 4層 :

暗茶色土、第 5層 :褐色土+浅黄色土の混合層、第 6層 :暗褐色土である。第 6層は下層に向かつ

て砂質となり、色調も黄褐色へと変化するが、その境界は植物の根の貫入などで乱れてお り、判然

としない (第30図 )。

(2)遺構

C区では第 3層直下でピットを数基、第 6層直下で溝状遺構 1条を検出した。ピットは柱穴と考

えられるものが無いためここでは省略し、以下溝状遺構について述べる。

溝状遺構 (第29図 )

溝状遺構は、調査区中央よりやや西寄で検出された。幅2～ 2.2m、 深さ0.67mで断面形はV字

状を呈す。南北方向に伸びるもので、検出された長さは1,7mで あるが、南北それぞれ調査区区域

外へ続くと推定される。ただし、この北側の延長上に位置する水田に設定した試掘区では、この溝

は検出されない。環濠の可能性もある溝跡 と考えられるが、前述したように調査区の幅が狭いため、

あるいは大型の上坑などの可能性がないでもない。

遺構内からは、Ⅳ-2～ V-3期 に属する大量の弥生土器が出土している(第89～94図 )。 最初

に堆積 した層の土器はⅣ-2～V-1に おさまり、この溝状遺構の掘削時期は中期末から後期の初

頭と考えられる。また、搬入品と考えられる防長系の甕の出土も当時の交流を知るうえで注意すべ

き遺物である。

第 5節  D区
(1)調査区の状況

D区は、遺跡の中央部から西部にかけて設定した幅0.4m× 長さ100mほ どの非常に細長い調査

区である。既存道路の側溝付け替えに伴 う。調査区設定箇所は既存の水田5区画が該当し、それぞ

れがコンクリー ト畦で区画されていたことから、便宜上最東区画をDl区、最西区画をD5区 とし

た。 ピットが45基検出されている。全てが柱穴とは言えず、また、調査区が狭小であるため、建

物プランは確認できなかった。Dl区周辺は、かつての中小路集落の最西端に位置しており、これ

に伴 う瓦や茶碗を廃棄した堀込が見つかつている。

層序は、複数の水田区画にまたがるため土色や厚みに差異はあるものの、基本的に第 1層 :水 田

耕作土、第 2層 :橙色土、第 3層 :にぶい赤褐色土 (奈良～平安時代遺物包含層)、 第 4層 :地山

である。第 1層が10～ 15cm厚 、第 2層は 2～ 5 cm厚、第 3層 は25～ 30cm厚である。

第 6節 E区
(1)調査区の状況

E区の北側は幅 2mほどの道路を挟んで比高 lmの一段低い水田である。この水田での試掘から、

礫、砂礫が厚く堆積する河サ|1氾濫の痕跡が確認されており、E区が遺跡が立地する微高地の北西端

に位置 していることが確認 されている。調査区西側は、平成15年度に発掘調査が実施されたふる

さと農道に接する。調査区設定箇所は水田4区画が存在していた場所である。表土は重機で除去し、

以下人力による掘削、遺構精査を行った。

調査区内を 1辺 10mの方眼で細分 し、調査区北西隅を基準として、東西軸をアルファベット、

南北軸をアラビア数字で表し、交点名をグリンド名とした (第31図 )。
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基本層序は、D区 と同じで第 1層 :水田耕作土、第 2層 :橙色土、第 3層 :にぶい赤褐色土 (奈

良～平安時代遺物包含層)、 第 4層 :地山である。第 3層 の堆積は、北側に向かつて厚くなるが、

これは自然地形の傾斜に起因するものである。また、地山は北に向かつて固く締まつたものから砂

質へと変化する傾向にある。

調査区南半(SDE8以 南)では表土除去後す ぐに地山が検出された。この範囲内で検出された

遺構は、削平されたためと考えられるが、検出数も少なく、大半は深さの浅いものであつた。また、

Al～ B4グ リンドの北西地区は、調査前の水田表面の標高でその南側のそれ と比べて40cmほ ど

低く、結果遺構が検出された地山面でも同様の傾向であり、遺構上部は大きく削平を受けて、南半

と同じく検出数は少なく、かつ検出できたものも浅いものであつた。

(2)遺構

遺構は地山面で検出したが、前述のように削平を受けていると考えられるため、同一面で複数の

時代の遺構が検出された。 E区で検出した遺構には、溝状遺構 8条、土坑17基、ピット1013基が

ある。ただし、調査区北東部については、地山が砂質ということもあり、検出したピットが雨天後

に崩壊、消失したものも多数ある。調査終盤に至っては雨水が枯れず、図化をあきらめたピットも

幾つかある。幾つかの掘立柱建物跡、柵列の可能性が考えられ、第31図 中に示しているが、上述

のように図化できていないピットや削平による浅すぎるピットなどもあることから、現時点では可

能性を示す、ということで紹介のみとさせていただく。以下、各遺構について述べる。

清状遺構

SDEl(第 32図 )

調査区中央の東側で検出。北西一南東方向に伸び、途中 「L」 宇状に屈曲して向きを北東―南西

方向に変える。検出長21.5mで北東端は調査区域外へ続 く。幅0.5～ 1.2m、 深 さ0.1～0.2mを 決1

る。断面形状は南側が深 く、北側を浅 くする。須恵器、土師器の小片出土。

SDE2(第 33図 )

調査区北西隅で検出。北東―南西方向に伸びる。北端は調査区域外へ続 く。遺構名は1つ を付 し

ているが、形状は3条が並びあ う様である。間を暗渠排水で削 られる。検出長7.2m、 幅1.2～ 1.5

m、 深 さ0.1～0,15m。 断面形状は逆台形である。弥生土器片出土。

SDE3(第 34図 )

調査区南西の一A6グ リン ドで検出。東西方向に伸びる。西側は調査区域外へ。検出長3.7m、

幅 0。 3～0.4m、 深 さ0.lm。 断面形状は逆蒲鉾形。出土遺物なし。

SDE4(第 35図 )

調査区南東で検出。東西方向に伸びる。東側は調査区域外へ。東端に人頭大以下の集石あり。検

出長 15m、 幅0.4～0.8m、 深 さ0。 1～ 0.15m。 断面形状は逆蒲鉾形。須恵器、土師器の小片出土。

SDE5(第 36図 )

SDE4の 南側に隣接。束西方向か ら南北方向へ「L」 字状に屈曲。検出長14m、 幅0,3～0.6m、

深 さ0.2m。 断面形状は逆蒲鉾形だが、溝の南西側 (内側)が比較的深 く掘 り下がる。南西側 (内側 )

には掘立柱建物跡の可能性があるピッ トが検出されてお り、区画溝の可能性がある。須恵器、土師

器の小片出土 している。

SDE6(第 37図 )

調査区の中央部で検出。 SDE4の 西側延長線上に位置 してお り、同一の溝の可能性あり。検出

長 13.8mを 沢1る が、中央部で一部掘 り方が不明瞭。幅0.1～0.8m、 深 さ0.05～ 0.lm。 断面形状は、

西側では逆台形、中央部以東で逆蒲鉾形を呈す。須恵器、土師器の小片出土。
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SDE7(第 38図 )

調査区の東狽1で、SDElと SDE4の 間に位置する。南南西―北北東に伸びる。東側は調査区

域外へ。検出長10,7m、 幅0。 3～ 0。 4m、 深さ0,1～0.2mを測る。断面逆台形。遺物なし。

SDE8(第 39図 )

調査区の中央部で東西に伸びる溝跡。西側は調査区域外へ続く。検出長27m、 幅0。 4～ 0,9m、

深さ0.lmを測る。西側で S KE13を切 り、中央部で S KE14を切る。土師器片、白磁片が出土。

土坑

SKEl(第 40図 )

A5グ リンドに位置する不整円形の上坑である。長径1.lm、 短径0.85m、 深さ0.12mを測る。

埋土は褐灰色上である。土師器の小片が出土。

SKE2(第 40図、第98図 435)

A5グ リンドの西端に位置する不整形の上坑である。長径 2m、 短径 1.6m、 深さ0,08mを測る。

埋土は黒褐色土である。拳大の石が点在する。縄文土器のほか、石皿が出上している。

SKE3(第 40図 )

調査区の北側、B2グ リッド南東隅で検出。平面形は不整長方形。長径 1.4m、 短径 0。 45m、 深

さ0,lmを測る。埋土は暗褐色土。土師器小片が出上している。

SKE4(第 40図 )

調査区の中央部に位置 し、B3グ リンドで検出。平面形は隅丸長方形。長径2.8m、 短径1.2～

1,7m、 深さ0。 13mを測る、比較的大型の土坑である。埋土は 1層 :極暗赤褐色土、 2層 :にぶい

赤褐色土である。遺物は 1層から出土するが、北東部に集中している。土師器片のほか、縄文晩期

の夜日系土器が出土している。

SKE6(第 40図、第98図 436～444)

調査区南西部の一B6グ リンドで検出。平面形は円形。直径1.35m、 深さ1.3mを測る。人頭大

以下の円礫、割石が大量に出土し、火にあたつた石も数サ点確認される。出土遺物には、土師質土器、

白磁皿、青磁碗、東播系の須恵器などがある。井戸跡か。

SKE8(第 40図 )

調査区南東に位置する楕円形の上坑。長径1.65m、 短径 lm、 深さ0.06mを測る。埋土はオリー

ブ褐色土である。土師器小片が出土している。

SKE9(第 41図 )

B7グ リッドで検出した不整楕円形の土坑。長径2.3m、 短径0,7m、 深さ0。 3mを測る。埋土は

灰褐色土。土師器片が出土している。

S K Ell(第 41図 )

D7グ リッド中、SKE8の 南側に位置する楕円形の土坑。断面形は橋鉢状。長径1.25m、 短

径0.75m、 深さは中央部で0。 lmを測る。埋土は灰褐色土。遺物なし。

S K E12(第 41図 )

SKEHの 南西方向 2mの位置で検出した不整長方形の上坑。長径0.85m、 短径0.5m、 深さ

0.15mを測る。土師器片、土錘が出土。

S K E13(第 41図 )

調査区中央部西側の一A4グ リンドに位置する不整円形の土坑。直径 lm、 深さlmを測る。 S

DE8と 重複関係にあるが、これに先行する土坑である。土坑内には人頭大以下の石が堆積する。

須恵器、土錘が出土。井戸跡か。
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S K E14(第 41図 )

S KE13か ら東へ 9mの位置で検出した楕円形の上坑。長径 1.2m、 短径0.5m、 深さ0.16mを

測る。 SDE8と 重複関係にあるが、これに先行する土坑である。弥生土器がまとまって見つかつ

ているが、風化、磨耗が著しく復元、図化はできていない。その形態から弥生中期末から後期初頭

に属すと考えられ、合わせ口の土器棺 と推測される。

S K E15(第 41図 )

調査区中央東側のD4グ リッドで検出された不整形の上坑である。長径 1.85m、 短径 1.15m、

深さ0。 lmを測る。埋土は褐灰色上である。割石が数点出土する。

S K E16(第 42図 )

SDElの 南1.5mに位置する精円形の土坑である。長径0.7m、 短径0.45m、 深さ0。 2mを測る。

S K E17(第 42図 )

調査区北東部D3グ リッドで検出した精円形の土坑である。この周辺は地山が砂質で、調査終盤

には度々水没し、遺構の掘 り方は削り取られている。このため、やや大型のものとなっているが、

現存する長径0,95m、 短径0.5m、 深さ0.3mである。断面形はやや橋鉢状を呈す。

S K E18(第 42図 )

調査区中央部のC5グ リッドで検出した精円形の上坑である。北西部はピットにより切 り取られ

る。長径1.lm、 短径0.7m、 深さ0,15mを測る。

S K E19(第 42図 )

調査区南西部のA7グ リッドで検出した不整楕円形の上坑である。上部は削平されており、深さ

はわずかしかない。長径0,7m、 短径0。 5mを測る。

S K E21(第 42図 )

調査区北部のClグ リンドで検出した土器棺墓である。土坑規模は長径0,7m、 短径0,4m、 深

さ0.lmの不整長方形。埋葬状態は横位で、西一東を主軸とする。上方向から見た場合、西側の甕

を外側とする合わせ口に見えるが、この甕の下半部は欠損してお り、合わせ口状覆い口土器棺とで

も呼べばよいだろうか。東側の甕が棺身である。弥生中期末から後期初頭。

S K E22(第 42図 )

A5グ リンドで検出した大型土坑で、SKElの 南東に位置する。平面形は楕円形を呈し、長径

3.2m、 短径2.2m、 深さ0.lmを 浪1る。埋土は暗褐色上である。人頭大以下の円礫、割石が多く出

土するが、北側に比較的集中する。須恵器、鉄滓が出上している。

S K E23(第 42図 )

調査区の南端で検出した円形の上坑。直径 2m、 深さ0.5mを沢1る。人頭大の石が西側のみにま

とまつて出土する。遺物は土師質土器片、須恵器片が出土している。

第 7節  F区
(1)調査区の状況

E区の東側隣接地に設定した調査区である。表土は重機で除去し、以下人力による掘削、遺構精

査を行つた。

調査区内を 1辺 10mの 方眼で細分 し、調査区北西隅を基準として、東西軸をアルファベット、

南北軸をアラビア数字で表し、交点名をグリッド名とした (第43図 )。

基本層序は、第 1層 :灰オリーブ色土 (水 田耕作土)、 第 2層 :灰色土 (水 田床土)、 第 3層 :橙

色土、第 4層 :黒褐色土 (奈 良～平安時代遺物包含層)、 第 5層 :地山である。遺構は地山面で検

出した。遺構検出面の標高は、調査区南西が最も高く、北東に向かい低くなっていく。この自然地
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形に合わせるように、E区 と同様、地山は南西側の固く締まつたものから、東側から北東に向かい

砂質へと変化する傾向にある。

調査区四隅周辺では表土除去後すぐに地山が検出された。この範囲内で検出された遺構は、削平

されたためと考えられるが、検出数も少なく、大半は深さの浅いものであった。

(2)遺構

遺構は地山面で検出したが、前述のように削平を受けていると考えられるため、同一面で複数の時

代の遺構が検出された。 F区で検出した遺構には、溝状遺構 3条、土坑41基、掘立柱建物跡12棟、

柵列 3列、ピット1527基がある。上坑については、その規模が概ね40clll以 上のものが検出された

段階で土坑番号を付 していつたため、結果的に土坑番号は95ま である。 しかし、F区においては、

直径 lm規模の柱穴からなる掘立柱建物跡が複数建つと判断されたため、この柱穴に対しても土坑

番号を付していたことから半数以上が欠番 となっている。

以下、各遺構について述べる。

溝状遺構

SDFl(第 45図 )

調査区南側で検出した東西方向に伸びる溝跡。 E7グ リンド部は旧水田面での比高差20cIIlを測

る段差があり、この削平に伴い溝跡も一旦途切れる。溝東側は調査区域外へ続く。検出長32.5m、

幅0.5～ lm、 深さ0,1～0.4mを測る。断面形状は逆蒲鉾状。須恵器が出土。

SDF2(第 45図 )

SDFlの 南側に並走する溝跡。途切れ途切れであるが、検出長14m、 幅0,4m、 深さ0。 15mを

測る。 SDFlと 同じく削平によりE7グリンドでなくなる。断面形状は逆蒲鉾状。須恵器、土師

器片出土。

SDF3(第 45図 )

調査区北西隅で検出した溝跡。南西―北東方向に伸びる。途中、暗渠排水により切られるが、検

出長10m、 幅0.4～0.7m、 深さ0。 1～ 0。 15mを測る。断面形状は逆台形。須恵器片出土。

土坑

SKFl(第 46図 )

調査区北西のA2グ リンドで検出した不整楕円形の上坑。長径 1,8m、 短径 1.3m、 深さ0.45m

を測る。埋土は 1層 :暗赤褐色土、 2層 :にぶい赤褐色上である。

SKF3(第 46図、第100図 461～ 466、 第101図 468)

調査区北西のB3グ リンドで検出した大型の上坑である。平面形はやや不整な隅丸の長方形。北

側は暗渠排水により欠失。残存長4.2m、 幅 2m、 深さ0.1～ 0.15mを 測る。南東部がやや深 く残

るものの、全体的に上部は削平されていると考えられる。遺物は南東部でまとまつて見つかつてい

る。奈良時代の須恵器、土師器が出土。廃棄土坑か。

SKF4(第 46図 )

調査区中央の東側D4グ リンドで検出された大型の楕円形土坑。長径2.7m、 短径 1.lm、 深さ

0,2mを測る。遺物なし。

SKF6(第 46図 )

調査区中央のC6グ リッドで検出した不整楕円形の上坑。複数のピットと重複関係にある。長径

3.4m、 短径0。 9～ 1.7m、 深さ0。 1～ 0。 3mを測る。縄文晩期の夜臼系土器、土師質土器が出土。

SKF7(第 47図 )

調査区南東のE6グ リンドで検出した隅丸長方形の上坑。長径 1.2m、 短径0,9m、 深さ0,45m

を測る。断面形は東側を深くする播鉢状を呈す。底部には 5 cm厚程度で一面に炭が堆積する。壁面
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に奈良時代の須恵器の蓋 と不がセ ッ トで張 り付いていた。

SKF8(第 47図 )

D7グ リンドで検出した円形土坑。直径1,7m、 深 さ0。 8mを測 る。断面形は播鉢状。北側でピン

トと重複関係にあるが、これに先行する土坑である。須恵器、土師器出土。

S K F10(第 47図 )

SDF3に 西接する土坑。北側は暗渠排水により欠失。残存長 lm、 深 さ0。 lmを測る。遺物な

し。

S K Fll(第 47図 )

C7グ リンドで検出した隅丸長方形の上坑。長径1.5m、 短径0.5m、 深 さ0.2mを測る。埋土は

褐色土。土師器片出土。

S K F12、 S K F83(第 47図 )

SKF■ の東側で検出した重複する 2基の上坑。何れ も平面形は楕円形。 S K F12が S KF83

に先行する。 S KF12の残存長 lm、 短径0,9m、 深 さ0。 lmを測 る。 S KF83の 長径0,9m、 短径

0.8m、 深 さ0.4mを測る。 S KF83は柱穴の可台蟄l■あり。 SKF12よ り上師器出土。

S K F14(第 47図 )

調査区中央のC6グ リッ ドで検出した不整円形の上坑。北東部はピットと重複関係にある。長径

0.9m、 短径0.8m、 深 さ0.15mを測る。埋土は暗褐色土。柱穴の可能性あり。土師質土器皿出土。

S K F16(第 47図 )

C6グ リン ドで検出した不整精円形の上坑。長径0.8m、 短径0.5m、 深 さ0.lmを測る。埋土は

褐色土。土師器小片出土。柱穴の可能性あ り。

S K F17(第 47図 )

S KF16の 南東に位置す る不整円形の上坑。直径0.8m、 深 さ0.lmを測る。埋土は褐色土。土

師器小片出土。

S K F21(第 47図 )

調査区北東部のD2グ リッドで検出した隅丸長方形の上坑。東側は暗渠排水により欠失。この周

辺の地山が砂質のため、掘 り方はやや不明陳で、雨水により規模 もやや拡大 した。現存長1.8m、

幅0.5～ 0。 9m、 深 さ0,3mを測る。遺物なし。

S K F22(第 47図 )

調査区北東のB2グ リッ ドで検出した不整形の上坑。長径1.2m、 短径0.8m、 深 さ0.07mを測

る。埋土は暗赤褐色土。 白磁碗片が出上。

S K F23(第 48図 )

調査区北西のA3グ リン ドで検出した精円形の土坑。長径1.lm、 短径0.95m、 深 さ0。 lmを測

る。埋土は褐色土。遺物なし。

S K F25(第 48図 )

調査区北東のD2グ リンドで検出した不整形の土坑。 3基のピッ トが重複 しあったものである可

含巨陛あり。

S K F26(第 48図 )

D2グ リンドで検出した大型の精円形土坑。南側はピッ トと重複関係にある。地山が砂質である

ため掘 り方はやや不明瞭。長径 4。 lm、 短径0.5～ 0。 95m、 深 さ0.2mを測る。

S K F27(第 48図 )

D2グ リッ ドで検出 した不整形の上坑。長径1.9m、 短径 0。 95m、 深 さ0.3mを測る。断面形は

播鉢状。遺物なし。
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S K F28(第 48図 )

D2グ リッ ドで検出した楕 円形の上坑。東西それぞれ ピッ トと重複関係にある。長径 0.85m、

短径0.5m、 深 さ0.2mを測る。埋土は褐色土。

S K F33(第 48図 )

B3グ リン ドで検出した楕円形の上坑。長径 lm、 短径0.8m、 深 さ0.25mを測る。建物 4に重

なるが関連は不明。柱穴の可能性あり。

S K F37(第 48図 )

調査区中央のC5グ リッドで検出した大型の不整楕円形土坑。北東部はピットと重複関係にあ り。

長径3.2m、 短径 lm、 深 さ0.35mを測る。建物 8と 重なるが関係は不明。土師器小片出土。

S K F39(第 49図、第101図 )

調査区中央部のB4グ リンドで検出した隅丸長方形の大型土坑。主軸方向等 SKF3に 類似する。

北側は暗渠排水で欠失。残存長2.8m、 幅1.4m、 深 さ0。 2mを測る。 ピッ トと重複関係にあ り。埋

土には炭が混 じる。遺物は南側で出土。奈良～平安時代の須恵器出土。

S K F40(第 49図 )

S KF39の 南側 に位置する隅丸方形の上坑。長径 2m、 短径1.7m、 深 さ0.2mを測る。埋土は

灰褐色上で、炭化物、焼土塊が混 じる。土師器、須恵器片、土錘が出土。

S K F45(第 49図 )

調査区の中央部のC3グ リン ドで検出 した楕 円形の上坑である。長径 lm、 短径0.5m、 深 さ

0.05mを測る。埋土は暗赤褐色土。建物7内に位置 し、柱間は対応する位置に存在するが、深 さな

ど他の柱穴 とは異な り、関係は不明である。遺物はなし。

S K F50(第 49図 )

C2グ リンド南東隅で検出した楕円形の上坑。長径1,lm、 短径0.6m、 深 さ0,lmを測る。

S K F51、 S K F52、 S K F61

S KF50の 南側 に位置する。 3基の上坑が隣接 し、 S K F52と S K F61は重複関係にあるが、

SKF61が先行するようである。 S KF51は不整形で長径1.6m、 短径1.35m、 深 さ0。 15mを測 り、

須恵器、土師器片が出土。 SKF52は不整形で長径1.7m、 短径1.4m、 深 さ0。 lmを測る。遺物は

なし。 S KF61は不整形で長径 0。 85m、 短径 0.65m、 深 さ0.07mを測る。遺物はない。建物 1と

重なるが、関係は不明。

S K F65(第 50図 )

調査区北東部のB3グ リン ドで検出した円形の上坑。直径0.47m、 深 さ0。 2mを測る。完形の鉢

が埋め込まれる。近世。

S K F66(第 50図 )

調査区北西のB3グ リッドで検出した楕円形の上坑。建物 2に隣接する。長径 lm、 短径0.6m、

深 さ0。 25mを測る。埋土は褐色土、にぶい褐色土である。柱穴の可能性あり。

S K F69(第 50図 )

調査区東側のE3グ リン ドで検出した円形の土坑。直径 lm、 深 さ0.25mを測る。埋土は褐灰

色土、灰色粘質上で、近世の陶磁器片が多数出土する。

S K F72(第 50図 )

調査区南西のB7グ リンドで検出した不整円形の上坑。長径1.2m、 短径 1.lm、 深 さ0。 2mを測

る。人頭大以下の石が堆積する。須恵器片、土師器鍋が出土。

S K F75(第 50図 )

調査区北東のB3グ リンドで検出した不整形の上坑。長径2.8m、 短径 1,3m、 深 さ0。 2mを測る。

- 18-



埋土は黒褐色土。土師質土器小片出土。建物3の北東隅に重な り、建物に関連する遺構 と考えられ

るが、性格は不明。

S K F78(第 50図 )

C3グ リン ドで検出 した不整楕円形の上坑。南側は暗渠りF水で欠失。長径 1.6m、 短径は残存長

で lm、 深 さ0.lmを測る。埋土は暗褐色土。須恵器小片が出土。

S K F79(第 50図 )

B2グ リン ドで検出 した隅丸長方形の上坑。長径1,7m、 短径0.5m、 深 さ0。 lmを測る。建物 2

内に位置するが、関連は不明。遺物なし。

S K F81(第 50図 )

調査区南東部のE6グ リッドで検出した不整形の上坑。北東部、北西部はそれぞれピットと重複

関係にある。長径1.8m、 短径 1。 lm、 深 さ0。 15mを測る。埋土は灰褐色土。須恵器片が出土。

S K F89(第 50図 )

調査区南東のE8グ リン ドで検出した不整円形の上坑。 中央は暗渠排水で欠失。長径1.65m、 短

径1.45m、 深 さ0.lmを測る。須恵器小片出土。

S K F90(第 51図 )

調査区南西のB8グ リン ドで検出 した隅丸方形の上坑。長径1.2m、 短径0.95m、 深 さ0.6mを       '

沢1る 。中心底部に柱根が残つてお り、柱穴 と考えられるが、隣接す る S K F94の 他に同形、同規

模の柱穴がなく、建物プランが引けないことからここで紹介する。大型の建物跡が推定される。

S K F91(第 51図 )

調査区中央のC5グ リッ ドで検出 したやや不整の隅丸方形土坑。長径1,35m、 短径0.9m、 深 さ

0.2mを測る。東側は建物 10の柱穴 と重複関係にあるが、これに先行する土坑である。遺物なし①

S K F94(第 51図 )

S K F90か ら西へ 2mに位置す る隅丸方形の上坑。長径1.3m、 短径1.lm、 深 さ0.5mを測る。

S K F90と 同一の建物跡の柱穴と考えられる。柱根はないものの柱痕あ り。底部に焼土塊あり。

S K F95(第 51図 )

調査区北側のBlグ リッ ドで検出した不整形の大型土坑。地山が砂質であるため、掘 り方は不明

瞭で、雨水により規模は検出当初 よりやや拡大 している。残存長3.4m、 短径0.5～ 1.3m、 深 さ0。

35mを測る。埋土は褐色砂質土。須恵器、土師器片が出土 している。

掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は12棟のプランを引くことができた。 しか し、前述の S KF90等 のように柱根が

検出されたものや柱固めのための石が検出されたにもかかわ らず、建物プランを引くことができな

かつたピン トが数基あ り、またピッ トの分布密度か らすれば復元できなかつた建物が存在する可能

性は高いなど、課題は残 されている。以下、各遺構について概要を述べる。

建物 1

調査区北側に位置す る 2間 ×4間 の建物である。主軸方向は東北東―西南西。柱穴は20～ 40clll

の円形で、柱間は1.6～ 1.8m。 梁行3.8m× 桁行6mで、平面積は22.8ポ。北側は軸を同じくす る

柵列 1と 接 し、同一建物の可能性があつたが、西側で対応す る柱穴が存在 しないため別遺構 とした。

建物 2

調査区北西部に位置する 2間 × 2間の建物である。主軸方向は東北東一西南西。柱穴は40cmの

円形で、柱間は1.5～ 1.6m。 梁行3.Om× 桁行3.2mで、平面積は9.6だ。南束列は柵列 1と 同一線

上に位置 し、柱間もほぼ同じである。柱穴の深 さは20～ 30cmと 比較的 しつか りしたものであ り、

北西列が削平のため欠失 したとは考えられないことから、別遺構 と考えている。
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建物 3

調査区北西部の建物 2の南側に位置する 1間 ×3間の建物である。主軸方向は東―西。柱穴は10

～20cmの 円形で、柱間は梁方向で3.2mと やや長いが、桁方向で2.lm。 梁行3.2m× 桁行 6mで、

平面積は19.2ポ。北東隅にはSKF75が存在する。

建物 4

調査区中央部に位置する 1間 ×3間の建物である。主軸方向は北―南。柱穴は10～ 20cmの 円形

で、柱間は梁方向2.2m、 桁方向で1.7m。 梁行2.2m×桁行5.2mで、平面積はH.5r。

建物 5

調査区中央よりやや西側に位置する2間 ×8間の総柱建物である。主軸方向は北北西―南南東。

柱穴は20～ 30clllの 円形で、柱間は1.4～ 1.6m。 梁行3m× 桁行12.2mで 、平面積は36.6r。

建物 6

調査区中央よりやや北側に位置する 2間 ×4間の建物である。主軸方向は北北西―南南東。柱穴

は lmの円形、隅丸方形で、柱間は2.2～2.4m。 梁行4.4m× 桁行 8mで、平面積は35.2ピ。

建物 7

調査区中央で建物 6と 重なる位置にある 2間 ×5間の建物である。主軸方向は北北西―南南東。

柱穴は60～ 80cIIlの 精円形、隅丸方形で、柱間は1.6～ 1.8m。 梁行 4m×桁行9,2mで、平面積は

36.8だ。建物 8と 軸を同じにし、延長上に位置するが、東側に対応する柱穴が認められないため、

別の建物跡としている。

建物 8

調査区中央に位置する身舎 3間 ×7間の総柱建物である。この身舎の南西部に半間×2間の庇と

考えられる柱穴が付く。また、同じく東側にも半間×7間の庇と考えられる柱穴列が認められる。

主軸方向は北北西―南南東。柱穴は60～80cmの 円形、隅丸方形で、柱間は1.6～ 2.2m。 身舎は梁

行 6m×桁行11.6mで平面積69.6ポあるが、庇を力日えれば平面積は84.8ポ となる。

建物 9

調査区北東部に位置する 2間 ×3間の建物である。主軸方向は東北東―西南西で建物 7の直交方

向にあたる。柱穴は30cIIl～ lmの円形、隅丸方形で、柱間は 2～2.2m。 梁行4.2m× 桁行6.5mで、

平面積は27.3∬。

建物10

調査区中央よりやや東側に位置する2間 ×3間の建物である。主軸方向は東北東一西南西で建物

8の直交方向にあたる。柱穴は30～ 90cmの 円形、隅丸方形で、柱間は梁方向1.8m、 桁方向で2.8

m。 梁行3.6m× 桁行8.4mで 、平面積は30,3r。

建物 11

調査区南西部に位置する 1間 ×4間の建物で、南側に半間の庇が付く。主軸方向は東―西。柱穴

は20cmの 円形、柱間は2.4～2.6m。 梁行2.8m×桁行11,4mで、平面積は31.9ポ。

建物12

調査区南西部に位置 し、建物11と 軸を同じにする 3間 ×5間の建物で、南側に半間の庇が付く。

主軸方向は東一西。柱穴は20cmの円形、柱間は中央で lmと 狭いが、他は2.4～2.6m。 梁行7.4m
×桁行H.4mで、平面積は84.4だ。中央部分の柱間が狭いことから、 2間 ×3間規模の建物が 2

棟隣接するとも考えたが、建物11と の関係から3間 ×5間の建物と想定した。

柵列

周辺で復元した建物の柱穴と同規模、同形状のもので、建物復元に至らなかったピット列を柵列

として示した。

-20-



柵 1

調査区北側に位置する。柱間は1.8mで、建物 1、 建物 2と 軸を同じにする。

柵 2

調査区北東部に位置する。柵列 1と 直交する。柱間は 2m。

柵 3

調査区北東部に位置し、柵列 2と は直交関係にある。柱間1.2mを測る。

第 8節 G区
(1)調査区の状況 (第52図 )

遺跡の中央部に設定した細長い調査区である。旧中小路集落の南辺部に位置し、水路が予定され

る箇所である。

調査区の基本層序は、第 1層 :褐灰色土 (水田耕作土)、 第 2層 :灰黄色砂質土 (水 田床土)、 第

3層 :暗灰黄色土、第 4層 :黄色粘質土 (地 山)である。第 3層は、東に向かいその厚みがなくな

り、調査区中央より東側では堆積そのものが認められない。遺構は、西半区ではこの第 3層上面で

検出されたが、東半区では第 4層地山面で検出された。また、検出された遺構は何れも深さは浅く、

後世の水田化に伴 う削平により、多くの部分の遺構が掘削されたものと考えられる。

(2)遺構

G区では、ピット20基、土坑 1基が検出された。遺構分布は、東側で少なく、西側で比較的多

いものの、全体として密度は疎である。調査区の幅が lmあまりということもあり、建物は想定さ

れない。土坑は平面形が楕円形で、北TRllは調査区域外に続く。規模は長径0.9m以上、短径0.7m、

深さ0,3mを測る。

第 9節 H区
(1)調査区の状況 (第54図 )

調査区は、 1辺60m× 70m× 70mの三角形の調査区である。南側は県道白上横田線予定地に接

し、これに伴 う発掘調査区に接する。表土を重機で掘削後、人力による掘削、精査を行ったが、南

西隅では表土除去後 1～ 2 cIIlで 地山が表出した。地山のレベルは南西隅が最も高く、北東方向に放

射状に下がつていき、最も低い北東端とのレベル差は1.2mを測る。なお、調査区の全体を調査す

るには期間が確保できないことから、この結果を基に事業者と協議を行い、調査区のおよそ 1/3

にあたる北側から東側の一部について保護層の確保が可能との判断により、調査対象地から除外 し、

現地に保存されることとなつた。

基本層序は、第 1層 :黒褐色土 (水 田耕作土)、 第 2層 :褐色土 (遺物包含層)、 第 3層 :黄褐色

粘質上、第 4層 :明黄褐色土 (地山)である。

(2)遺構

検出された遺構には、ピット847基があり、このうち 2棟の掘立柱建物を復元することができた。

この他、土坑10基、溝状遺構 2条が検出されている。検出された遺構は全体的に浅く、削平を受

けているものと思われる。また、暗渠排水が無数に検出されているが、これによる遺構の欠失も目

立つ。ここでは、掘立柱建物跡について述べる。

掘立柱建物跡

復元された掘立柱建物 2棟は、いずれも調査区北東端で検出されたが、さらに調査区域外へと続

いており、全体規模の検出には至っていない。また、 2棟の建物は軸方向をそろえる形で復元でき、

重複関係が認められるものの、新旧関係は不明である。
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建物 1

2間 ×4間以上の建物。主軸方向は北東―南西。柱穴は20cmの 円形、柱間は1.4～ 1.8m。 梁行

4m×桁行5.6m以上で、平面積は22.4ポ以上である。

建物 2

2間 ×4間以上の建物。主軸方向は北東―南西。柱穴は20cIIlの 円形、柱間は1.2～ 1.4m。 梁行

2.lm×桁行5.6m以上で、平面積は11.8ピ以上である。

第 10節  I区
(1)調査区の状況 (第53図 )

I区は、遺跡が立地する微高地の南縁に位置する。その南側は谷底地形で比高差50～70cmを測

る水田で、北側は県道白上横田線予定地に接する。

この調査区は、調査対象地として事前に調査を実施する必要があるとして事業者 と協議が済んで

いた場所であつたが、工事業者との行き違いから無断工事が行われ、南側の水田面まで掘削が行わ

れた。これに対し、厳重注意の指導のうえ調査に着手した。

調査は、当初予定の 1/3程度、 2m× 40mの調査区で実施 した。表土は重機で除去したが、

その後 1～ 2 cmで地山面に達した。遺構はこの地山面で検出された。ピットが42基検出されたが、

その大半は深さ10cm未満の浅いものであり、後世の水田化に伴 う削平を受けたものと考えられる。

第 11節 ま とめ

中小路遺跡において 2年間に渡り発掘調査を実施 した。遺跡の範囲は4～ 5万♂と推定されてお

り、それから見れば1/4～ 1/5程度の部分的な調査であり、全容解明には未だ時間を要するの

かもしれない。 しかし、一方で今回の調査でこの遺跡の特徴的な部分が明らかになったのも事実で

あろう。以下にまとめをしておく。

①弥生時代の集落について

A～ C区の遺跡北東部を中心に弥生時代の遺構がまとまって見つかつている。竪穴住居跡 9棟、

土器棺墓10基、環濠の可能性のある溝状遺構 1条である。

竪穴住居跡については、ほぼ完全な形で検出されたのは 1棟であり、不確定部分が多々残されて

いるが、後期初頭の 2号・ 7号住居、後期前葉の 1号 。3号住居、後期中葉の4号住居、後期後葉

の6号住居の変遷が遺物より認められる。この変遷を、地形で見ると、北端の微高地先端部から徐々

に高手に移動したと解釈できる。

次に、土器棺墓について述べる。A区で 8基、E区で 2基検出された。A区の4号墓を除き、全

て合わせ 日の土器棺である。ただし、 E区の S KE21は覆い口である。 E区で見つかつた土器棺

は、それぞれ単体のものであるが、A区については明らかに土器棺による墓域を形成 している。土

器棺は、埋葬者の手がかりが見つかつておらず、断定はできないが、通説に頼れば、乳幼児の墓で

あり、乳幼児のみの墓域である可能性が高い。周辺で他に土墳墓が見つかつておらず、成人の埋葬

形態は不確定であるが、この中小路遺跡に関しては、成人と乳幼児とでは埋葬場所のすみ分けがな

されていたと考えられる。使用されている土器については、在地の甕と考えられるものも数′煮存在

するが、いわゆる瀬戸内西部の複合口縁壺の多用が特徴であろう。家下遺跡でも土器棺墓が検出さ

れたことは前述したとおりであるが、それらはいずれも、いわゆる山陰系複合口縁の甕を合わせ口

としたものであったが、中小路遺跡の土器棺墓には山陰系複合口縁の壺・甕を用いたものはない。

E区の土器棺墓 2基は概ね弥生中期末から後期初頭に属し、A区の土器棺墓群は概ね弥生後期の前

半に属す。
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環濠の可能性のある溝状遺構は、C区で検出された。弥生時代の集落の西端を示 していると考え

られる。この溝状遺構の掘削時期は、遺物から弥生中期末から後期初頭と比定され、隣接する羽場

遺跡で見つかつた中期の環濠との、ひいては集落間の関連が今後の課題ではないだろうか。

次に、出上した遺物について、いくつか注目すべきを述べておく。 1つには、防長系、安芸方面

の上器などいわゆる瀬戸内西部の上器が多数混在していることである。高津)||を利用した交流が想

定されるところであるが、一方で調査がごく限られた範囲であつた事実はあるものの同じく高津)||

に沿つた家下遺跡で現在のところ皆無であることは、新たな課題となるだろう。次に石器の存在で

ある。少なからず出上している石器には、製品から製作途中の未製品、砥石などがあり、中小路遺

跡の性格を考える上で注意すべきことである。

②奈良～平安時代の集落について

F区において掘立柱建物跡が12棟検出された。出上している遺物が小片であることから、時期

の特定は難しいが、周辺で出土している遺物なども併せ考えれば奈良時代後半から平安時代の初頭

に属すとして大過ないだろう。

特に注目すべきは、建物 1、 建物 2、 建物 6、 建物 7、 建物 8、 建物 9、 建物 10、 そして建物

復元はできていないがS KF90、 S K F94の 大型の柱穴をもつ建物群である。柱穴規模が lm近

くある円形あるいは隅丸方形の柱穴が規則的に並ぶ大型の建物跡が想定され、官衛関連の建物跡で

はないかと考えている。併せて、中小路の地名が古代の荘園の役職の 1つである「荘司」の音韻転

訛ではないかとも考えているが、これらを積極的に肯定できる遺物などは見つかつていないことか

ら、これまでに大量に出上している遺物をあらためて整理するなど、今後の検討課題としておきた

い。

③その他の出土遺物について

これまでに、遺構に伴う遺物について幾つか述べてきたが、遺構外の遺物で注意すべきものにつ

いて触れておく。 1つはA区で出上した緑釉陶器である。 1点のみの出上であるが、近隣では羽場

遺跡、下都茂原遺跡など限られた遺跡でのみ出上している。その色調から、長門系と考えられる。

次に注意すべきものに、A区、B区で出上した刀剣がある。調査では古墳時代の遺物はほとんど見

つかっていないが、周辺に古墳が存在していた可育静l■ も想定される。

第 5 二早 総括

家下遺跡で 1年、中小路遺跡で 2年に及ぶ発掘調査からは、多くの事実が確認されたと考える。

特に中小路遺跡に関しては、これまで益田市においてよくわかつていなかつた弥生時代の大規模集

落の様相を、大量の遺物とともに提供 してくれた。しかし、調査者の経験不足、非力から上述 して

きたこと以外にも重要なことが看過された恐れは残念ながらあるし、率直に認め、反省するところ

である。報告書作成を終えるにあたり、あらためて大量の遺物を眺めてみる。弥生土器に関してい

なか舎代表の田中義昭氏より、石器に関して島根県埋蔵文化財調査センターの丹羽野裕氏より、陶

磁器に関して島根県埋蔵文化財調査センターの西尾克己氏よりそれぞれ貴重なご指摘、ご指導をい

ただいたにもかかわらず、本報告において、紙面や時間的制約から省略した遺物、言及できなかつ

た遺物は数多く存在する。コンテナ (縦 36cIIl× 横52cm× 高さ30cIIl)換算にして、家下遺跡で39箱、

中小路遺跡で284箱に及ぶ遺物を今一度見直し、あらためて報告する機会を持ちたいと考えている。

欠の多い報告書であるが、本書をたたき台としてご活用いただき、諸賢の寛容で深い洞察によつて

欠が補われ、家下遺跡、中小路遺跡の性格がより詳細に解明されることを期すところである。

現地調査から報告書刊行まで多くの機関と方々にご指導 。ご協力をいただいている。報告を終え
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るに当たり、あらためて深甚の感謝を申し上げる次第である。
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唯

※遺跡番号は第1図 と同じ。

Om

第2図 平野内における遺跡の位置と周辺の遺跡
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A区遺構配置図
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165m

1 黒褐色土
2灰黒色土
3赤褐色上
4灰黄褐色上
5責褐色土
6橙色土
7 暗褐色上
7暗褐色砂質土

8灰色礫層
9明赤褐色土
10褐色砂質土
11暗褐色土
12黄褐色土
13褐色砂礫層
14褐色土
15赤褐色礫層

16責橙色砂質土
17淡褐色土
18黒色鉄分層
19赤褐色鉄分層
20責灰色土
21灰褐色土
2218層 +19層 混
23灰色主

32浅黄色砂層
33赤褐色砂礫層
34黒褐色土
35灰色砂層
86赤褐色土
37黒褐色土
38褐灰色土
39浅責色砂質土

40礫層
41褐色土
42褐色礫混じり上
43費褐色礫層
44灰褐色砂礫層
45黒灰色砂礫層
46黄色砂層
47暗褐色土

48波褐色土
49暗赤褐色土
50晴褐色上十灰褐色土混
51褐灰色上
52灰褐色砂質土
53黒灰色上
542層 +3層混
55灰褐色土

56暗灰褐色土

57淡黄褐色砂質上
24褐色土
25赤褐色鉄分層
26暗褐色土
27黒褐色砂礫層
28黄褐色砂礫層
29淡褐色砂混じり上

30褐色砂層
3耳 明黄褐色砂層

‐６５ｍ
一が

D                   2m

1/50

165m

第5図 A区土層断面図
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<南壁>

<西壁>

1.褐灰色±  5明 黄褐色上    8.明 黄褐色砂混じり上  12明責褐色砂層
2黄灰色±  5'明黄褐色砂賞■  9.資橙色±      13礫 層
3赤黄色±  6灰 色±      lo浅 責色砂賞■    14灰 資褐色土
4黒褐色±  7褐 灰色±     11橙 色砂質土

1/50

第8図 Bl区土層断面図
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1 褐灰色土
2黄灰色土
3赤黄色土
4黒褐色土
5 明黄褐色土
5'明資褐色砂資土

第9図 B2区土層断面図

10浅黄色砂質土
13礫層
15褐色土
16明黄褐色砂層
17橙色砂質土
18黄褐色砂質土

19浅責色砂質土
20明赤褐色土
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l号墓

敵韓鱒爛 焼土
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粘土塊

1 灰褐色土

2.赤褐色土

3.淡責褐色土

4.暗茶色土

4'.茶色土

5,黒灰色土

6黄褐色砂層
7 淡灰褐色土

8淡 黄色砂層

0                           10m

1/200

9 褐灰色土

9' 9層 +黒灰色粘質土

10.淡黄褐色土

11.褐色土

12.淡灰色土

13.明責褐色土

14.淡褐灰色土

15褐灰色土

16.明青灰色土

17灰白色土

18灰色土

19灰色土

20.淡褐灰色土

21.灰色土+2層
22.淡責灰色土

23.褐灰色土

24青灰色土

25,青灰色土

26.浅黄色土+黄灰色土

27.黄灰色土

28赤色土

29淡灰色砂質土

30.明青灰色土

31.4層 +明黄褐色土

31'4層 +明黄褐色上

11.Om

120m

110m

12.Om

第19図 A区遺構配置図及び土層断面図

-43-44-



蟻埒島ζ身斡 墓

‐２
．
Ｏｍ
一 ゴ

障戦轍鞘 焼土 :=1■1粘上塊

1 灰褐色土
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3.淡黄褐色土

4.暗茶色土

4'茶色土

5黒 灰色土

6黄褐色砂層
7.淡灰褐色土

8.淡黄色砂層

0                           10m

1/200

9,褐灰色土

9',9層 +黒灰色粘質土

10淡黄褐色土

11.褐色土

12.淡灰色土

13.明黄褐色土

14淡褐灰色土

15.褐灰色土

16.明青灰色土

17灰 白色上

18灰色土

19灰色土

20淡褐灰色土

21.灰色土+2層
22.淡黄灰色土

23,褐灰色土

24.青灰色土

25青灰色土

0

26.浅黄色土十黄灰色上

27.黄灰色土

28 赤色土

29 淡灰色砂質土

30 明青灰色土

31 4層 +明黄褐色土

31'.4層 +明黄褐色上

120m

第19図 A区遺構配置図及び土層断面図
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第20図 A区土器棺墓平面図及び側面図①(1～5号墓)
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0              50c

<6号墓>

9              50cm

11.5m

<7号墓>

0              50cm
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第21図 A区土器棺墓平面図及び側面図②(6～ 8号墓)
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一、． 3号住居
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―――一―――トレンチ部分

0

1/50

1晴黒色±    6淡 黄色土(地 山)

2褐灰色±    7黒 灰色土(携乱層)

3責灰色砂質±   8黒 灰色土(撹乱層)

4暗茶色±    9褐 灰色土
5橙褐色土(地 山) 10暗褐灰色上

11淡褐灰色±   16赤 責色土
12褐灰色±    17淡 褐灰色土

13灰責褐色±   18茶 色上
14暗茶色上+13層  19暗黒灰色上(暗渠埋設土)

15茶色±     20淡 灰黄色土

21黄茶色±    26に ぶい黄褐色土
22暗褐色上    27灰 褐色土
23淡茶色±    28極 暗褐色土
24淡灰色上    29淡 褐色土
25明茶色土(地山)30暗 渠埋設土

31赤責色±   36に ぶい黄橙色土

32灰責色±   37淡 灰色砂質土
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3 褐灰色土
4 暗茶色上
5 褐色土+浅責色土混合層
6 暗褐色土
6. 黄褐色土
7 暗灰色上
8 赤褐色土
9 褐灰色土

20暗茶色土
21黒褐色土
22明黄褐色土
23黒褐色土
24灰オリーブ色土
25灰オリーブ色土
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11黒色上
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い 1400m

い 1400m

い 1400m
に 1400m

い1400m^
い 1400m

10灰オリーブ色土

11灰色土

12褐灰色土

13褐色土

14橙色土

15灰黄色砂質土

16黄灰色土

17灰褐色土

18黄灰色土

19褐色土
20灰褐色土
21灰禍色土+明黄褐色粘資土
22明黄褐色粘資土(地山?)

238層十灰褐色土
24褐灰色土
25灰オリーブ色土
26にぶい褐色土
27黄褐色土

28灰色土

29灰黄色土

30褐灰色土

31灰褐色土

32灰黄褐色砂質土

33灰責色砂賢土

34黒褐色土

35褐 色土

36黄褐色土

46にぷい黄色砂質土

47黒褐色土 :焼土塊多数混じる。

48黄灰色砂質土

49晴褐色土

50褐色土

51灰褐色土

52灰オリーブ色土

53橙色土

54橙色土キ灰費色砂質土

55晴灰黄色土

56灰黄色砂質土

57灰褐色土

58にぶい黄色砂貨土

59黄褐色土

60黄褐色土

61明資褐色土

62灰黄褐色上 :SD001

37黄褐色土

38暗灰黄色砂賀土

39黄灰色土

40褐色土鴎 灰色土

41褐灰色土

42褐灰色土

49晴灰黄色土 :1～ 5cn大 の円礫混じる。

44暗褐色土

45黄橙色土

い 1400m

1灰色土

2橙色土

3黄灰色土

4黒褐色土

5黒褐色土歳 色土混合層
6晴渠排水による撹乱層
7暗渠排水による機乱層
8黄色土(地山)

9明青灰色土(地山)

第44図 F区土層断面図
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1暗福色土
2炭 +黒福色上
3褐色砂質土
4資灰色土+黄橙色主(地山■)

1褐灰色土
2黒褐色土+福灰色土
3黒褐色土
4灰黄褐色上十資橙色色土(地山)

5黒褐色土
6責機色■(地山)+暗灰色砂質■

7晴灰色砂質土
8黒褐色■
9黒褐色上
10灰オリージ色土
11黒福色土
12明黄褐色土
1012層 +暗灰負色■
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1暗褐色土

1褐色土
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第47図 SKF平面図及ぴ土層断面図②(SKF7～ SKF22)
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第48図 SKF平面図及び土層断面図③(SKF23～ SKF37)
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2黄灰色砂質■       5に ぶい赤褐色上
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第50図 SKF平面図及び土層断面図⑤(SKF65～SKF89)
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2責構色土(地 山)+明資褐色土(地山)

ど明赤褐色土(地 山)

3褐色土
4灰褐色土
5資褐色土
6灰褐色粘賞土
7褐灰色粘質土

<SKF90> <SKF91>

<SKF95>

Φ 焼土

1晴福色■
2にぷい資相色土

3資橙色上十確偶色土

4相灰色粘賞土

<SKF94>

第51図 SKF平面図及び上層断面図⑥(SKF90～ SKF95)
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第55図 家下遺跡A区出土遺物実測図 ①
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第56図 家下遺跡A区出土遺物実測図 ②
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第57図 家下遺跡A区出土遺物実測図 ③
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第60図 家下遺跡C区出土遺物実測図 ①
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第62図 家下遺跡 D区遺構出土遺物実測図 ―土器棺1、 2-

-81-



第63図 家下遺跡 D区遺構外出土遺物実測図

-82-



0116

0__す____+___一す一rttCm
1/3

第64図 中小路遺跡A区遺構出土遺物実測図 ① 一溝状遺構、SX02-
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第65図 中小路遺跡A区遺構出土遺物実測図 ② ―SX04、 土器溜リー
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第66図 中小路遺跡A区遺構出土遺物実測図 ③ ―土器溜リー
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第67図 中小路遺跡A区遺構出土遺物実測図 ④ ―土器溜リー
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第68図 中小路遺跡A区遺構出土遺物実測図 ⑤ ―土器溜リー
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第69図 中小路遺跡A区遺構出土遺物実測図 ⑥ ―土器溜リー
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第70図 中小路遺跡A区遺構出土遺物実測図 ⑦ ―土器溜リー
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第71図 中小路遺跡A区遺構外出土遺物実測図 ①
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第72図 中小路遺跡A区遺構外出土遺物実測図 ②

-91-



第73図 中小路遺跡A区遺構外出土遺物実測図 ③
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第74図 中小路遺跡A区遺構外出土遺物実測図 ④
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第75図 中小路遺跡A区遺構外出土遺物実測図 ⑤
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第76図 中小路遺跡B区遺構出土遺物実測図 ① ―S101-
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第78図 中小路遺跡B区遺構出土遺物実測図 ③ ―S102②―
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第79図 中小路遺跡B区遺構出土遺物実測図 ④ ―S102③、S103-
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第80図 中小路遺跡B区遺構出土遺物実測図 ⑤ ―S104①一
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第81図 中小路遺跡B区遺構出土遺物実測図
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第83図 中小路遺跡B区遺構外出土遺物実測図 ①
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第34図 中小路遺跡B区遺構外出土遺物実測図 ②
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第85図 中小路遺跡B区遺構外出土遺物実測図 ②
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第90図 中小路遺跡C区遺構出土遺物実測図 ② ―溝状遺構―
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第91図 中小路遺跡C区遺構出土遺物実測図 ③ 一溝状遺構一
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第93図 中小路遺跡C区遺構出土遺物実測図 ⑤ 一溝状遺構一
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第103図 中小路遺跡F区遺構外出土遺物実測図 ②
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第 1表 家下遺跡 A区出土遺物観察表
出土
地点

種 別 器種 法量 値ml 形態 手法等 調 整 色調 胎土 焼 成 偏 考

1 4層 小生土軒 一璽 ヨ径)18 菫り」ヽの子状に外反して立ち上がり、日縁端部に
と下に拡穐 日縁部に凹線状の平行沈線4条以上 織|ナデ 莞黄色 朋 含む。良好

2 8層 小生土器 奮 ヨ径) 20
賃合日縁。複合部下方に若干突出。日縁部直線的に
上ち上がり、端部は断面方形。日縁部に平行沈線,

く。頸～体上部にクシ状工具による連続押引き文。

デ
　（ア

ナ

ナ

外

内 ケズリ
色
色

橙
橙

淡
黄

外
内 良好

3 弥生土器 甕 ヨ径)1 夏合口縁。榎合部にぶく屈曲。日縁部直線的で、
常部は丸くおさめる。日縁部に平行沈線4条 .

外)ナデ、風化の為不詳
内)ナデ、ケズリ 周イヒの為不詳

外)浅貢橙色
莉 灰自色

mm以 下σ
0や不i 後期中

8層 亦生土器 イFF飲ゝ 三径) 6 Lげ底。 風化の為不詳
にぶ い橙色
繕価

2mm以下σ
砂対合お やや不艮

5 8層 祢生土器
不
部

高
邪 日径)28 三部から体部への移行部は強く張り、体部から口縁部に

かけて大きく外反する.体部に,?案以上の浅tI平 イ〒排績̂

外

内
粗 い八ケロ、ナデ
粗 い八ケロ

浅黄橙色 微砂粒含む. ミ好

4層 須恵器 蓋 つま》口 2 ボタン状つまみ。 外,自 然釉の為不詳
内)回転ナ夭 ナデ

内外)灰 白色
白城勲Iチ 〕_ブ魯 密 ミ好 米面被灰

7 3層 須恵器 蓋 つまみ岱 3
ボタン状つまみ。つまみ中央部凹状に書
む̂

外)回転ナデ
内)ナデ

Ⅲ酌))灰オリープt
肉)灰 白缶 密 良好

朴面全 体 的 に
荘瞬

4層 須恵器 蓋
回径 )

最大客 )

口縁部 にかえり。かえり部に重ね焼きに
よる別の須恵器の口縁部溶着。

回転ナデ 天色 雪 良好

3層 須恵器 蓋 口径)15 口縁端部外方に下量。嘴状。体中部に段。
凝宝珠状つまみか ?

外

内 回転ナデ 天色
Imm以 下¢

良好

10 4層 須恵器 蓋 ヨ径)11 伏つまみ。 肩張 る。 端部やや 内方 に下
階瑞 _

外

内
回転ナデ
回転ナデ、ナデ

戻白色 雪 良好

4層 須患器 蓋 ヨ径)12 と形。 口縁部強 く折 り曲げ、端部はやギ
内側に下垂ハ端部の設置面に平担面^

回転ナデ 叉色 Б 良好

12 4層 須恵器 蓋

ヨ径)13(
〕まみ鶴 6と

吾高) 2〔
命状つまみ。肩～回縁部にかけて外反 し、
喘部は下垂。

外)回転ナデ
内)回転ナデ、ナデ

灰白色 ] やや不艮 欧質

13 須恵器 蓋

口径)14と
つまみ口 6〔

器高) 21
餞皿型の低い蓋。輪状つまみは強 く外反。
体部～口縁部直線的。

外)回転ケズ リ、回転ナデ
内)回転ナデ 天自色 密 良好

外面口縁部重
ね焼きによる
変色

3層 須恵器 蓋 つまみ御 51
輪状つまみ。天丼部直線的。肩部強く張
る。

外)回転すデ
内)ヘ ラ切 り後ナデ、回転ナデ

灰白色

“

良好

須恵器 尋台付嗣 高台径)8 高 く「八」の字状に踏ん張る高台。 禽十回転ナデ 天色 堅 良好

須恵器 脚付壺 葛台径)10 壼部 と体部の境 に高台。
回転ケズ リ、回転ナデ
回転ナデ、ナデ

天色 艮 好
尋台内にヘラ
R号

7 須恵器 言台付14

，
径

，

径
台
高

口
高
器

日縁端部内側を押さえて面をなす。体■
部に平行沈線2条。

外

内 回転ナデ 灰白色 密 良好

3層 須恵器 罰合付ジ 言台径)8 八」の字状の高い高台。 内側に小さく弦
厖

外,回転アア
内)回転ナデ、回転すデ後ナデ

外)黒灰色
肉Ⅲ吉匠毎

”̈
艮好

3層 須恵器 寺台付″ 罰台径)9 言台やや外よ りにつ く。底部 と体部の場
凋瞭ハ 回転ナデ 淡灰色 密 負好

4層 須恵器 士璽 ヨ径)14 ヨ縁部 は外方に属折。 日縁端部上下に月E
ヨ。 日縁部凹線状。 衡十回転ナデ 門 放貢色

内)暗灰黄色

lm以 下σ
白昨 お ミ好 外面一部被灰

7 須恵器 」ヽ憂
ヨ径)

聖言ゝ
三部は尖り冗味の丸島 口縁端部上方につまみあげ、丸くお
どめる。外面に4段、内面に2段のクシ状工具による波状文.

外)回転ナ云
内)回転ナデ、

いア
一ア

ナ

ナ 天白色 密 良好

7 3層 須恵器 脚付壼 葛台径)9 匿部 と体部の境に低い高台。畳付部凹状
D浅 い窪み。

外)回転ナデ
内)回転ナデ、ナデ

天白色 笞 良好
笥台内にヘラ記号

7 3層 須患器 長頸壺
奇部 中位 に2条 の平行沈線。頸部 に接台

回転ナデ 坤 灰白色
対ヽ 願毎 雪 艮 好

Ⅲ臼綬灰 (顎 日
ま厚くガラス帆

4層 須恵器 壷 直径) 10 米面底部 に重ね焼き痕 ?
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回 ナデ

更色 雪 良好
外画全体的に
破灰

8層 土師器 ? 器台 口径)13 受け体部外反 し、端部丸 くおさめる。信
部の器肇厚目^

風化の為不詳 髯橙色 姫塙唸む。やや不良

8層 土師器 護形器台
受け体部直線的で、複合部 は水平ん向に
突出。筒部も直線的。

外)ナデ
内〕ナエ ケズリ格ナギ 橙 色 蕗 受好

27 土師器
郵
敵

古回
団

り 」ヽの字状で直線的に開き、脚部下半で
大き く屈折。円形透かし3子L^

風化の為不詳 浅黄橙色
llm以下のα
粒者干含む

良好

4層 土師器 甑把手 ナデ、八ケロ、ケズリ 天白色 露 良好

7 4層 土師器 三台付14 言台径)7 雪〈ふんばる高台で、断面四角形。 内置
壺部 に渦巻状圧痕。底部回転糸切 り痕。

回転ナデ
ナデ 麦責橙色 雪 艮 好

4層 土師器 雪 ヨ径)悧 頃部「〈」の字状に屈曲。 口縁端部に若干
D平坦面。頸 体部境にわずかな段。

ナデ、八ケロ
ナ父 ケズリ

本)にぶい橙色
角〕搭色 朋 含む。良好 ,留式

4層 土師器 密 口径)18 嶼部 |く 」の写状に屈曲。 口縁端部断面チ
形で、若千外方につまみ出す。

外

内

デ
デ

ナ

ナ ケズリ 橙 色 良好

3層 土師器 奮 口径) 221
ホ

内
ナデ、要部に指頭[痕、風イヒ気味で不訂
ナデ ケズリ 黄橙色

姉m以 下σ
砂対今ナヽ 良好

4層 土師需 甕 口径)254 「く」の字状に外反。
外)ナデ、八ケロ?

内)ナデ、ケズ リ 浅黄橙色 呻”
ミ好

4層 土師器 皿

口径) 釧℃

高台径)154
器高) 42

体部内湾 して立ち上が り、 日縁部で外反
する。 日縁端部やや内側上方につまみ上
げる。高合は底 体部境につ く。

外

内 回転ナデ 橙色 密 ミ好 全面赤色顔料

4層 土師器 皿

曰径)25
高台径)18
器高) 4

体部逆「八」の字状に開き、国縁部で大き
く外反。 日縁端部上方につまみ上げる。
休中部に平行沈線2条。

織1回
転ナデ 月赤褐色 ≧ 罠好 全面赤色顔料

3層 磁 器 白磁碗 口径、傾き不明。玉縁状日縁。 治土)灰 自色
眈)灰オリーブt 督 良好 ヨ磁Ⅳ類

7 2層 磁 器 皿 恰土 )灰色
伯)明 オリーブ灰奮

徴密 良好

3層 磁器 青磁碗 ヨ径)留 皇弁文。 陰土)灰色
由)オ リーブ灰仁 散密 民好 龍泉窯系碗82

4層 磁 器 青磁碗 ヨ径)13 写文。 治土)灰 自色
臨)灰オリーブ侮 改密 ミ好 龍泉窯系碗C2

6層 磁 器 青磁碗 ヨ径) 相 尿拍 き運弁文。 恰土)灰 自色
醐 明緑灰色

雪 良好 拒泉窯系碗84

2層 磁 器 駒 巨径) 5 豊付部に重ね焼き民 全面施釉。内面底
ム吉Bう言1「 EO_

治土)灰色
髄)オ リーブ灰色

密 良好
調鮮製
16C終 ～17C初

4層 磁 器 皿 日径) 10
低めの削 り出し高台。底部～体部緩やかに
内湾 し、体中部で大きく逆「八」の字状に開
く。内面体中部に段。体中部～高台内露胎。

色
色

灰
黄

↓
版

冶

髄
猷
】 良好

土師器 皿

口径) 11(
底径) 5を
器高Ⅲ  l`

巨部回転糸切 り。内画底部に渦巻状圧痕。待1回
転ナデ 浅責橙色 良好
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5層 眩 器 盤 ? 巨径) 8
陰土 )浅貢橙色
布1撻き付|ロ エ債緑釉

雪 良灯 瀬戸

57 4層 瓦質土彗
鉢

信鉢労
コ径)26 コ縁端部内側に肥厚。

外

ヽ
ナデ、指頭圧痕あり
粗い八ケ

天自色 4 良婿

46 57 4層 瓦質土尋 h口鍋 ヨ径、傾 き不明。
外)ナデ

内)粗 い八ケ ロ

木)褐灰色
対Ⅲれヾい椿停 獅蜘后 む。艮好

陶 器 すり鉢 巨径) 11 ～フ条 1単 位の摺 り目 ア^ナ
外
肉

例

土
炊 自色
灰褐色

□ 良好 膊前系

4層 土錘

，
径

，

さ
大
径

民
豪
孔

侑錘形 戻白色 □ 良婿

3層 土錘

，
径

，

さ
大
径

民
晟
比

街鍾形 こぶ い黄橙色 雪 良好

5層 土 錘

，
径

，

さ
大
径

長
最
孔

中央部やや膨 らむ形状。 月赤褐色 良好

51 8層 土 錘

，
径
―

さ
大
径

長
最
孔

中央やや膨 らみ、両側が開 く棒状形。 登色 ¢ 良好

6層 土 錘

，
径
―

さ
大

客

民
「諏
社

棒】犬形 戻自色 雪 良郷

第 2表 家下遺跡 B区出土遺物観察表

第 3表 家下遺跡 C区出土遺物観察表

土

点

出

地 詈他 種 別 器 種 法量 修0 形態 手法等 調 整 色調 胎 土 焼成 備考

5層 須恵器 不蓋 口径)7 で、低 めの器形。 かえ りは小さ く
郊回転ナデ 災白色 盟 良好

2層 須恵器 17N蓋 口径) 
“

かえり小さ く、天丼部よ りにつ く 部回転ナデ 戻白色 晉 良好

4層 須恵器 不蓋 日径) 17 大型 の蓋。 器高低 く、端部 は嘴状 で斜 ¢
外方

『
下轟 _t常銘ク(而注 し、凹線状 に睾す|^

琳

カ 回転ナデ 灰色 塗 良好

4層 須恵器 坪蓋

口径) 124
つまみ岱 60
器言) 31

冷状つまみ。天丼部から体部への移行は強く

長る。体部は緩やかに外反し、端部は小さく
下華して、丸〈おさめる̂ つ まみに沈線 ?4条

外)回転ナデ、 回転ケズ リ後 E
転ナデ

内)回転ナデ
雪灰色 雪 良好

口縁部重ね

"きによる変t

4層 須恵器 14N蓋

口径) 136
つまみ勾 76
器高) 34

笠形の蓋。大形で高めの輪状つまみ。雇
部張 り、体部から日縁部で屈曲。 国縁輪
部ノトさ 〈下轟 ^

外)天丼部回転糸切 り後ナデ

回転ナデ
内)回転ナデ、すデ

戻色 堅 良好

4層 須恵器 14N蓋

口径, 14
つまみ勾 7

器高) 3

輪状つまみ。天丼部から体部への移行は

陰〈張 る。体部 は日縁部で屈曲 し、端部
よ肉侶‖に下轟^端部尖 り気味ハ

外)回転ケズ リ後回転ナデ、 ロ
転ナデ

内)回転ナデ
色

色
白

灰
灰

雪 良好

日縁部重ね

"きによる変t
r泳博匝、

4層 須恵器 蓋 ?

口径) 6
つま欄 3

器高Ⅲ  l
小型の蓋か7天丼部水平で、体部から「八」
の字状 に下垂。

外

内
回転ナデ

回転ナデ、ナデ
戻色

以下C
良好

4層 須恵器 尋台付翻 ヨ台径)3 器肉薄め。低く「八」の字状に開く高台。高台は属 碑
部靖よりやや内偶1につく、高台の砧り付け調整4Eめ .

タト)回転ナデ、回転ケズリ
か 回転ナデ、ナデ 庚白色 雪 良好

61 8 4層 須恵器 言台付lT

，
径
―

径
台

高

逆
「八」の字状に開 く直線的な体部。 日縁

端部丸 くおさめる。底 体部境不明瞭。
高合外よりにつ く。

外

内
回転ナデ
回転ナデ、ナデ

災色 良好

8 5層 須恵器 言台付翔

，
径
―

径
台
高

高合は内側につく。高台 八」の字状に開き、端酎
内lgに小さく突出。底 体部境明瞭。日縁部外反
し、端部を丸くおさめる。体部内面に小さな段。

（ア
（ア

ナ

ナ

転

転
回

回

外

内
回転ナデ後ナデ

雪灰色 良好

4層 須恵器 邪

径
径
高

無高台のtTN。 体部内湾気味に立ち上がり、巨

縁端部は強いナデにより外反様を呈す。端吉
「

丸くおさめる。底部上底気味。全体的に歪む。

外)回転ナデ、ナテ 7(風化の府
不詳)

内)回転ナデ
更色 雪 良好

4層 須恵器
高不

`1不

喜崎 コ径)17 コ近部と口豚部見GTE田 し、門口ほ臓択。IIttnほ 外涙
郊回転ナデ 本)灰色

洵Ⅲ鷹白侮 雪 良好

2層 須恵器 壷 ヨ径)15
ホ反 して立ち上がる長めの体部。 日縁輪
I ttlBに 月R厚^口 唇部凹状に窯む^ 繭転ナデ、

回
回

外
内 タタキ、指頭圧痕

更色 雪 良好 外面被灰

4層 須恵器
甕 か壷

(底言p 三径) 
“

大型。
外)平行タタキロ (タ テ)の ち力

キロ、底部丁寧なナデ
内)同心円状のタタキロ、ナデ

災色 鋤 粒含儀 良好

6層 土師器 台付鉢 ヨ径)11 三部～口縁部にかけて内湾し、ボールリ
と呈す。 狩1學掌!(縮徐衣万落事事

橙 已

に′ゞい椿仲 卿 粒含む。良婿

6層 土師器 」ヽ型器と ヨ径)10 ≡部～体部にかけて綾やかに外反し、国
風化の為不詳 莞黄橙色 獅叫ヒ雪軌 やや不良

4層 土師器 尋台付ヨ 言台径)7 罰く、「八」の字状に開 く高台。
外)ナデ?風化の為不詳
内)風化の為不詳

にぶ しヽ橙色 m以 下 C
良好

2層 土師器 邪 巨径) 5 三 体部境を絞る。底部回転糸切 り。 風化の為不詳 登色 雪 やや不良

フ4 5層 土師器 甕 ヨ径)13 頃部 Iく 」の 7状 に腫 出 し、 口縁 罰
`ほ

逆 外)す デ、八ケロ、指頭圧痕あり
対 十 ギ  ケ ブ 〕 莞黄橙色 地地含帆 良好

4層 土師器 甕 ヨ径)22 頃音げ く」の字状に屈曲 し、 国縁部は短 〈 外)ナス ザヽケロ?楓イとの為不詳)、 指畷[根

対 ナデ、ケズ リ
浅黄橙色
閉掲 阪a

m以 下 C
良好

4層 土宮扁器 皿 壺径) 6 三部回転糸切 り。底部内面に渦巻状圧痕。
外)風化の為不詳
肉Ⅲ同録すギ 登色 良好

4層 磁 器 青磁碗 葛台径)51 尋く網身の高 台。粕厚 く、畳付 を除 いて 陰土)灰 白色
色)灰 オリーブ色

改密 良好 龍泉窯系碗BO類

4層 磁 器 青磁碗 罰台径)5 彗台幅広で、断面四角形。器肉は全体に厚め。
�藍お 墓村芥瞼去稿� r吉会肉イ」蔀今的ヽ

s土)灰 自色
段密 艮好

2層 磁 器 染付碗 ヨ径、傾き不明。
拾土,次 自色
臨〕明音灰缶 改密 良好 16C中

1層 磁 器 染付碗
付部 に重ね焼き凡 全向而粕。内向底 治上)灰 自色

kHIⅢ 匠白魯 改密 良好

土

占
小

出
地 種 別 器種 法量にml 形態 手法等 調 整 色 調 胎 土 焼成 備考

C3区 か生土器 一霊 ヨ径)愕
�や直立気味の頸部。日縁端部上方に肥厚。 E

尿部2条 の平行沈線。頸部に貝殻復縁による遇
帯市申立_伝 卜部 |「 湾状すか?(鳳イヒの為不詳)

外)強 いナデ、八ケロ?

内)ナデ、ケズリ
浅黄橙色 耐輸

やや不艮

C3区 小生土器 一塑 ヨ径) ■
,や 直立気味の頸部。日縁端部上方に肥厚。匠

尿部2条 の平行沈線。畷部に員殻復縁による追

売刺突文。体上部に波状文か?(風 化の為不詳)

外)強 いナデ、八ケロ?

内)ナデ、ケズ リ
浅黄橙色

mm以 下σ

ξ英含む。
やや不艮

C3区 小生土器 一里 コ径) 15 隻合口縁。複合部 にぶ く屈曲。 国縁端剖
軋くおさめる。 日縁部13条の平行沈線。

（ア
（ア

ナ

ナ

外

内 ケズし
浅黄橙色

mm以 下 σ

ξ英含む。
やや不良
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81 C3区 小生土尋 甕 ヨ径)20
貝合日縁。榎合部水平方同に哭出。日縁端計
ま膨らんで丸 くおさめる。日縁部7条以上C
7行減線^体 卜部にコ束支?(風イLの漁不詳〕

外)ナデ
内)ケズ リ、風化の為不詳

橙色
2mm以 下の

自色粒含む。
pや不良

C3区 ホ生土尋 器 台
愛合 口縁状 の受 け部。 穣合部斜 め 卜万 に
″出 lAtt Ы 卜の平待沖約

外,八ケ後ミカ千
肉〕ミガキ 橙色

2wn以 卜σ
貫好

C3区 2層 須患器 IITN蓋 御判翔飼
聡状つまみ。天丼～体部への移行部屈曲。
ホ反気味の口縁部。端部小さく下垂。

外)回転ナデ

内)回転ナデ、ナデ
黒灰色

lnn以 下の

自色粒含転
ミ好

口縁部重ね瘍
きによる変窪

8 C3区 須恵器 lTN蓋

El径 , lb
つまみ御 7

器高) 3

命状つまみ。天丼～体部への移行部緩や
もヽ。端部下垂 し、丸 くおさめる。肩部に
弓弧状沈線4条

夕け回転ナデ
内)回転ナデ、ナデ

外)灰 白色
内)灰色

2m以 下の

自髄 む。
R好

C3区 須患器 不 蓋 御瑠翔調
令状つまみ。器高低 く扁平な器形。 日栃
喘部内側に小さ く下垂。

外)回転ナデ、 回転 ケズ リ後回
転ナデ

内)回転ナデ、ナデ
灰 色

lmm以 下の
黒色粒含む。

良好

日縁部重ね焼
きによる変色
(被灰)

C3区 須患器 罰台付珂

，
径
―

径
台
嵩

回
一蜀
器

雪付部に重ね焼き痕。全面施釉。内面底・

本言Б境に段。 禽1回
転ナデ 外)暗灰色

内)灰色
蜜 艮 好

訂台内を除さ

嘆灰 (黒 灰 ∈
つ自然漏ω

C3区 須恵器 言合付野

，
径
う

径
ム
里
局

回
一局
聖
¨

底部ヘラ切 り。底 体部境で強 く湾曲。
国縁部近 くで外反。端部先細。高台内よ
りにつき、畳付部浅い凹状。

外)回転ナデ、 ヘラ切 り後回乾
ナデ

内)回転ナデ、ナデ
悟灰色

lm以 下の

自色粒含転
良 好

8 C3区 須患器 尋台付切

，
径

，

径
台
高

口
高
器

巨部ヘラ切 り。高台畳付部凹状に窪む。
旨台内よ りにつ く。端部先網で、丸 〈あ
きめる。

外)回転ナデ、 ヘラ切 り後回窮
ナデ

内)回転ナデ、ナデ

増灰色
角)灰 白色 密 艮 好 木面被灰

C3区 須恵器 ヨ台付切
，
径

，

径
台
高

口
高
器

こ部回転糸きり。高台畳付部凹状に整む。高台はE体部境よ

'内

側につく。平らな体部から強く湾曲して直線llに 立ち上
ドる体乱 日縁端部は先細で、やや尖り気味に丸く6さ める。

期 回転ナデ、回転糸切り後サ

■ 回転ナデ、回転すデ後ナデ
天色

)mm以 下C
沙粒含む。

良好

8 C3区 須恵器 ヨ台付IT

，
径
―

径
台
高

口
高
器

魅属模倣のITN。 底部ヘラ切り。体下部で屈曲し、
ヨ縁部で外反。体中部に浅い沈線状の窪み(一部)
ド消される)。 高合うちよりにつき、断面三角形。

外)回転ナデ、ヘラ切り後回菊
ナデ

内)回転ナデ
天色

Im以 下C
望地含帆

良好

8 C3区 須恵器 短頸壺

径
径
高

口
底
器

尋平な胴部。肩部強 く張る。 口縁部短 く
自立。

外)回転ナデ、回転ケズリ後ナ

内)回転ナデ

色灰
色

黒
灰 良好

外面 体 上部
内面底部被灰

9 C3区 2層 須恵器 磁 底径) lll l

八」の字状に開く低い高台。日頸部に沈線
条。体部上位、中位にそれぞれ1条、2条

D沈線を巡らし、各沈線間に波状文を施す。

外)回転ナデ、風化気味
内)不 明

色自
色

灰
灰

mm以 下σ

当色粒含む(

良好

9 Cl区 須恵器 長頸壺
ヨ頚部 に沈線 1条。 内面 に絞 りFR 7頚辞 デ

〔ア

ナ
ナ

転
録

回
同

外
肉 戻白色

mm以 下σ
ヨ色粒含d
m以 下σ

ヨ色粒含む(

m以 下σ

貫好 外画半分被灰

9 C3区 須恵器 長頸壷 最大径)偲 本部 は中位 よ り少 し上 方で鋭 く算盤玉リ

「
色毛 ス 綺十回転ナデ 災白色 貫好 外面体上部被灰

9 C3区 須恵器 甕 日径) 拇
負部から日縁部にかけて外反して立ち上がり、端目 外)ナス 八ケ 7風化 の為不詞

者灰色 やや不良

9 C3区 須恵器 壷 回径) 13
隈部「く」の字状に屈折。短 く外反する国

縁。端部わずかに平坦面あ り。体部は雰
広 仏 卜部 |「山豪寸

外)回転ナ武 平行タタキロ後カキロ
内)回転ナデ、 同心円状タタキ

目終回転ナデ
戻色

mm以 下C
コ掛立含d 良好

C3区 土師器 尋台付舅 苛台径)11
析面四角形の低めの高台。底 体部境不明瞭。
盲台外よりにつくハ体部内湾気味に立ち上がる. 掛|ナデ? 登色

Ｃ
ｄ蝦離

良好 全面に赤色顔料

Cl区 土師器
壷か否
イ[三書日Ⅲ 壺径) 12 高合状の脚部貼 り付 け。 鵞(風化の為不詳 Ⅲ)浅貢橙色

莉)黒 康 負

mm以 下σ
少締合 かヽ やや不長

61 C2区 6層 土製品 土鍾

長さ) 4
最大幅)1
弔径) 0

き玉】犬。 灰自色 密 良好

第 4表 家下遺跡 D区出土遺物観察表

曇磐1地き冒t 種別 器種 法量 (cml 形態 手法等 調整 色調 胎土 焼成 備考

L器棺 弥生土尋 甕
口径)20 夏合日縁。榎合部氷平方向に鋭く突出。口縁部目緑的、端部近 外)ノ ケヽ

内)ケ ズリ
にぶい責橙

lmfr以 下の

砂粒含む .
良好 答木

と器棺 弥生土番 審 口径)硝
榎合日縁。鷺子。畷部弓状に湾曲。榎合部斜め下方に突出す
日縁部外反し、端部を丸くおさめる。日縁内側の中ほどを1

さえて、段を形成 体上部に平行沈線15朱、その下に波状文

外)ナス アヽケ
内)ナデ、ケズ リ

登色 良好 冬末

と器棺
(墓境 I

土師器 密 口径) 17 貝合日縁。頸部逆Iヨ 」の軍状に湾出。榎合部水平ア
翫
「

卑‖ □縁篤lk府 |′ 鶴虹
「

平担面ケ七十十ム
外)ナデ (風化 の為不詳 ) 利 にぶい橙色

☆】湯昔膳御 良好 段化砂付着

L器棺 弥生土群 審

径
径
高

回
底
器

邑付部に重ね焼き痕を全面施釉。内面底 外)ナデ、八ケ
内)ナデ、ケズ リ

門 浅黄橙色
内)浅黄橙色～

黒褐色
良好 冬木

本部境に段。

104 L器棺 弥生土尋 奮 口径) 17
腹合日縁。薄乱 畷部逆「ヨ」の字代 複合部やや斜め下方に

'〈突出。日縁端部平j3気味ながら丸くおさめる。体上部にク,

快工具によるう条の平行沈緞 直下に同一工員による波状文2職

外)ナス 八ケ
内)ナデ、ケズ リ、指頭圧痕

炎黄色 良好 冬末

9 2層 弥生土器 士里 ヨ径)17 賃合日魏 複合部やや下方に突出。日縁部内傾し、端部でタ
豆.EH縁齢部平IB3A霞 部やや直立気民 体上部に消状支、

外

内
ナデ、八ケ
ナデ、ケズリ 完黄橙色

mm以 卜σ
ひ締含む

良好
写部瀬戸内系
g合口縁帝

4層 弥生土群 密 コ径)17 貝合日縁。水平方向ににlblく 突出。日縁部外憑
′ □縁綿部前(ハ 声ある_仏酪 卜半

「
湾】★す

ナデ、八ケ
こぶい橙色 嚇 含d ミ好 冬末

9 4層 弥生土静 奮 ヨ径)拇 (

帯部外側 に小さ 〈析れ るぃ
テ
デ

ナ
ナ

ノ(1戸

ケズリ 完黄橙色 ミ好 侭末

4層 弥生土群 甕 ヨ径) 22
複合口縁。日縁端部をおさえ、平坦気味。水
平方向に突出。顕部直下に平行沈線11条以上。
体部上半に平行沈線6条以上 (波状文か?).

デ
拳ア

‐

ナ
ナ
翌

外
内

(風化の為不詳)

ケズリ (風化の為4 外)にぶい黄橙
内)浅黄橙色

3mm以下の
砂粒含む。

貫好 R末

4層 弥生土群 甕 ヨ径)16( 賃合日縁。水平方向に突出。端部頂部角をなでて耳
旦気昧ながら丸〈おさめ、小さ〈外側につまみ出す

ア
拳ア

ナ

ナ
アヽケ、
ケズ 1

外,こふい種
肉ヽ 泌洛偽 微砂粒含帆 貫好

終禾
ホ面一部スス付着

11( 4層 弥生土器 密 日径) 15(
複合日縁。複合部小さく水平方向に突出。日

縁部の開き小さめ。日縁端部は頂部角をなで
て平坦気味ながら丸みをもたせ、小さ〈外折.

増 ナデ
勺)ナデ、ケズリ 浅黄橙色

lmm以 下の
砂粒含む。

ミ好 盛末

111 2層 弥生土器
0「 奮
市部ヽは径) 3 享みはあるが小さい平底。

ホ

内
太い八ケロ
ケズリ 浅黄橙色

lm以 卜C
抄約含む′

罠好

112 9 4層 弥生土器 低脚邪 口径)19 半球体形 の都部。 丸 く湾 曲 して立ち上 方 外 ミガキ 刊 にll tヽ 貢橙色
対 搭但 微砂粒含悦 良好

2層 土師器 底径)硝 却部。器肉厚子。筒部短 〈湾曲。
外
肉

テ
デ

ナ
ナ

′ヽt「

ケズ七 橙色 翻 粒含d 良好

第 5表 中小路遺跡 A区遺構出土遺物観察表
土
点

出
地 目色 種別 器種 法量 (cm) 形態 手法等 調整 色調 胎 土 焼 威 備考

114 須恵器 高台径)8 貼 り付け高台。高台部細 く、ほば直立。 鵞十回転ナデ 天色 踊兇台儀 良好
朴面 被 灰 (目

須恵器 一理
体下部。逆「八」字状。内湾気味。内外巨
に火ぶ くれあり。

外)

内)回転ナデ、指頭痕あり

凋,次色
台土)に ぶい貰獲色
mⅢ 膳両伸

朋 含帆 良好
外画被 灰 (自

然釉)
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毒状遺導 土師器 才B手 牛角状把手。 外)ナデ 明黄褐色
5mm以 下

罠好

SX02 称生土器 奮 ヨ径 )

単純日縁。日端部斜め上下にやや拡張。拓

長部に凹線状の平行沈線2条。体部にヘラ

伏工具による「ノ」 lRL)字状の連続列状文。

外)ナデ (ミ ガキの可能性あり)

内)ナデ、ケズリ、指頭痕あり
浅黄橙色

下

む
。５ｍｍ以鵬

ミ好
口縁下部～体
上部スス付着

SX02 弥生土器 奮 口径)15 貝合日縁。榎合部E角 状に題折。体部用球状。体土
杷「 ヘラ状T旦 にたる「ノI倫L)宰状の種翻 H犬支

外

肉
ナデ(ヨ ヨ)、 細い八ケロ(ナナス、タテ)

ナデ (ヨ コ)、 ケズリ
3mm以 下

ミ好 体部 スス付増

SX02 務生上番 警 日径) 15 夏合口儲 筏合部鋭く下向きに突出。日縁部に13条以上
D平行排紀 体上部にクシ状工具による連続押Бき鬼

外,

丙】十ギ ケズI

川 明貢褐色
内〕にパしヽ言簿仁

以

全

２ｍｍ
鵬 良好

SX02 弥生上群 甕 □径) 19
複合日縁。複合部は鋭く下向きに突出。日端部丸

くおさめる。日縁部に12条以上の幅がやや広い平
イ〒沈線本体上部にクシ状工具による連続押弓き文。

拳ア
拳ア

ナ

ナ

外

内 ケズリ
にぶい黄橙色

5mm以 下
砂粒含む。

良好

SX02 小生土番 奮 口径 ) 17
隻合日縁。複合部にぶく直角状に屈折。□編
4に 8条以上の平行沈線ハ体上部に平行沈線r

朴

「 橙 色
rm以 千

砂粒含む (

3mm以 下

良好

SX02 小生土母 広日壷
本部は扁球形。頸部 に網 い平行沈緑文。
言部

「

クシ引
'T旦「

止る種締切牢立^

米

角
八 ケ 、 ナ テ

ナデ 指菌痛あり、ケズリ
良好

SX02 土師器 高不 日径)Ы
大型品。14N下部緩やかに内湾して立ち上がる。中位カ

縁繋協】再替|:阿届と紀υ評編さ属践鰻:il埜評良
E 期ミガキ後所々指頭痕あり 下

む
て

以
含

輸
出 良好

SX04 小生土器 奮 口径) 24 隕部斜め上下に拡張。日縁部に2条の凹緑。日縁1

～体上部にヘラ状工具によるクサビ状の連続列状文(

琳
肉

ミガキ
ナデ 指函痛あり ケズリ格ナデ

ホ)浅黄橙色
勺)灰 白色

lmm以 下
か対合すヽ 良好

本下部 、 日翻

SX04 小生土群 奮 口径) 15
複合口縁。複合部ほぼ直角状に折れ、日縁部逆「八」字リ
に立ち上がる。端部丸くおさめる。日縁部平行沈線5環

一部ナデ消し。体上部ヘラ状工具による「ノJ字状列状文。

外)ナデ

内)ナ デ後指ナデ、指頭痕あり、
ケズリ

戻貢褐色
Ｔ
む
て

以
含

血
山 良好 ホ面スス付着

ホ生土群 底部 底径) 44 平底。底 体部境の稜はやや不明瞭。
ホ
Å

八ケ後ミガキ7、 ナデ、風化の為不詳
大しヽ八ケ格ナデ

ホ)灰黄褐色
対】鵡苦藩毎

lmm以 下
7歩対合お 良好 卜面スス付暦

SX04 小生土謡 lTN 日径)12
波状日縁か?波高は低く、間隔は長しヽ 体下部カ
ら逆「八」字状に開き、中程からやや内湾気味に肛

厚して立ち上がり、平坦画のある口縁部へ続く。

外)ナ デ?一 部ミガキ痕あり、属

化の為不詳
内)ケ ズ リ7風化の為不詳

下
む
ｔ‐ｍｍ以睡

良好
外面体下部ス
ス付着

土器溜り 4層 体生土器 一璽 日径) 15 鋤先状口縁。端部垂直面に沈線 1条。
米
肉

ミガキ後ナデ?(口 縁下方)

ヨコナデ
三ぶい黄橙色

iFm以 下 (

砂締合お 良靖

土器溜り 4層 小生土器 一塑 口径)25 胡顔形に開く日縁。端部斜め下方に拡張し、平
旧而ケ作る、口悌部斜面に「八 字状のタロ支

^

外

内
ナデ
ヨヨナデ

小,洩東稔E
勺)にぶい黄橙色蝦い

良好

130 土器溜り か生土器 一里 口径)27
朝顔形に開 く日縁。端部斜め下方に拡張
し、平坦面を作る。頸部に1条 の突帯。 E
端部平坦面に4条の凹線 (上下2条 は沈線拇 て

外

内
ナナメ八ケ後ナデ

風化の為不詳
ホ)に ぶい黄橙色
勺)灰黄褐色

mm以下σ
沙粒含むI

良好

土器溜 L 4層 亦生土器 一璽
口縁部は大きく朝顔状に外反。2条の貼りヽ
十サ牢帯(断面三角状〕̂突帯部に1条 の浅い溝

外

内
ミガキ、ナデ
ナデ、指頭痕あり

灰黄褐色
下

す―
＾

以
合

剛
肺 良好

土器溜| 祢生土群 一璽 ヨ径)32
大型壺。口縁部は高く、朝顔形に大きく開く。E

瑞部は内側に小さく折り込み、頂部は斜めの広t

面を作る。頸部に4条 以上の大い突帯を巡らす。

外

内
ナデ、指頭痕あ り
ナス 指頭痕あ り

こぶい橙色
4 ffm以 下
砂粒含む。

良好 CⅢ

4層 ぷ生土群 一空
助先状の日縁をもつ大型壷の体部。5条のメ
′碑 帯がぷり 突帯顧部によ凹線が加される

外

内 指頭検ナデ
灰黄褐色

mm以 下の
良好

L器溜! 3層 弥生土群 ヨ径)

(型壺。日縁部大きく外反。日端部斜め上下にあ
写し 浅〈〈ぼむ面を作る。体上部に条痕4条。

外 ナデー部 ミガキ こぶい黄橋色
下
れ

以
全

而
鵬 良好

L器溜! 1層 弥生土番
寺大の鋤先状日縁壼。 日縁の鍔状上向 団
詞F璃十る面ⅢI「 詰付 十浮すの痛蘇あり

^

71
ヨヨナデ

'卜

)橙色
ぬ)にぶい橙色

l mff以 下の
良 好

L器溜! 弥生土尋 r庫吉BⅢ
臣径) 16 大型品。底部平底。

外
内

細 tヽ 八ケ後所々ナデ後ミガキ
細い八ケ後ナデ

こぶ い貢橙色
以

合

揃

帥 良好

弥生土尋 甕 口径)19 コ端部嘴状に尖 り、外面は浅 くくぽまt 外

肉
八ケ後ナテ、 ナテ 本)に lhiい 黄橙色

対)灰 由負

下
む
。

以
含

揃
恥 良好 内外スス付着

67 弥生土尋 奮 口径)20と 興部弓状に淵出。日縁部逆りヽ」?状に大きく外反して開く
]鵠縄斜め肉担‖こ杭弔|′ r肉湾I′ 外側‖に平lB面を作る̂

一万
一ゲ

ナ

ナ 指頭痕 あ り
にぶい橙色

下
お

以
全

‐ｍｍ
閃 艮 好 句外スス付着

弥生土群 審 日径) 出 熙ξttf;塗 if:格を解 、ど与写♯曽留ゝ岳i尋く
夕I

カ 風化の為不明 にぶい黄橙色
lmm以 下

良好

弥生土帯 奮 日径) 22( 単純日縁。薄手。頸部はやや逆 IL」 7】 )

に屈曲。 日端部斜め上下に拡張。

テ

一
す

ケ

十
指鑽展 あ り 下

すヽ
・

以
合

輸
閃 良好

弥生土善 奮 口径) ‖ (

頸部「く」字状に屈曲。 日縁部短 く外反 し、
日端部は小さ く斜め上下に拡張 して外側
に平坦面を作る。日縁部2条程度の凹線文 ?

外)風化の為不明
内)ナ デ、ケズ リ

朴)に ぶい黄橙色
勺)浅黄橙色

下
む
。，ｍｍ以唯

良好

67 弥生土尋 奮 口径) 栂 悼純口縁。口端部斜め上下に拡張して内損させ、外側に平J

蜀を作る.体上部にヘラ状工具による「ノJ字状の連続列状文
外
肉

ナテ
ナデ?ケズリ?回 イヒの漁不詳

朴)に ぶい黄橙色
角ゝ 鵡苦膳御

下

転

祀
唯 良好

土器溜り 4層 弥生土曇 奮 口径 ) 1'

単純口縁。 日端部斜め上下に拡張。拡張

部に凹線状の平行沈線が2条 以上。頸部ヽ

体上部にクシ状工具による連続押弓|き文。

外)ナ デ

内)ナ デ、ケズ リ、指頭痕あり

下

む
。ｍ以胎

躙
水ソ

良好

土器溜り 4層 小生土耳 密 口径)12
勇部弓状。日縁部短〈逆「八」字状。口縁部やギ

把厚し、平坦面。体上部ゆるい段状に屈曲後E
,.体上部にヘラ状工具による連続列状文.

外)ナ デ、風化の為不詳

内)ナ デ、ケズ リ
曳黄橙色

3mm以 下
砂粒含む。

良好

土器溜り 4層 小生土辞 奮 日径 )
17

口端部斜め平坦。体上「ナデ肩」状。 E
艘 喜RI「 ,峯お 凹 緯 寸

外
内

ナデ、八ケ、ナデ
ナデ、指頭痕あり、ナデ

門 炊自色
肉Ⅲ注苦椿色 ｍ以鯖

涌

砂 良好 スス付着

土器溜り b生土尋 奮 日径 )
挙純 口縁。 日端部平坦面。扁球状の体部
嗜喜КI=芭締葡牽す _

外 ナテー部ミ刀キ、風イヒの為 4ヽ詳 外)浅黄掻色
肉Ⅲ匝白毎

Imm以 下
沙粒含む.

良好 本面スス付着

147 土器溜り 4層 小生土暑 奮 口径) 20

頸部「く」字状に屈曲し、日縁部短く逆「ザヽ」字状に大せ

く開く。日端部斜め上下に拡張。体上部ナデ肩状に属
き内湾して下鴎 日縁拡張部に凹線状の平行沈線2条

体上部にヘラ状■具による逆「ノ1字状の列状文。

外)ミ ガキ、風化の為不詳

内)ケ ズ リ、風化の為不詳
麦黄橙色

下

む
。ｍ以胎

４ｍ
砂 良好 本面スス付着

148 上器溜り 小生土蕃 奮 口径) 釧
頸部「く」字状に屈曲。日端部内傾して斜め上耳
に拡張し、外側に平坦面を作る。国縁部に3条 9

凹線文。体上部にヘラ状工具による連続列状文

外)ナデ

内)ナデ、ケズリ
'風

化の為不譜
浅黄橙色

下
儀

以
含

輸
蜘 良好 71面 スス付着

L器沼り 祢生土器 奮 口径)硝
口端部内傾 して斜め上下に拡張 し、外根よに

面を作る。 日縁部に3条の凹線文。頸部下
にヘラ】犬工具による「ノ 1字状連続列状文。

外)ナデ
内)ナデ?ケ ズ リ?風化の為不詳、

指頭痕あり

ホ)にぶい黄橙色
勺)灰白色

下

む
。

以

含
ｍ
粒

蒟
沙 艮 好

本部外面スス

寸着

L器溜り 体生土器 奮 口径)28
口端部内傾 して斜め上下に拡張 し、外側に

平坦面を作る。日縁部に7条の沈線文。辱

～体上部にクシ状工具による連続押引き文。

外)ナデ

内)八 ケ後ナデ、指頭痕 あ り、
ケズ リ?

外)に ぶい黄橙色
内)浅黄橙色

31fm以 下
砂粒含む。

良好

L器溜り 4層 ホ生土器 奮 ヨ径)14 頃合日縁。根合部に示く下何きで、日縁部はほほ目豆。[

尿剤V行)緯 3秦 仏卜剤へうllT目 による「ノI享状卵状支
外)

耐 ナデ、ケズリ、指頭痕あり
にぶい黄橙色

下
れ

以
含

摘
晰 良好

'卜

面スス付着

L器溜り 4層 か生土器 奮 ヨ径)22
日縁部は小さく上下に拡張。日縁部に凹線状のヨ
行流線支3条 .肩部にクシ状工貝による連続列突文

ナデ、指頭FRあ り
肉Ⅲケズ 〕 にぶい橙色

下
ヽ

以
会

輸
肘 良好

L器溜り 亦生土群 奮 ヨ径) 16 複合日縁。複合部は鈍くやや下方に哭出。 E

絆部笥(ハ去おム_□縁糊
「

10条の平行沈線 ズケ
テ
（ア

ナ
ナ

外
肉

下
沿

以
今

獅
鵬 良好

L器沼! 4層 祢生土番 甕 ヨ径) 16 複合日縁。複合部は丸みをもつ。 国縁司
に10条の平行流績 ^

デ
デ

ナ

ナ

外

内 ケズリ、指頭痕あり
木)に ′

「
い貢橙色 イ

お
以
全

輸
肘 良好 夏合部スス付着

L器溜| 弥生土群 奮 ヨ径)中 貫合日継 複合部は鈍く丸味をもつ。口端部丸くおさめる
]縁部に,英の平行沈縁 体上部に3条以上の平行沈線

外

蘭
ナ デ

浅黄橙色
21「m以 下
秒対 会 よヽ 良好

L器溜 I ム生土番 甕 ヨ径) 帽
昆合日縁。複合部は艶くE角 】売 口端部丸くおさめる 外)ナデ、細い八ケロ、指頭痕あり

肉)ナデ ケズリ後ナデ 指頭痕あり
門 灰貢色
対 苦 匠毎

下
お

以
今

揃
鵬 良 好 スス付着
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L器溜り 4層 み生土器 審 口径) 18
見合日縁。日縁部に13条以上の平行沈線文。複合�
k平方向ににぶく突出。体上部にクシ状工具による
こ続押引き文、直下にクン状工具による連続列突文。

外)ナ デ (ヨ コ)、 八ケ (ナ ナメ)

後ナデ
内)ナ デ、ケズ リ0)

浅黄橙色
下
帆

以

含
ｍ
粒

３ｍ
砂 見好

L器溜り4層 /」 生土器 審 口径) 19 夏合曰縁。榎合部はにぶく下同きに哭出。日端剤
蛇くおさめる。国縁部に15条以上の浅い平行沈線

`

外)ナ デ
内)ナ デ、ケズリ

外)に ぶい黄橙色
丙 涛ヽ苦膳魯

下
お

以
会

３ｍｍ
鵬 良好

L器溜り4層 か生土器 審 口径) 欄 買合 口縁。 複合部 は鋭 く下向きに突 出。
コ立常宮Бやや服厚 ^ 鶯1挙峯l再恭も省そ冨諷、ぢ浅黄橙色

下
お

以
合

飾
鵬 良 好

L器溜L 4層 小生土器 ザ巨部 巨径) 3 」ヽ型品。底吾悟上ほ。シボ リ状に浅 くく旧
It廿 る^

外)ナ デ、 ナデ

内)ケ ズ リ、指頭痕 あ り (底面 )

増 にぶい黄橙色
力Ⅲ
「

ぶ 苦ヽ搭缶
下

お

以

合
ｍ
対

‐ｍ
砂 良好 スス付看

L器溜L 3層 ホ生土基 底 部 葺径) 5 匿部僅かに上底。シボ リ杖に浅 くくほ¢
る̂

外)ナ デ
内)ケ ズ リ、指頭痕あ り (底面 )

にぶい黄格色
下

お
以
合

，ｍｍ
問 良好

壺面付近スス
寸着

L器溜り3層 小生土器 底 部 巨径 ) 5 巨部僅 かに上底。 シボ リ状 に くぽませ る。
外)八 ケ後 ナデ、
内)ナ デ、指頭痕 あ り

下
お

以
会

揃
鵬 良好 巨部スス付着

L器溜L 3層 ホ生土器 底 部 巨径 ) 5 臣部上底。 シボ リ状 に浅 〈くぽませ る。
外)八 ケ後ナデ、
内)ケズ リ、指頭痕あ り (底面)

にぶい黄橙色
下

お

以

会
ｍ
対

茄

か 良好 スス付 盾

L器溜I な生土器 奮
r陣獣、 葺径) 6

臣部は上底。底 体部境の稜は明瞭。
ベリ状に浅 〈〈ぽませる。

外)八 ケ、すデ
内)ナ デ

にぶい黄橙色

！ｍｍ以下囀一！ｍｍ以下い

良好 ホ面スス付着

L器溜! 小生土器 警
醐

巨径 ) 6
三部わすかに上属。属 体部勇の機は明脆 シボリ状に
,〈 〈ド芙■るム鷹∬「同軒糸切り状の同ィ沐日増輌ふり

外)八 ケ後ナデ、ナデ
内)ナ デ、指頭痕あり

天黄捐色 良好
本上部、 内狽
こスス付着

L器溜t 2層 弥生土器 底部 巨径) G 三部平底。シボ リ状に浅 くくぽませる。
外 ) 八ケ後ナデ、ナデ後指頭堰

あ り、回転ナデ後ナデ
ケズ リ、指頭痕あ り (底面〕内 )

71)黄褐色
勺)灰黄色

‐nm以 下
少粒含む。

良好 スス付着

L器溜| 弥生土器 底部 巨径) Ю 外)ナデ、ナデ後指頭痕あり
内Ⅲケズリ終ナデ 指顧痛あリ イ廣面｀完黄橙色

hm以 下
砂粁合お _

良好

ヒ器溜 | 弥生土籠 審
醐

巨径) 7 「八」字状に開 く高めの高台。
外)八 ケ後ナデ、 一部 ミガキ、

ナデ、指頭痕あり
内)ケ ズ リ、指頭痕あり (底部 )

小)浅黄橙色
勺)褐灰色

2mm以 下
砂粒含む。

艮 好 スス付着

4層 弥生土尋 底 部
=径

) 7 底部上底。
タト)ナ デ、指頭痕あ り
内)ケ ズ リ

党黄橙色
3mm以 下
砂対 合 お 良好

体下 ～底部ス
ス付着

弥生土暑 奮
購

査径) 6 底部平底。
外)ナ デ、ナデ
内)ナ デ、指すデ

卜)灰黄褐色
勺)に ぶい黄精負

3mm以 下
秒 対 会 よヽ 良 好 スス付着

4層 弥生土尋 底 部 底径) Ю 巨部平底。
外)ミ ガキ
内)ケズ リ

浅黄橙色
黒楊色

下
お

以
合

ｍ
対

‐ｍ
秒 良好 スス付着

172 上器溜 ! 弥生土彗
奮

r蒔喜区ゝ 底径) 4 巨部はほほ半医。属 体部境の稜は明腸
で、シボ リ状にくばめる。

タト,八ケ後ナデ?風化の為不詳、ナデ
内)太 い八ケ、底部付近指ナデ

にぶい黄橙色
下

お
以
今

揃
鵬 良好 内外 スス付着

173 上器溜 ! 4層 弥生土彗 底詈Б 底径) 4 巨部上底。 体部下 はほほ直立 して立 ち上 外)ナ デ、ナデ、指頭痕あ り
内)ナ デ、指頭痕あり

嗜灰黄色 良好

4層 祢生上毒 底 部 底径) 4 平底。
外)八 ケ後 ナデ

内)八 ケ
にぶしヽ黄橙色

Ｔ
お

以

全
をｍｍ
閃 良好 スス付 看

L器溜I 4層 弥生土群 底 部 蚕径) 3 ゆるい丸底状の平底。
外)八 ケ後 ところどころナデ
内)ケ ズ リ

外)灰 自色
肉 里ヽ洛 tl

下
お

以
全

！ｍｍ
鵬 良好 壼音馬スス付着

L器溜t 4層 弥生土番 高 lTN
不部逆り 」ヽ7状に大きく開き、脚部は4
きく開く。

外)ナ デ?

却 ケズ リ、指頭痩あり
喪黄橙色

下

お

以

全
ｍ
対

・Ｄｍ
鵬 良好

177 L器溜I 称生土番 高 不

径
径
高

口
底
器

不部 脚部境は「 く」字状に屈曲。 キ

デ

ガ
ナ
随

キ

一

ガ
デ

ミ
ナ
リ

外
内 指頭痕あ 三ぶい黄橙色

3mm以 下
砂粒含む。

良好

70 L器溜 I 4層 小生土器 痢 日径 )

外傾 しながら立ち上が り丸 くおさめる。
下音Б肥厚ハ

外)ナデ、指頭痕あり
肉〕ナデ 指雨痛あり

4,伺 娯p_

陰)に ぶい黄橙色

2rlm以 下
砂粒含む。

ミ好 スス付着

70 L器溜 I 4層 小生土器 ヨ径 ) 23
複合日縁か?複合部鋭く下向きに突出。回縁剖
直立し 口端部やや肥EBI気味で平lB面在作る

アヽ

す^

ナ

ナ

外

肉
ミガキ (頂言0 外)に ぶい貢橙色

内)にぶい褐色

下
む
。

以
含

２ｍｍ
曲 ミ好

L器溜L 石 器 砥 石

長
幅
厚
色

大
大
大
量

ヨ豪
ヨ霰
ヨ豪
〓皇

5面使用。綱かい線条痕多数あり

70 L器溜り4層 上師器 ? 奮 日径)袴 日端部嘴状。
デ

〔ア

ナ

ナ

外

肉 ケズ|

琳)褐灰色
内)灰褐色

下
れ

以
合

２ｍｍ
鵬 良好 スス付着

70 L器溜 I 4層 土自印器 奮 口径)硝 薄手。頸部は弓状に屈曲。
夕|)タ テ八ケ 7

内)ナデ ?、 ケズリ、指頭痕あり
どmm以 下
/1/対合お _

良好

70 L器溜 I 4層 土師器
高不
イFI]喜耐 底径) 124 筒部「八」字状に開 く。さらに大き く開 く

裾部^裾端部斜めに平士日面左作る^

外

肉
八ケ、ナデ?風化の為不詳
ナデ?国 イヒの為不詳 にぶい橙色

)mm 以  ト
秒約合お_

良好

70 L器溜七 4層 土師器 増 日径)10 体下部 は内湾 し後ほぽ直立。 国端部やや 外

内
八ケ後ナテ
ナデ、指頭痕あ り

曳黄橙色
hm以 下
砂対合すヽ _

良好 スス付着

70 L器溜 t 4層 土師器 鉢 ?
体部大きく湾曲。日端部内側で斜め上下
に拡穏し、 内湾するハ

テ
デ

ナ
ナ

外
内

ナテ後ミガキ
ナデ後ミガキ

にぶい黄橙色
lmm以 下C
砂締合お _

良好

第 6表 中小路遺跡 A区遺構外出土遺物観察表
土
点

出
地 冒色 種 別 器種 法量(cn 形態 手法等 調 整 色 調 胎土 焼成 偏 考

A6区 4層 縄文土器 深 鉢
口端部狭 い平坦面。 日縁直下刻み目を旋
す突帯あり。

外)ナ デ、風化
内)ナデ (板状工具)指頭痕あり

こぶい黄橙色
〕mm以下C
沙粒含む4

良好
口縁付近 スス
付 着

A10区 4層 弥生土尋 鉢 ? 口径) 22
本部逆 八」字状に開きながら立ち上がり、日
尿部でさらに大きく開く。日端部小さく斜め
と下に拡張.回端拡張部5条の平行沈線文ハ

外)体部ナデ ヨコ八ケ ミガキ ?

指頭痕あ り
内)口 縁部ナデ

鷺橙色
3rrn以下の
砂粒含む。

良 好

A40区 4層 弥生土器 台付鉢 壼径) 10
本台部境は大きく湾曲。体部逆「八J字状に開きな
らゞ立ち上がる。合部なだらかに「八J字状に開き、

唇端部斜め上下に拡張。裾拡張部に1条 の凹線文。

タト)ナナヌ タテ八ケ後ナデ
内)不部ナナメ八ケ後ナデ寸旨野

痕あ り、台部ケズリ ナデ
喪貢橙色

)mm以 下の
沙粒含む。

良好

A8区 4層 な生土器 鉢 27口径)

貫合口縁。複合部斜め下方に鋭く突出。日縁部直立状態。日
部ヽ丸くおさめる。顕部弓状に屈曲し、体部は小さ〈膨らむ。

]縁部に大いG条の平行沈線鬼 体上部「ノI字状の連続剣突文A

外)頸部ヨコナデ
内)口 縁部 ヨコナデ、体部ケズ

リ

夕→にぶい
黄橙色

内)灰白色

71 A6区 4層 小生土器 | 婉

ヨ径) 10(
自径) 4C
裾高) 81

蛋部平底状。底 体部境の稜 は丸みをも
ち不明瞭。体部やや内湾気味に立ち上が
り、口端部丸 くおさめる。体上部段状に
継ぎ目を残す。

ヨコ ナナメナデ、体上部ヨ
コナデサ旨頭痕あり
体部ナデ す旨ナデ■旨頭痕あ
り、底部ナデ 指頭痕あり

内)

lmm以 下C
砂粒含む。

良好 毛形

71 A9区 4層 小生土器 i 坪 巨径) 2
大型の野。底部は平底。底 体部境は緩い稜をなす。
体～口縁部へは内湾して移行。端部欠失。底部内面旧
ナデ寄せの粘上の膨らみで凸凹する。粗雑なつくり。

外)(八 ケ後 ?)ミ ガキ ?風化ω
為不詳

内)指頭様ナデ (粗雑)

外)に ぶい橙色
内)灰 白色

3mm以 下の
砂粒含む。

ρや不良

A8区 4層 小生土器 郵 ?

径
径
高

貞部平底。底 体部境の稜は不明瞭。 E
瑞部丸 くおさめる。

外)タ テ ナナメ八ケ後ナデ
内)ケズ リ、指頭痕あり

完黄橙色
3mm以下の
砂粒含む。

ミ好

All区 2層 弥生土群 不?底剖 巨部丸底。
タト)ナ デ 7、 ミガキ、風化気味
珊 ミガキ、指頭痕あり

灰白色 瞬贈
２ｍ
砂 良好 スス付着

All区 弥生土器 : 郷

口径) 11
底径) 3
器高) 7

底部丸底 に近 い平底。底部から内湾 して
立ち上が り、逆「八」字状に短 く開き、丸
〈おさめる日端部へ続 く。 日縁部指頭様
の抑えで波状を呈す。

外)

内 )

口縁部指頭痕 あ り、体部ナ
ナメ八ケ後ナナメナデ
ロ縁部ナデ■旨頭痕あり、体
部ナナメ指ナデ 才旨頭痕あり

にぶい黄橙色
2mm以 下C
砂粒含む。

良好 外面スス付着
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71 A10区 2層 弥生土器 氏脚 lTN

径
径
高

ヨ
一氏
器

17N部 は逆「八」字状に立ち上が り、 日端部
で丸 〈おさめる。脚部は短 く「八」字状 に

大き く開き、端部丸 〈おさめる。

外 ) 不部 ミガキ ナナメ八ケ ナ

六 脚部 ヨコナデ ミガキ
日端部付近ヨヨ ナナメナデ ー部ミ
ガキ 指頭痕あり、郷中部ナナメザヽ

ケ、郵下部ミガキ 指ナデ、脚部ヨ
コナデ ,ヨ コAケ 削天丼部指ナテ

内 ) 完貢橙色
mm以下C
少粒含む。

良好

71 A8区 2層 弥生土器
不
部

高
伽

亘径) 11 奇部 は弓状に緩やかに湾曲 して「八」字耕
こ大きく開き、丸 くおさめる端部へ続 く。

外) 脚部ミガキ 指顕痕あり、裾豫
ナナメ八ケ後ナナメ ヨヨナデ
ナナスケズリ終ナデ 指函痘あり肉Ⅲ

天白色
〕mm以下C
少粒含む。

良好

71 A7区 4層 小生土器 岐形器士
守部やや外反。合部はり 」ヽ7状 に大きく開きなた 瑚 筒部八ケ

丙Ⅲ筒猛ナギ 裾部ケズリ?凰イヒの為不詳
麦黄橙色

!ffm以 ト
良好

勺面筒 部 ス ヌ

71 Aア 区 4層 小生土器 器 台
却上部なだらかに大き く開き後斜め下に

aく 屈折 し、「八」字状に開きながら下降。

外)上部ナテ、下目
`ヨ

ヨ ナナメナラ

内)上部ナナメ八ケ ナデ 指野
fE~あ り、下部ナデ

浅貢橙色
hm以下C
少粒含む。

良好

71 A8区 2層 小生土器i ま形器と 臣径) ' 全部 八」字状 に開きなが ら下降。 日端剖 外,すナメ八ケ後ヨコナア
ハ)ケズリ終ナデ ?風化の為不畠 にぶい黄橙色

3mm以 下 C
艮 好

A9区 2層 ホ生土器 甕 ヨ径)18
頂部 Iく 」写状 に屈曲。 日端部小 さ く斜 ¢

上下 に拡張。 口縁部 3条 の平行 沈線文。
ム
「

部ヘ ラT旦 による湮綿 馴1状支 ^

外)顎部 ヨヨナテ

内)回縁部ヨヨナデ 指頭痕あり、
体上部ナナメケズ リ

lmm以 下の

沙粒含む。
良好

A6区 2層 か生土器 奮 ヨ径)“
短く外反する日端部。日端部を斜の上方にぢ

き出す。 日縁部2条以上の平行状線文。体苺
卜蝋々●フ蛉TE「 !ス「 ノIウ叶の種鰤 日十す

胎;学争t藉騒渡劉;]夢ズリ炎黄色
ITrn以下の
沙粒含む。

良好
回縁付近スス

付着

A9区 1層 弥生上器 奮 口径) 栂
聴 部短く、日端部上万に柩張してと自白を作り、

袋り気味におさめる。畷部「く」字状に屈曲。日縁罰
(目 の平行沈績支3案 .体上部に半見】犬の連続刺突文4

外)風化の為不詳
内)体部ナナメケズ リ

にぶい責橙色
2mm以 下の

砂粒含む。
やや不艮

4層 弥生土群 奮 口径)20

限0口 豚孤口露。複言狐mに イゝヽ 1則て。瑣耐Iヽ」子状に‖

也。日端部やや肥厚して丸くおさめる。体上部「八」字状に日
き後内湾しながら緩〈膨らみつつ下降。日縁部7条以上の平

外)口 縁部ナデ、体部タテ ナナ

ヌ八ケ後ナデ

内)口 縁部ヨコナデ 指頭痕あり、
体部ナナメケズリ

冶土)浅黄橙色
2mm以 下の

砂粒含む。
良好

内外スス付落
い面厚く付a

204 A9区 1層 弥生土器 審 □径)13
隻合口縁。日縁部外反。国端部肥厚気味におさ

ウる。複合部突出せず丸味をもつて鈍角状に屈
外,頸部ヨコナテ
内)口縁部ヨコナデ 指頭様ナデ

体部タテケズリ

2mm以 下の

砂粒含む。
良 好

A12区 4層 小生土器 甕 口径) 竹

安合口縁。榎合部にlsNく やや横同き。頸

挙は大き く湾曲。 日端部に平坦面。 日縁

郵3条以上の平行沈線文。 体部 クシ状工

外)頸部 ヨヨナテ、体部ミ刀千

内)日縁部ヨヨ ナナメナデ すすメ

指すデ 指頭痕あり、体部すナ
にぶい黄橙色

Imm以下の

少粒含む。
艮好

蜘
雑

及
ス

面
部

外
体

4層 小生土群 奮

口御  164
底径) 40
器高)176

優合口縁。根合部丸くやや鋭く目角状に屈)。 甥

部「く」字状に屈曲。日端部丸くおさめる。体部肥

大きく内湾して下降。底部平底で、底 体部境にお
いシボリ痕みられる、日縁部3条以上の平行沈線克

外)体部ナデ ?

内)口 縁部ナデ、体部ナナメケ

ズ リ

,mm以 下の

沙粒含む。
ミ好 外面スス付着

A4区 4層 小生上群 奮 日径) 15

見合□縁。複合部は鋭く斜め下向きに突出。顕部|く 」等

犬に屈曲し、日縁部逆「八J「字状に立ち上がる。複合中剖
C逆「〈」字状こ屈曲(閣傾)し、日端部丸くおさめる。E

外 ) 口縁郡ヨヨナデ (条展残る)、

体部 ヨコナデ
ロ縁部ヨヨナデ指頭●Rあ り、頸部ミガキ
カ? 仏部ナナスケえり稚ナデorミ ガ辛

内 )

3rrr以下の
砂粒含む。

ミ好 内外スス付着

20〔 72 A7区 4層 小生土器 甕
邸

底径) 3
高合部はり 」ヽ

~f状
に大き く短 く開き、端

部は丸 くおさめる。体部は外反 しながら

外
内

ナナメナテ 指頸狼あり
ナナメナデ 指頭痕あり、高
台内ケズ リ ナデ

胎土)にぶい

黄橙ε

2mfr以下の
砂粒含 0。

ミ好 内外スス付着

72 A10区 4層 ム生土器 甕
舘

底径)Ю
台部は1八」写状に大き く開き、端部はに

ぶい嘴状を呈す。体部逆「八」字状 に開き
外,体～台部租いケナメ八ケ後ナア

内)体部ナデ す旨頭痕あり、台部
十■ 文十ギ 指繭痛あ つ

浅黄橙色
3mm以 下の

砂粒含む。
ミ好

A8区 3層 ホ生土群 奮
イ席其RⅢ

度径) 9 蜃部 上底状。 厘 体部境 の稜 ま明原。 済
いシボ J痛あ り^虞都 回転糸切 り状痛 ^

朴,ザ ケヽ、ナア、ほ部八ケケア者隕沢のリ
大ヽ 十いち古商のAケ 庫面「指藉痛あ嘲

2mm以 下 C
ミ好

スス付着 ^

211 73 A10区 2層 称生土群 ヨ径) 23

朝顔形の国縁部。日縁部は大きく外反。日端部は斜の上 |

に小さく拡張し、外側に斜めの平坦面を作る。国端拡儲

「
つ客nェ布m盗寸 n湯下蔀r種第輌空す海功ムlr牽常

米)口 縁部ナナメ八ケ後ナデ、
一部 ミガキ 7 浅黄橙色

4mm以下の
砂粒含む。

ミ好

A10区 み生土群 一璽 ヨ径 ) 23
馬許状に開 く日縁。日端部ほ辞の 卜万に小さく石E

“

1 飩ハnttta面 歩たス ロj宰 瓢
「

4峯nW紳寸

III)ナ ナヌ八 ケ後ナデ
にぶ い貢橙色 砂粒含む。 ミ好

A9区 な生土群 一霊 ヨ径)34
大型壺。朝顔形に外反 して開 〈口縁。 国

端部肥厚 拡張 して中央が少 し窪む斜め
の面を作る。

外 ) 口端部ヨヨナデ、日縁～頸郡
ミガキ後板状工具によるナデ
ロ縁部 ヨコナデ、頸部ナナ
望 ョ¬ミず■終十ギか ,

内 )

外)にぶい褐色
内)にぶい

黄橙色

2mm以下の
砂粒含む。

ミ好

A6区 2層 弥生土番 日径)23 頃部弓状にゆる〈湾曲。口端部逆IL」 写
犬に屈曲しほぽ直立ハ

琳)夫↓りヽケ、すテ、指鎮反あり、剛ヒ気明
浅黄橙色

争TIn以 ドQ
砂粒含む.

良好

弥生土群 口径) 13
望日壺。畷部はゆるく|く 」字‖犬(斜め,こ屈曲。E

象部やや内湾しながら立ち上がり、日端部わずカ
外)口 縁部 ヨコ八ケ後ナテ

叫軍靴概f鞠去脇〒浅黄橙色
3m以下の

砂粒含む。
良好

A9区 2層 弥生土尋 一璽 口径) |
隻合回縁。複合部直角状に屈折。 日縁H
ま外反気味に小さ く外傾。頸部はゆる く

外)頸部 ヨコナテ

内)口 縁部 ヨコナデ ?複合部井
爾穣ナデ、頸部ヨコナデ

ぶい責橙色
lm以下の

砂粒含む。
やや不
良

217 弥生土尋 一亜 口径)栂
日縁。複合部太 く水平方同に哭出。日権
F今は 日催とRn十八′卜大 r,F In山 |ギ ス

テ

一
ア

ナ

ナ

外

肉
顎部 IHIい 指眼禄ナア 小)灰黄褐色

洵Ⅲ阪苦御 棚 粒含d 良好 代本式

Al区 4層 石 器

最大長)1仲
最大幅)8(
最大厚)2`

基部欠損。片面に自然面残 る。片面に組
や磨耗か ?

か P

A41区 土師器 審 回径)19
口縁部逆 り 」ヽ7状に開 く。 日端部 内側 に
′氏☆ r ⅢFr n→ 入オヽ  輻獣  「 r r2】 +1戸 騨十F

用 八ケ r風イしの為コヽfrF

大ゝ噸部 1以 下ケブ ,,ロイレの漁不討 完黄橙色 鵬 む(
やや不艮 τ留甕系

A7区 4層 土師器 奮 口径) 18
常純日縁。頸部|く 」7状に屈臼。日縁部辺り」ヽ写

犬に大きく開く。日端部小さく丸くおさめる。日

「部「八 宰状に開吉Aがらやや肉湾気味に下降.

外)国 縁部ヨヨナデ、体部ナナメヨヨザヽケ

内)景祭ゴFF筑下芝重盈騒9イ 腱総曳黄橙色
怖m以 下C
ひ粒含む。

良好 ヤ留甕系

All区 土師器 奮 口径)'
単純日縁。薄手。頸部「〈」字状に屈曲。
日端部丸味をもつ。

外)日 縁部ヨヨナデ 指頭FRあ り、日
部すナメ八ケ 上方は指頭様ナテ

内)晟掃
=震
薫早早女Fガ房娠

こぶい黄橙色
hm以下C
少粒含む。

良好 石留審系

All区 土師器 奮 口径)20
阜純口縁。顎部 く」子封天に屈田。日縁部辺
八」字状に開きながら立ち上がり、日端部メ
ζハ六めム 砥郎J「去(肉湾 |′ 倉がら下隆_

外) 日縁部八ケエ具によるヨヨナテ、

体部ナナメ八ケ ナデ ミガキ
□縁絡ヨコすデ 体害[ケ ズリ丙Ⅲ

mm以下の

少粒含む。
良好 石留奮系

All区 土自扁器
甕

(増 ?)
ヨ径)“ 単純口縁。底部丸底。頸部「く」字状に層

折。 日端部丸 〈おさめる。体部扁球形。

ぢみ卜) 日縁部八ケ後ヨヨナテ 指蹟涙
あり、体部ナナメ八ケ後ナデ
ロ縁部ヨコ八ケ後ヨコナデ、
体部ナデ 指頭痕あり

内 )

二ぶい橙色 良好

A6区 2層 土師器 奮
解

ヨ径) 11 単純 口縁。 頸部 Iく 」7状に屈 曲。 口端司 外,日縁部ナテイ杯部ナナメ八ケナァ
� 口縁喜К十ギフ仏吉Rケ デ 〕 完黄橙色

!mm以 ドll

良好 本面スス付着

All区 土師器
奮

(増 7)
ヨ径)14

単純日縁。頸部「 く」字状に屈曲。 日縁剖
大き く外反 し、日端部小さ く丸 くおさ立

る。体部扁球状を呈す。丸底となるも¢

か ?入念なつ くり。

タト) 日縁部ヨヨナテ後一部ミカキ 指骸

痕あり、体上部ヨヨナデ、体部ナ

ナメ八ケ後ナナスすデ 指頭痕あり
日縁部ヨヨナデ指頭痕あり、体部(ケ

ダ ,格 7Ⅲ ¬¬十ナ大ナギ.指騒積涜け
内 )

月黄褐色
lm以下C
少粒含む。

良好
ホ面体部ス房
寸着

4層 土師器 7
奮

(姑 7)

単純 日縁。頸部 Iく 」写状 に屈曲 し、 口罷

習策塁兇マ擦蜃聞言Fぼ晶子昇著ぞ品諸
tッ なが ら下降 し、体中位で最大径。

外 ) 口縁部 ヨコナデ、体部ナナ
メ八ケ後ナデ ー部ミガキ
日縁部すナスAケ 指頭痕あり、体内)

三ぶ い貢橙色
im以下¢

砂粒含む。
良好 木面スス付着

-125-



A7区 4層 土師器 コ径) 10 単純 口縁。 国縁部小 さ く外 lll。 頸部緩 く
弓状

「
席曲^体部 ノヽ 声 (膨らお _

外)日頸部ナデ、体部風化の為不詳
内)口 頸部ナデ、体部ケズリ

戻白色
mm以下の
か対含 ナヽ やや不良

A41区 〕0層 土師器 警
壕

径

高
単純日縁。底部丸底。頸部弓状に湾曲。
口端部小さく丸 くおさめる。体部扁球形。

日縁部ヨヨ ナナスナデ 指頭項
あり、体部細いナナス八ケ後ナデ
国縁部ヨヨナデ■旨頭痕あり、
体部指ナデ、底面に指頭痕あり

内 )

ホ)にぶい

黄橙t
勺)明黄褐色

lrrm以下の
ひ粒含む。

良好 完形

A6区 2層 土自扁器
高14N

(鉢部〕 ヨ径)22
14N司

`は
逆 八」7状 に大 き く開 ざなが ら豆 外)ミ カキ

肉)ナナ ス八ケ終 さガキ
こぶしヽ黄橙色

Ｃ

ヽ叫嗚
少粒含む。
hm以下C

良好

A3区 2層 上師器 ?
高ITN

`RId部

Ⅲ
三径) 8 不底部円盤充境 筒部り(」 7状に開きながら下降し、

きらに大きく開いて丸くおさめる裾端部へ続〈.

外)ミ ガキ
内)ナ ナメ八ケ後ナデ 指頭痕あり

災白色 良好
内面裾部 スス
¶善

フ4 A7区 4層 土師器 ?
高■4N
(脚音耐

筒部「八」字状に開きながら下降。
外,ミ ガキ ?風化の為不詳
肉ヽォブ  ,国 ルぉ込不斗 莞黄橙色 良好

A3区 2層 須恵器 蓋郵蓋
日径)愕 0

器高) 41
天丼部平坦で、体部は緩 く内湾 して下降。
日縁部やや内向き。口端部内側を押さえ、
ノミ刃状に仕上げるぃ

クト)天丼部ヘラケズリ(ヘラ起し)、 体部強い[

転ヨョナデ (器面凹凸)、 口縁部ヨヨナデ
内)回転 ヨョナデ

天白色 翻 粒含帆 良好

A9区 2層 須恵器 蓋ITN身 口径) 13 巨部より受部へは内湾。体部 受部の境は段状をな
郎回転ナデ 灰色

lmm以下 C
hlj対 会 お 良好

A41区 2層 須恵器 提瓶
t子 1」 ご (環拡すじ手、 人 JR,。 1^剖jよ必 1パ

で、嘉 は平坦面 を持 つ^_

外)カ キ ロ
� 力 ■ 日 各 十 ギ 灰 色

〕mm以下σ
良好 勺外体上部被灰

A3区 4層 金属器 刀 宣刀芦。

75 A12区 2層 須恵器 蓋

口径, 12(
つまみ勾 6(

器言Ⅲ  3(

輪状つまみ。天丼部は広 く平坦。輪状つまみ
D径 は大きめ。体部への移行部は強 く屈曲。
コ齢付析でやや外反 t′  □齢部は階】★に下華 ^

織1回
転ナデ 天色 獅瞬立含d 艮 好 毛形

A10区 1層 須恵器 14N蓋

口径)'(
つまみ働 6(

器高) 3(

畳の大きい輪状つまみ。天丼部平坦。天丼 コ
弔移行部は丸味をもちながら急角度で下降。
コ縁部付断で小さ〈外反.日端部暗状に下華

フト,回転ナデ

'回
転ナデ、天丼部指頭様ナ 天色 朋 含むr 良 好

238 A9区 2層 須恵器 郷 蓋 徊咽翔綱

埼状つまみ。天丼部平坦で、体部はなだ
らかに「八」字状に開き、日端付近で外反。
口端部は嘴状に下垂 し、丸 〈おさめる

^

外)回転ナデ
内)回転ナデ、天丼部回転ナテ

後ナデ (指ナデか ?Ⅲ

口二,狭ロ
ωオリープ 糊 粒含d 良好

外 面被 灰 (自

然釉 )

239 75 A7区 4層 須恵器

口径)15(
高台径)9(
器高) 6〔

金属器模倣。高台は小さく外向きにつく。畳付部に汽
14N下部は逆「A」 字状に大きく開き後逆「く」字状に小さ
く段状に屈曲。国縁部さらに逆「A」字状に開く。国峠
部平坦面を作り尖る.底 体部境付近に3条の条痕あり.

外)回転ナデ、高台部回転ナデ
後ナデ

内)回転ナデ、底部回転ナデ接
指ナデ

外)褐灰色
内)灰色

hm以下の
′粒含む。

艮 好

75 A10区 2層 須恵器 一望
罰台付きの壼。体下部～底部后。体部は
ホ傾 し、高台 (貼 り付け)は外に開 〈̂

外)回転ナデ
内)回転ナP(強くナデ器面に浅い凹S

州クト,スロ巴
曲ヽ Fナ  ーブ有 良好

凋回 被 炊 (E
撚蘊 )

A2区 4層 現 苛台径)6 高合は高 ので、断 向逆 台形。 体部 は内湾 外)ナテ 勺外)灰 自色
舗Ⅲ若童衛 微砂粒含帆 良好

A2区 3層 磁 器 青磁碗
本部逆り 」ヽ字状に開 く。居切 り鏑蓮弁文。
も外施釉

^

粛エ ブ沢 日已
耐)匝 ナ ,一 ブ傷 雷 良好 毛泉窯系碗

第 7表 中小路遺跡 B区遺構出土遺物観察表
出土
地点

昌色 種号」 器 種 法量 lcm) 形態 手法等 調整 色 調 胎 土 焼 成 偏 考

76 木画 弥生土毒 奮 ヨ径) 21

根合日縁。日縁部はほほ目立し、端部丸〈おさめ

る。日縁部に4条の平行沈線文 (上部ナデ消し)。 複
合部1裁 下方に申巴.頸部獄ゆるtヽ 「〈I宰lfFF巾 ^

外)ナデ
内)ナデ、ケズ リ、指頭痕あり

明黄褐色
3mm以下の
砂粒含む。

艮 好 スス付着

弥生土番 餐 ヨ径) |

頸部は「〈」字状に屈曲。日演部短〈逆「八」字)
に開く。日演端部斜め上下に小さく拡張。体上
部は「八」字状に開き下降。日縁部に2条の平行
沈線文。体上部にクシ状工具による連続列状文。

外)ナ デ、太い八ケ
内)ナ デ、ケズ リ後ナデ、指頭

痕あり
浅黄橙色

lrrln以 下の
少粒含む。

ミ好

弥生土群 甕 ヨ径 )

槻部逆 IL」 7状に属囲。 日縁端部斜の上 卜に
肱張^体部直市^□ 縁部に1条の平イ〒流綾支 ^

外)ナテ、 八ケ
� 十ギ  オ ブ  指 ntB靖

刃)明貢褐色
冶十)朗苦褐毎

をmm以下C
ミ好

弥生土尋 甕 ヨ径)15 日縁拡張部に1乗以上の平行沈線文。顕部Iく 」字状に小さ

く屈曲。口縁端部斜め上下に拡張し、斜めの平坦面を作る。

タト
内

ナデ、八ケ後ナデ
ナデ?(指頭痕あり〕ケズリ後ナ 蝦艤

珀
一沙 良好 スス付看

祢生上野 径 回径) 17
ヨ縁旨b逆 り 」ヽ写状 に大き く開 く。端部付芝
●衛 〈肉側 こ層市 t′  卜有にホ古 (4る ^

フト ナ テ 内外)浅貢種色
髄Ⅲ閉苦綱0

)Ifrr以下¢
秒対合 すヽ _

良好 勺外赤色顔利

S104 な生土番 密 口径)

票部弓状に湾由。口縁端部斜め上下に拡張。体部に
やや内湾気味に下降し、内面は接合面で貫離する̂

外)ナデ、指頭痕あり
対 ナデ、指諏痛あリ ケズリ,

I合ユニ)に ′Sし ヽ

蝦時
良好 勺外 スス付着

亦生土番 甕 口径)

日縁部は短く逆L7状。端部を小さく上下に拡張。上騒部は
逆L字状に屈曲。体部は「八」字状に開き、中部から内婆
しながら下降する。体上部にヘラ状工具による連続則突文。

ケ
ズ

八
ケ

ア^

ア^

ナ

ナ

外

内 指頭痕あり

lmm以 下の
少粒含む。

艮 好 Kス付 着

76 S101 小生土器 奮 日径)

視合口縁。口縁部に凹線状の平行沈線文5条。
複合部は直角状に屈折。頸部に平行沈線3条

外

内

デ

一
ダ

ナ

ナ 指頭展 あ り、ケズ リ
完黄橙色

hm以下C
少粒含む。

良好 スス付看

な生土器 甕 口径 )

複合日縁。複合部 にぶ く直角状 に屈折。
日縁部に6条の大い凹繰状の平行沈線支 .

外

肉
ナテ、据顕痕あり
ナデ、指函痛あリ ケズリ

¢

ヽいいlwn以 下C
分対 舎 お

艮 好 内面スス付着

小生上器
甕

`康

部Ⅲ底径) 6 霊部はやや上ほで体部との境の稜は明際。シボリ状に浅く 外

内
八ケ後ナデ
ナデ指頭痕あり

完黄橙色 良好

小生土器 奮
帥

底径) 6 巨部は半医で体部との境ほ不明瞭。底部から辺
′ヽ 字状 (やや肉湾気味〕に開いて守ち 卜がる́

外

丙
ナ テ

こぶい黄橙色
2mm以下 C

良好 内面スス付着

小生土器 一璽 日径) 憎
体上部低く「八」字状に開く。日縁部やや外反
気味ながらほぼ直立し、平坦面が見られる日
縁端部へ続く。ナデ後複線の波状文o「弧状文

^

外)ナデ
内)ナデ、指頭痕あり、ケズ リ

やや不良

小生土器
高不
イ〕,7ミ認)

本部内湾しながら立ち上がる。日縁端部内外に 外)ナデ、風化気味
内)ナデ、風化気味 浅黄橙色

2mm以 下σ

砂粒含む
`

良好

小生土器 言郵脚部 巨径) 12 即日
`1ま

Iツ 」ヽ7】天に開く。 端罰上にドに狐蕉 タト)ナ テ
肉)ケ ズリ格ナギ

刈 浅貢橙色
対)「 ぶい言椿缶

)mm以下C
砂結合お´良好 スス付着

上製品 紡錘車

径
径
高

喝

臣
書

子

■央に1穴。入念なつくり。 天自色 朋 含むて良好

己形
木面スス付着
rtF耐塙ゝ

小生土群 甕 日径)15
畷部弓状に大きく湾曲。日縁端部上下に小さ
〈拡張し、外狽Jに 斜め平坦面を作る。体部辰
味形状に膨らむ。頚～体上部に連続押3き文。

外)口 縁部ナデ ?、 体部ナナメ
八ケ後ヨヨナデ

内)日縁部すデ指頭痕あり、体部ナナスケズリ

ホ)灰黄色
勺)灰 自色

茄m以下の
少粒含む。

良好 内外スス付着

77 S102 Ъ生土挙 奮 日径)

自部|く 」7状に腫臼。口稼端部斜の上下にDi張 し、外側に余 ホ

肉
体上部 ナデ ?

□縁銘 ナギ 伝 卜郎 ケ ズ 完黄橙色
lnm以下の
砂対合すヽ _

良好

弥生土器 甕

径
径
高

日
庫
器

買部「〈」字状に屈曲。日縁端部斜め上下にご〈
卜さく拡張し、外側に斜め平坦面を作る。体部
副卵形状。底部やや上底状で、底 体部境の移
周瞭^体部にウシ状工貝による連続コ‖犬支.

外)口 縁部ナデ、体部網 いナす
メ タテ八ケ後ナデ

内)日縁部ヨヨナデ 指顕反あり、体部ケズリ
後ザ(ケ状工長によるナナ大ナデ指頭痕あり

二ぶい黄橙色
3mm以 下C
砂粒含む。

良好
外面及び内面樹
部にスス付着

床面 弥生土曇 甕

径
径
高

ヨ

一Ｌ

〓

単純口縁。頚部「〈」字状に屈曲。 口縁端
部やや肥厚気味で外側に斜め平坦面を作
るハ体部ナツメ形^

外)口 縁部ナテ、体部八ケ ナデ
内)口 縁部ナデ ?、 体部ケズ リ後

ナデ■旨雨痛あ り

4Tm以下C
砂粒含む。

良好

77 S10曼 床両 弥生土善 イ席歎Ⅲ 貞径) 9 平底。底 体部境の稜明瞭。シボリ痕あ
19ハ

外)八 ケ ?、 底部ナデ ?

肉 指ヽ市痘ホ n 淡貢色
3mm以下C

艮好 前期 か 7

S102 床 面 弥生土番 餐 コ径) 3 小型の甕。頚部は弓状 に湾曲。ナツメ形
の体部。頚部付近に連続列点状の列突文。

外)口 縁部タテミガキ、体部ミガキナデ
内)日 縁部ナデ?指頭痕あり、頚

部ミガキ、体部ケズリ
にぶ しヽ橙色

4mm以下の
砂粒含む。

良好
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S102 末面 弥生上部
高不
イ」,1ヽ部Ⅲ

口径)16
lTN部逆「八」字状 (内 湾気味)に立ち上がる。
コ縁部丸〈おさめるぃ

キ

士

ガ
↓

一ヽ
卜
一ヽ

外

山 完黄橙色 良好

弥生土器 甕 コ径)'

頚部逆 |コ 」写状に屈曲。 日縁部大き く外
反 し、国縁端部上下に小さ く拡張 して外

側に斜め平坦面を作る。体部 にヘラ状工
目Iデ ナス「 ノI堂】+ゐ連篇 ‖】+ヤ

州弊報y姦押甲
内)口縁部ヨコナデ 指頭痕あり、

体部ナナメケズリ

本)にぶい

黄橙窪
勺)灰白色

!mm以下C
少粒含む。

良好 内外スス付着

小生上群 奮 ヨ径) ‖ 諦i鵜 !鞠 長儡烏高矮摘
外)日縁部ナデ、体部ナナ沐八ケ ナテ
肉Ⅲ□縁剤ナギ.指芭扁あり 依都ケズリ 完黄橙色 咽囀

良好 内外スス付着

小生土群 甕 ヨ径)17

単純 口縁。頚部ゆる くIく 」7状に屈曲。
日縁端部外側に平坦面。体部なで肩でゆ
るく内湾 しながら下降。体上部ヘラ状工
目

「

〕ス1宣第剤汁す

外)日 縁部ナデ 指顕痕あり、体
部ナナメ八ケ後ナデ

内)日 縁部ヨヨナデ 指頭痕あり、
体部ナナメ 横ケズ リ

外)にぶい

黄橙∈

内)灰 自色

!mn以 下C
少粒含む。

艮好 内外スス付着

S102 ホ生土番 奮

径
径
高

ヨ

一蜃

器

臣部ほば平底。底 体部境 はやや不明瞭。
勇部「く」字状に屈曲。 日縁端部小さ く斜
ウ上下に拡張 し、外側に斜め平坦面を作

外 )

内 )

日縁部ナデ、体上部ナデ 7、

体下部ナナメ八ケ後ナデ
ロ縁部ナデ ?体上部ケズリ 7
扶 下 獣 オ ブ I指 繭 溝 ホ n

喪黄種色
lmm以 下¢
砂粒含む。

良好

S102 み生土番 鉢 ? ヨ径)

買部Iく 」7状 に屈曲。日縁端部斜め上下に小さく
広張し、外側に斜め平坦面を作る。体部扁球状に
シ氏お 状 卜部I「 ミ々ノJ+T旦

「
!ス 道舗れ日+寸

外)日縁部すス 体上部ナナメAケ すテ

内)日縁部すデ?、 体部ケズリ?、 風イと
す確

浅黄橙色
肺m以 下C
ひ粒含む。

良好

外 国 口～体止

部及 び下部 に
スス付着

か生土尋 〓璽
本部扁球体。体上部 に1条の平行沈線文、
自下にクシ状工具による連続列】犬文。

ホ

丙
体上部細いすすメ八ケ ミ刀キ 朴)に ′iい 土橙超

角ヽ 鵡苦藩魯
hm以下¢
ひ粒含む

^

良好
琳画体部 にス

71 弥生土苺 甕of鉢 回径)23
覆部

'く
」7状に癌田。日縁端部斜の上 卜に柩張し

本側に斜めの平坦面を作る。日縁部4条 の平行馘
算支^体部に

'シ

状工旦による連続押ヨき文ハ

米)口 縁部す六 体部夫いナナス,(ケ 後す

内)日 縁部ヨヨナデ、体部ナデ ナすメケ
リ

門 灰白色
内)浅黄橙色

,mm以 下C
ひ粒含む。

良好 琳面スス付着

を7′ 祢生土郡 甕

径
径
高

口
底
器

謬 絲 群 鍵 手陥 鰯 惚ゴ 男

り痕あり。日縁部に3条 の平行沈線文。頚～体上

語にクシ状工具による連続押引き文 連続刺突文。

琳)体部太いナナメ タテ八ケ後ナす
スナデ、底部付近に指頭痕あり

勾)日 縁部ナデ P、 体部ナすメケヌ
| 卜蘇

「

指 頭 浦 あ n

曳黄橙色

lmm以 下の

ξ英 砂粒
雪む。

良好

ホ面及び内直
ヨ縁部付近 に
スス付着

L師器 7 甕 口径) 15
□ 換部 弓状 に大 き く湾 田。 口縁 噺部 命
ム豆相面 頚喜RIF「 ノ!堂】fの捌 み痛 あ n

外
内

ヨヨ ナナメすデ、指頭痕あり
ヨヨ ナナメナデ、指頭痕あり

にぶい責橙色 'm以
下の

良好 ホ面スス付着

小生土議 一軍 口径)26
回縁部朝顔形に大き く開 く。 日縁端部命
め上下に拡張 し、外側に平坦面。

外)口 縁部 ナテー部 ミガキ及

内)早即 落:学ヨ〒}ヌ緊饗事灰自色
,Tm以 下の

少粒含む。
良好

S102 小生土群 壷 口径)34
口縁部朝顔形に大きく開く。日縁端部命
め 卜下に拡張し、外狽Jが反るぅ

ヨヨ ナナメナス 指顕展あり
浅黄橙色 呻囀

良好
可口 口縁哺部伺

小生土群 奮
耐

葺径) 4 ほぽ平圧。圧 体部境の稜 Iま 明原。 シ万
1〕 】★F彦 〈〈|ゴすヽ^体部)「八 掌状^

外
内

綱tVヽ ケ後ナデ 指頭展あり、E部す
ナナメケズリ

にぶい黄橙色
!wn以 下¢
沙締含お ^

良好 勺外スス付着

小生土器
饗

(底部 )
底御   6 巨部中央がやや上属気味。圧 体部境の稜け

膚 シボ 〕け
「

涛ててlrお ^仏銘|す「A草引★

米

内
ナテ
タ手ケズリ?終ナデ 腐部指顧痕あり淡黄色

肺 以下C
少粒含む。
i5m以 下
D砂粒含む.

良好

S102 小生土器 奮
醐

底径) 6 底部上底。底 体部境の稜明瞭。 体最下
ζБを浅 〈〈ぽませる.体部逆「八 I字状。

ナデ、下部 に指顕辰 あ り
浅黄橙色 良好

小生土器
奮

底径) 3 巨部 は径の小さい半厘。厘 体部境の稜 け
薦^依下部〕「八 掌状 にやや小さ 〈開 〈′

体部ナナスAケ後ナデ、底部ナテ
タテナナメケズリ、底部に指畷痕あり

にぶい黄橙色
!n・n以 下C
沙締合す|^

良好 勺外スス付着

小生土器 底部 底径) η
ほほ平底。底 体部境の稜不明原。シオ 本

カ ケデ |

浅黄橙色
!mm以 下 C

良好

S102 小生上器 底 部 底径) 64
葺部平底。底 体部境の稜 はやや不明瞭(

本部)「八 字状 (内 湾気味 )

71

丙
ナ デ

冶土)褐灰色
lmm以 下C
沙粒含む.

良好 勺外スス付着

S102 小生上群
高坪

`醐

銘Ⅲ 底径) 124 脚部り fヽ状 に開いて 卜降し、さらに大きく日
′Ⅲて阿う 1′ 外面に平IB面 のある据端部に続〈′

外
内

網かい八ケ、ミガキ
簡郁十十大十ギ指西席あ呵 想К十ギ浅黄橙色

lmm以 卜の

少粒含む。

肺以下の石

良好 Ⅲ面赤色顔料

S102 ホ生土群 底部 壺径) 6 高 い脚状のほ部。 脚部 り 」ヽ写状 に開 き、 琳
肉 指頭痕 あ り

テ
デ

ナ
ナ

メ
メ

ナ
ナ

ナ
ナ 浅黄橙色 良 好

284 ぷ生土群 蜜 ヨ径)硝
預部「く」字状に屈曲。日縁部大きく外反。日縁端部斜υ

上下に拡張し、外側に斜め平坦画作る。日縁拡張部に
条lD平行沈緞文.体生部にクシ状工員による連続列突文

外)

内)日 縁部不詳、ケズ リ
浅黄橙色

lmm以 下の

少粒含む。
艮 好 71面スス付着

80 べ百 弥生土尋 蜜 ヨ径)'
榎合日縁。榎合部斜め下万に小さく央出。日縁離
ぼ直立し、日縁端部丸〈おさめる。曰縁部に多状9
平行沈綿立 体部にクシ状工EIに よる連続引1状党

対 日縁部ナデ
内)旱

F濯章房奏ヂ緞 標声
lmm以 下の

少粒含む。
良好 勺外スス付着

S104 べ面 弥生土尋 密 ヨ径)20
複合日縁。複合部は鋭く斜め下方に突出。日縁部ほ慌

直立し、日縁端部丸くおさめる。日縁端部に多条の和
い平行沈線文.体部にヘラ状工具による連続列状文。

琳,日縁部ヨヨナス 韻部ヘラナテ?

利 口縁部ヨコナデ 指頭痕あ
り、依銘ケズリ?

灰自色
)mm以 下の

沙粒含む。
良好

S104 末画 弥生土彗 奮 口径) 釧

榎合日縁。榎合部はやや鋭くE角状にIB折。日縁母
外反し、日縁端部やや尖り気味ながら丸くおさめる。
日場凱 rn峯 出卜nヱ′〒Ⅲ幻守 払凱|「 芭鈴Im副 共寸

外)風化気味
内)口 縁部ナデ?、 体部ケズリ

にぶい黄橙色
〕m以下の

沙粒含む。
ミ好

勺外体部スス

寸着

末置 弥生土母 甕 日径)22
複合口縁。複合部にぶ く直角状に屈折。
口縁部外反 し、日縁端部丸 くおさめる。
体上部に連続押引き文。

期 回縁部ナデ?風化の為不詳
内)日縁部すデ?指頭痕あり、頚笥

十ギ
`峯

憤ム nゝ  休鍬ヶデ
にぶい黄橙色

)frm以 下の
沙粒含む。

ミ好

木顧 弥生土母 甕 日径)15
隈合日縁。榎合部はにぶく直角状に屈前。日彬
部外反し、日縁端部丸くおさめる。日縁部に牛
室い,卜 ∩知tヽ豆行Ⅲ傷す 低 卜部連鈴抑R去寸

外)日縁部すデ、頚部付近縦のミガキ

内)塁景羅呂堅券軍、標露屏剣
明ヽ黄褐色

〕m以下の
沙粒含む。

霊好

80 末面 弥生土号 密 口径) 鮨
覚合日縁。複合部にぶく直角状に丸みをもつて属汎 [
獄部外反し、日縁端部丸くおさめる。日縁部に弓状の調
平ヽ行沈線鬼 体部にヘラ状工具による連続列状文。

期盤
『

1縣碑 ア
八ケ ー部ミガキ

)m以下C
日英 砂猛
雪すヽ _

ミ好 本面スス付着

弥生土ユ 鉢 口径) 8 本部逆り 」ヽ〒状で間湾気啄に開きなから豆5」

下リ ト部で十冠ぼ直す.口縁齢部丸〈おさめる
舛
魔

ケデ ?風化の為不詳
淡黄色 四囀

貫好

末顧 弥生土暑
II判の

底部 ?

央底。 底部 は丸底。 逆 八」写状 に開 きを
指頭痕 あ り

テ
デ
、

ナ
ナ

外
内 にぶい責橙色 鵬 むt ミ好 十里魯抗イコヽ 桝示r

S104 中メ
rッ |

石 器 石包丁

長
幅
厚
〔

存
大
大
大
目

現
最
最
最
畜

音部、両端は欠損。両面刃部に多数の,
富痕あ り。両面中央にセツ リ面 ?刃部 に

ll状で両刃。

81 な生土器 奮 日径) 餌 (

隕部「 く」字状に屈曲。 日縁部逆り 」ヽ寧リ
こ開 く。 口縁端部斜め上下 に拡張 し、タ

則に斜め平坦面作る。体上部 にヘラ状]
罠による「ノ 1字状の連続列状文。

外)回縁部ナス 体部ナナメ八ケ

頚部ヘラナデ?(ミ ガキか)

内)日 縁部ナデ 指頭痕あ り、
体部ナナメケズリ後八ケ

lmm以 下の

沙粒含む。
ミ好 ホ面スス付着

81 小生土群 奮 ヨ径) 
“

隻合 口縁。榎合部ほほ哭出せす直角気味に

目折。 日縁部やや外反気味。 日端部丸 くお
キハス ロ傷獣

「

nttw ttv待
～
Ⅲ綿す

外)風化の為不詳
内)日 縁部ナデ ?、 体上部ケヌ

リ ?

)mm以下の

少粒含む。
ミ好 勺外スス付着

ム生土轟 奮 ヨ径) 16(
負合日縁。複合部にぶく横向きに突出。日縁部やや外ぢ

尋味。日端部丸くおさめる。日縁部綱い14条の平行沈湘
愚 顕部ヘラエ具による連続列状文。体上部平行沈線文

外,lat4し の侑 4｀辞
内)日 縁～頸部 ヨコナデ 指頭

道ム n 休●R十 十 文/「 ブ 〕
浅黄橙色

lmm以下C
百英 砂租
全ナヽ_

見好

か生土器 奮 ヨ径)19
買合回縁。榎合部にlblく 直角状 こ屈折。 日続

邪逆「八」字状に開き、日縁端部丸 くおさめる。
本部ナツメ形^□縁部に多条の平行沈繰文

^

外)日縁部ナデ、体部タテ ナナ

内)メ八ケ
ロ縁部ナデ ?、 体部ケズリ

外)白 灰色
内)浅責橙色

Imm以下の

少粒含む。
ミ好 米面スス付着

キ凍
ビッ|

亦生土器 甕 ヨ径)釧
複合日縁。複合部やや鋭く小さく下方に突出I

日縁郡逆「八」字状に大きく開き、日縁端部メ
〈おさめる。日縁部に多条の細い平行沈線文|

外)口縁部 ヨコナテ

内)口縁部ナデ、 国縁端部直下 胎土)浅黄橙色
lmm以下の

少粒含む。
受好

S104 弥生土器 甕 ヨ径)硝
覆合日縁。榎合部にぶく氷半万同に央出。口縁部外版

して立ち上がり、日端部丸くおさめる。日縁部細い平
行沖類支17案以卜.霞部に「ノ1字状の連続引状支

`

外)頸 ～体上部 ヨヨナデ

内)□ 縁部ナデ ?、 体上部 ヨコ
ケズ リ

浅黄橙色
2mm以 下の

砂粒含む。
ミ好 ホ面スス付着
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小生土器 奮 口径),7
隻合日縁。複合部にぶく水平方向に突出。口纏
モ逆「八」字状に開き、日端部やや肥厚気味で封
ておAめ る_伝銘,シ拌T旦

「
■ム種鈴祠日十寸

外)口 縁部 ヨヨナテ

内)日 縁 ～頸部 ヨコナデ  指 頭
痕 あ り、体部 ヨコケズ リ

安黄橙色
,mm以 下の
沙粒含む。

良好 米面スス付着

小生土器 奮 口径) 18
限合日縁。復合部 に′いく回角状に屈折。
日端部肥厚気味で丸 くおさめる。体上部

「

舛t目 |「 たム連締罰日+寸

外,日縁部ヨコナデ、体部ナデ
内)日 縁部ヨヨ ナナスナデ、体上部

ナデ 指函痛あリ ナナスケズリ
にぶい黄橙色

!mfr以下の
少粒含む。

良好 外画スス付着

小生土暑 奮 回径)19(
隻合 口縁。 複合部 に石ヽ く直角状 に腫折。
ヨ端部 やや肥 厚 して丸 くおさめ る。 体止
都にクシ状工具 による連続夷‖突支 ^

タト,日縁部ヨヨナテ、体部ザヽケのちナナメナデ
内)口縁～頸部ヨヨナデ 指頭痕あ

り 体部ナナス ヨコケズ J

にぶい黄橙色
hm以下C
少粒含む。

良好 木面スス付着

81 甕 口径)網 (

津樋国縁。観部Iく 」7状に属田。日縁部犬をく外反し、
穏 齢部前〈おさめる、体卜部に「ノ1卜の引獣すか̂

期 日縁部 ヨヨナデ
耐 Π場部 十ギフ 舟 ブ I

lfrrn以 下C
良好

304 31 小生土樹 奮

口径)硝
底径) 2
器高) 15

単純日縁。顎部弓状に湾臨。日縁部逆り 」ヽ字状に
弱き、日端部丸くおさめる。体部ほぼ直立しな弁
ら下降し、中程からしぼんで内湾して底部へと紛
〈̀ 底部径小さ〈 FA 体部靖の量よ不明瞭^

外)口 縁～顕部ナデ 指頭痕あり、
体部多方向ナデ ー部ミガキ ?

内)日縁部ヨヨナデ 指頭痕あり、体部
ナナスケズJ 底剤村析指薩痛あり

にぶい黄橙色
4mm以下の
砂粒含む。

良好

内

ス

び
近

及
付

面
部
着

外
底
付

305 弥生±3 一里 口径) 13
ヨ縁部逆り 」ヽ7状でやや外反気味に開く。日端青 門 口縁部ナデ、

麦黄橙色 'm以
卜σ

沙粒含む′
ミ好

306 弥生土尋 高 郵 口径) ,4
ヨ縁部 やや 内傾。 体部 へ は鋭角 に屈折 し 州 体部ナナメ八ケ

表】ナギ 天白色 叫』
良好 外面スス付着

弥生土暑 漠形器台

径
径
高

口
底
器

うけ部、台部(脚部)の端部径はほぼ同寸。受部はお
合日縁状の日縁がわずかに外反。境は段をなす彼塗
日縁相当箇所)。 筒部は日筒形。裾端部はやや肥厚妄

外,体部～高部ナテ P台部の段■
方太しヽ八ケロ状の条線あり

内)受部ナデ、 台部風化のた立
不 譲

ぶい橙色 鵬 むt やや不艮受部 内面 に方
色顔料

弥生土母 ヨ径 )

受部大きく外反。日端部尖り気味。筒部は「く」字リ
外)風化の為不詳
内)ヨ コナデ ?

にぶい責橙色
lmm以 下の
砂粒含む。

良好

弥生土尋 奮
購

壼径) 2 氏部 ほ 厚 く半 怪 。 底  体 封
`碗

の 稜 |よ や A

不閉 踏 _

外,八 ケ、底部ナテ
肉)指函 Te‐ あり 浅貢橙色

lmm以 下の
艮好

S104 弥生土群 番
繭

壺径) 4 ほば平底。底 体部境の稜不明瞭。 外)ナテ
丙ヽ/1デ 灰黄褐色

lmm以 下の
良好

S104 祢生土番 奮
郎

自径) 14 炭  陣  仏 部 倍 の 務 lJわわ 不 aF贈
外,ナテ
丙ヽ十十< 浅黄橙色

2mm以下の
良好 朴面スス付着

S106 亦生土尋 甕 国径)栂 優合 口縁。複合部 Ekや や にぶ く水半 に伺
<^□ 縁き日外反 tプ 、 □縁齢部 企 り筍映 ^

部風化の為不詳 浅黄橙色
,mm以 下 C
irljXt金お 良好

弥生土群 甕 口径) 20
口縁端部斜の上下に小さ く拡張。日縁部〔

条の平行沈線文 (凹 線か ?)。 頚～体部に
ヘラ状工 EIによる「ノI宰状の連締馴ロキ支^

外)体部ナナメ八ケ
内)口 縁部ナデ 7体部ケズ リ後

3mm以下C
砂粒含む。

良好 で外スス付着

第 8表 中小路遺跡 B区遺構外出土遺物観察表
出土
地点

詈色 種別 器種 法量 (cml 形態 手法等 調整 色調 胎土 焼成 備考

B2区 4層 石 器

長
幅

厚
佑

仔
大

大

大

昌

呪
い顎
菌諏
白諏
霊

基部欠損か ?かすかな線状痕 あ り (使月
による磨耗か ?)。

]」 の石器の転弄
吊(2次加工品)

B3区 4層 石 器
大型

吾包丁7

長
幅
厚
〔

存
大
大
大
昌

一現
黒
雷
頭
百頭
舌

品
り

損
あ

一部に研磨されたと思われる苗

B3区 4層 石 器

司
同

同
〔

大

大

大

昌

ヨ豪
ヨ萩
ヨ韻
雪

太型蛤刃か ?敲打痕は多数残 る。刃部 と
基部端部は研磨。

B3区 小生土群 奮 ごくわずかに膨らむ。外傾接合。日端外面に刻目らし
きものあり.畷部にヘラ状工具による3条の平行沈線文′

キ

キ

ガ

ガ
一ヽ
ト
ミ

外

内 にぶい黄橙色
hm以下C
少粒含む。

良好 小生前期

B3区 4層 小生土誘 甕 ヨ径),7
昆合日縁。日縁部は短 くほほ巨立。複合部
よ直角状に屈折。頸部は弓状にやや強 く湾
由。日縁部8条 以上の平行沈線文 (雑 な仕上
n.体上部に「ノ 1字 状 (RL)の連続列突支ハ

外)頸部ヨヨナデ、体中部ヨコ八ケ
ナナメミガキ、体下部ヨコミガキ

内)日縁部ヨヨナス 頸部雑なナデ ー

部,テ ミ方キ 体部ナナメケズ J

夕ll橙色
内)灰黄褐色

2m以 下C
砂粒含む。

良好

B2区 4層 小生土母 奮 ヨ径) ,7
複合口縁。複合部 にぶ く屈折。 国端部大
くおさめる。 日縁部12条以上の平行沈綺
文。

外)口 縁部ナデ、体上部網 いタ
テ ナナメ八ケ後ヨヨナデ

内)日縁部ヨコナデ 指頭痕あり、
喪黄橙色

ImH以下の
少粒含む。

ミ好
外面及び内面E

縁部スス付着

B3区 4層 小生土器 奮
ヨ径)弼
壼径) 4

隻合日縁。日縁部小さく外傾。榎合部は直角状に圧
斤。日端部は丸くおさめる。頸部「く」字状に屈曲。
晟大径は体中央乱 底部は径が小さく、上底】丸 底
本部境の稜は明瞭七日縁部に多条の平行沈線文。体
弔に梅繰の渡状支(糖薇FgR隔長〈 湾言言tn^

外)指頭様ナデ
内)口 縁部八ケ状工具によるヨ

ヨナデ 指頭様ナデ、頚言F

以下ナナメケズ リ

外)こぶい

黄橙色
内)にぶい橙色

2mm以 下の
砂粒含む。

やや不良

83区 4層 小生土器 甕 ヨ径) 17
榎合日縁。複合部はにぶく横向き。頸部は弓リ
に湾曲。日端部丸くおさめる。日縁部に多条¢

外)日 縁部ヨコナデ、体部ナナ
メナデ

内)口縁部ナデ、体部ケズリ

外)浅黄橙色
内)灰 白色

}mm以 下の
少粒含む。

良好 外面スス付着

B3区 23庭 弥生土器 警 ヨ径)拇
寅合 口縁。 日縁部外反 して開 く。 複合音[

栗出せず直角 に屈折。頸部 は弓状 に湾曲。
コ縁銘 |「 男峯の細 い平行予約す _

外,韻部ナテ 指銀展あり
内)日 縁部 ヨヨナデ ?、 頸上叡

指頭様ナデ、畷下部ミガキ

外,こぶい
黄橙ε

� 匝 白 偽

2mm以 下の
砂粒含む。

やや不良

B2区 23層 弥生土器 奮 口径)20(
夏合口縁。複合部に′Sく 釦角 に屈折。類
邪「〈」字状に屈曲。国端部丸 くおさめる。
コ縁部14条の平行沈線文。体部 にクシ状

「
旦 |「 士る連紬 豪す _

外)頚部ヨヨナデ(体部ナデ 細
いナナメ八ケ後ナデ

内)口 縁～頸部ヨコナデ 指頭痕
あり、体部ナナメケズリ

外)にぶい

黄橙∈
内)浅責橙色

4mm以下C
砂粒含む。

良好

B2区 4層 称生土番 甕 回径 ) ,7
夏合口縁。薄札 榎合部は鋭く水十万同に契出。毀部Iく 」
″鸞「口41 向傷郎lkttSは

「
閤★ Π桜凱れてA☆おス

71・,ナテ 7
丙｀日場tR十 ギ 休 卜tRォ ブ 浅黄橙色

3m以下σ
良好

B2区 4層 亦生土群 審 ? 国径) 釧 当純口縁。頸部「〈」字状に屈曲。 日端部
札くおさめる。

外,日縁～頸部ヨヨナデ 指顕痕あり、
体部ナナメ八ケ後ヨョ ナすメすデ

内)国 縁部ナデP、 頚部ナデ?指頭痕あり、
坤 灰責褐色
勺)灰 白色

3mm以下の
砂粒含む。

良婿 Ⅲ面スス付着

B2区 4層 ふ生土器 奮
購

葺径) 7 底部は丸底に近い平底。薄手。
外)入念なナナメ八ケ、体部八ケ
内)ナナメケズリ、底部指頭痕あり

朴,湧東橙笹
勺)灰 白角 ミ好 付外スス付看

81区 4層 小生土尋 一空 日径)48 勘先状口縁の大型壼の国縁部。国縁部上
面にボタン状の円形浮文を貼り付けるハ

ア
デ

メ
ナ

か
ヽ 莞貢橙色

2mm以 下α
ミ好 年生中期末

B3区 4層 胚生土暑 ヨ径)44
朝顔形に開く日縁。顎～日縁部にかけて辺
「八」字状に開く。 国端部短 く内湾気味によ
さめる^頸部に3条の貼付突帯 (断 面三角淵

外)ミ ガキ、ナデ
内)ナデ、ミガキ

ホ)淡橙色
勺)浅黄橙色

Im以下の
沙粒含む。

罠好

B2区 4層 小生土署 一璽 ヨ径) 16

優合日縁。榎合部は鋭 く水半万同に小さ
く突出。頸部は弓状 に湾曲。 日端部丸 く

外)日縁～頸部ヨヨナス 体上部ナナス八ケ
内)国 縁～頸部ヨヨナデ寸旨頭痕 鷺橙色

imm以 下C
砂粒含む。

艮 好 内面スス付着

83区 4層 小生土尋 審 ヨ径)|イ
単純口縁。 日縁部小さ く外傾。 口端部力
くおさめる。体部扁球形 に膨 らむ。 日褐
部に平行沈線文 ?

外)日縁部ナデ指頭痕あり、体部ナデ
ヨヨAケ ミガキ 風化の為不詳

内)日縁部ナデ指頭痕あり、体部タテ

外)にぶい

黄橙色
内)浅黄橙色

肺m以下C
ひ粒含む。

良好
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82区 ふ生土器 鉢 口径) 17
槻部Iく 」子状に屈臼。日縁部逆り 」ヽ7状に短く小さく隣

く。日端部斜め上下に小さく拡張し、外側に斜め平坦百
を作る.頸～体上部にヘラ状工民による連続引状屯

テ
デ

ナ
ナ

部
部

縁
縁

り

ロ

ロ
ズ

外
内

風化の為コヽ詳
体部ナナメケ 胎土 )灰 自色

Imm以 下C
沙粒含む。

良好 米面スス付着

B3区 小生土器 ヨ不or器士日径)16
複合口縁状口縁。榎合状部にぶ く直角状。
日端部肥厚 し、丸 くおさめる。 国縁部〔
峯い′卜ゐ豆 〒́ヽ

"的
寸 rハすハ I「 ゝ

外)ナデ ?

内)邪部一部 ミガキ ヨコ ナナ 黄橙色
Imm以 下ω
少粒含む。

良好

B3区 4層 小生土器 器台 三径) 13 寄部大きく弓状に湾出し、「A」字状に大きく同き、直角リ
rFね T下脇士ス燿A部

「
舗 て 超会蔀R冬おVⅢⅢ筆寸

外)筒部ミガキ?風化の為不詳
肉)衝部ケズリ指頭積あり 台部ケズリナデにぶい橙色 呻呻

良好 ホ面に赤色顔料

B3区 小生土轟 戚形器士 ヨ径)20
受部逆「八」字状にやや内湾気味に立ち上がり、
変外反して丸くおさめる日端部へ続く。受下
都は鋭く斜め下に大きく突出。筒部は短し屹

外)受都積ナテ後多方向ミガキ、日部ヨヨナテ
内)受上部ヨコナデ後多方向ミガキ、

2mm以 下の

砂粒含む。
良好

外面受上部ス
ス付着

B2区 17層 小生土群 靖

径
径
恵

砲弾形を呈する手捏ねの増 (警形 )。 体凱
は外傾。底部は丸底状の平底。左右切面

外)ナデ ?

内)タ テナデ
外)浅黄橙色
内)灰白色

鵬 む。0や不員

勺面底部に黒色
D顔料らしきも
ぁ尉芸イ捺ムつヽ

336 B3区 4層 小生土群 注 口 円筒状。 外)ナデ にぶい橙色
Immル ストllP

艮 好 ホ面スス付着

83区 17煙 小生土群 醐躙
三径) 9

lTN部授合部基部から 八」7状 になだらガ
に下降 し、端部丸 くおさめる。

外)上半 ミガキ、裾部 ヨコナテ
明黄褐色 良好

338 B2区 17雇 ホ生土群
不
部

高
脚 三径) 硝 脚部「八」字状に開いて下降。裾端部わす

かに平坦面。

外)ナナメ八ケ、 一部 ミカキ

内)上部すデ 指ナデ 指頭痕あり、中
部∃ョ ナナスAケ、下部日ヨナテ

外)浅黄橙色
内)灰黄色

〕mm以下の
沙粒含む。

良好

B3区 4層 か生土器
邪
獣

一局
聞 三径) 柁 漏斗状に開 く脚部。裾端部 は垂直面をな

す ハ

外)タ テ八ケ、ミガキ、ヨヨナデ
内)上部ケズリ後八ケす夭 下部八ケナデ

内)黄灰色
lmm以 下 C

艮 好
ホ面 に赤色顔
耐

`匠

未ⅢⅢ

B3区 4層 小生土器
高邪
(脚部 )

大きく漏斗状に開 く脚部。上方に円孔 を
3方向以上 16～ 8方向か 7)を 穿つ。

上部タテナデ ?、 下部ヨヨナテ
ト都,〒す■ 中～下都すすメヨ]す

=
騰色 朋 含む( 良好

B3区 と2煙 土師器 甕 ヨ径) 硝
雫杷II惚。銀郡 Iく 」子択にllH田。 口豚甜
睦「八」字状にやや外反気味に開 く。 日輪
黙菊くおさめる^口縁部内面に1条 の条痕

^

外)日 縁部ヨヨナデ、頚部ナナメ八ケ

後ヨヨナ∴ 体部粗いヨヨナデ
内)日縁部ヨヨナ主 体部ナナメケズリ

外)浅黄橙色
内)灰黄褐色

2mm以 下C
砂粒含む。

良好 布留奮系

B3区 17掘霊 土師器 甕 ヨ径) 22
単純口縁。体部ほば直立。 日縁部逆「な」
字状に開き、 日端部肥厚 して丸 くおさめ
る。

外)口 縁部ヨコナデ・指頭展あり

体部タテ八ケ ヨコナデ

内)口 縁部ヨコナデ 指頭痕あり
にぶ い黄橙色

2mm以 下の
砂粒含む。

良好 米面スス付着

B3区 17層 土師器 甕 ヨ径) M 大型の雪。 国縁～牧部 は逆 Lf状 に胆
lH^依都イオ轟直 こ下降 ^

外)鎖部指韻様ナテ
耐 体銘 ケ ズリ ク

対 浅黄橙色
内)庚 白缶

lmm以 下C
IIIJ附合 お やや不農

B2区 土師器 ? 鼓形器治 ヨぞ0  22
覺部にやや鋭く下向きの突帯付く。体部逆「八_

字状に開吉 □縁部付析で外反 [ノ 、日齢部尖る.

外)回転ナデ後ナナメすデ、指頭痕あり
内〕ミガキ 浅黄橙色

!m以 下のイ
lt和対合お 良好

B2区 を3雇 土師器
高14N

(罫部〕
ヨ窄動  16

郭部は底面から緩やかに内湾 しながら泣
ち上が り、丸 〈おさめる口端部へ続 〈.

外)ナデ
内〕ナナメ八ケ、日端直下指頭痕あり月黄褐色

どmm以下 C
砂粁合♂Ⅲ 良 好

83区 4層 土師器 高 坪

脚部 八」字状にゆつくり開き、裾部近 く
で小さ く反る。裾端部欠失。不底部円盤

外)風化 の為 不詳、 わす か にミ

ガキ痕 が見 られ る
肉ヽ十ギ フ握獣ミす■ ク風イレのムス望

安黄橙色
lmm以 下の

沙粒含む。

B3区 土師器 郵 ヨ径, 17 体部は湾曲。口端部丸 くおさめる。 期部端縞輻か絲ぁり衰黄橙色
lmm以 下 C
沙粒含む

`

良好

27層 土師器 lTN 罰台径)11
詣り付け高台。高台部 は高 く、「八」字期
こ開き、畳付は平坦。

外)ナデ

内)底面回転ナデ後ナデ、高合芙井部巨浅黄種色
)mm以 下の

沙粒含む。
ミ好 10C

B2区 23層 土師器 皿

径
径
恵

暦 部 十 凰 。 暦 い 帥 頃 Vl稜 は 明 瞭 。 い 創

逆「八」字状に開き、 日端部短 く外反 して
全 ス  虚 凱 画 離 ネ 初 n痛

外)回転ナデ

内)回転ナデ、指頭痕あり
浅黄橙色

Imm以 下の

沙粒含む。
良好 表都系 ?

B2区 3層 土師器 郭 壼径) 6 巨部ほぼ平底。底 体部境の機は明瞭で、大きくし旧
る.見込みに1条の沈縦 底部糸切りか?(ナデ1肖 し〕

外)ナ デ、底部回転ナデ
却 ナデ

灰白色 朋 含む( 良好

B3区 22層 須恵器 ITN蓋 御咽劫嫡

論状つまみ 恨占り付け)。 つまみはやや外
更。天丼部なだらかで、体部は「八」字み

外)回転す云 つまみ内回転糸切り後ナテ

内)回転ナデ、天丼部回転すデ後ナデ

/1ザ 憾狭已
刺オリーブ

匠 魯

良好

B3区 23層 須恵器 杯蓋 岱］劫嗣

輪状つまみ 恨占り付け)。 つまみ部分は外
傾 し端部丸 くおさめる。天丼部は平坦。
口端部階状に丸 〈下垂。

外)回転ナデ、つまみ内回転すデ後ナテ

内)回転ナデ、天丼部回転ナデ後すテ
天色

,mn以 下の
沙粒含む。

良好

B3区 ぞ2層 須恵器 ITN蓋 鶴晒翔葡

論状つまみ 恨占り付け)。 つまみ部分外辰
し、端部は尖 り気味。天丼部平坦面あ り、
は部 Ft「 八 車引☆に開 〈̂ □齢部階状 ^

外,口私アア
刺 天丼部回転ナデ後ナデ ナス

つまみ肉回転ナデ終ナデ
醐 含む̀ 良好

B3区 48層 須恵器 lTN蓋 つまみ徊 8

器高) 3

輪状つまみ。つまみ外反 し端部に狭 い平
坦面を作る。天丼部 は広 く平坦で、 口輪
部嘴状に下垂 .

天丼部回転ナデ

デ
デ

ナ
ナ
デ

転
転
ナ

回
回
後

外
内 天色

mm以下の
少粒含む。

良好

B2区 3層 須恵器 高野 ヨ宅動  12

ITN下部は逆り輸宰伏にやや内湾気D/kに 立ち上がつ
た後、ほぼ直立し尖り気味の日端部へ続く。lT

外)郵部カキロ
内)回転ナデ

天色 棚 含むt 良好

B3区 23層 須恵器
郵

部

一局
脚 巨径) 9 奇部から「八」字状に開きながら下降し、裾割

十析でやや外反^齢部に斜めの平坦面を作る′
外)回転ナデ
利 回転ナデ 天色 脚)位含むぐ良好

B3区 Z3屋 須恵器

ヨ径)憎
罰合径)9
暑高) 4

貼 り付け高台。高台部低 く、 1八」写状に

付 く。畳付部に溝あり。底部中心に向かつ
恭)回転ナス 厘部回転ナデ後ナテ

内)回転ナデ、底部回転ナデ後 灰色
hm以下C
少粒含む。

良好

83区 22層 須恵器 葺台付朔

，
径
―

径
台
言

高台部小さ くやや外向き。畳付部 に溝彦
り。体部直線的で、口端部尖 り気味。

外)回転ナデ
内)回転ナデ

灰色 距内含d 良好

B3区 22雇 須恵器 葺台付舅

，
径
―

径
台
高

高台部低 く直立。畳付部に漏あ り。杯目
やや外傾。 日端部尖 り気味。わずかな歩

期 回転ナデ

内)不部回転ナデ、底面回転す 艶内唸d 良好

B2区 17層 須恵器 言台付Й

，
径
―

径
台
高

焉台部 1ま 低 く、やや外 同き に付 く。 畳伺

部に浅 い溝。 焼 成時 の歪 み あ り (大 き く
企ナ鞘 肉面庫ぷ

「
Xthの飾 あ 0

対 回転ナデ
利 回転ナデ、底部回転ナデを

ナデ

勺外)灰 白色
恰土)灰 白色
訥】黒濯付

良好 内外被灰

82区 22雇 須恵器 苛台付朔

，
径
ヽ

径
台
童

往属器模倣。高合部りヽ」字状に付く。畳付部は中央
浅ゞくくぼむ。体下部は緩やかに外傾しながら立ち

外,日縁～体中部回転すデ、体下部ケ
ズリ後ナ夭 底部回転すデ後ナデ

内Ⅲ同転ナギ 底郎固軒ナデ終ナデ
冶土)灰色

lnn以 下の

少粒含む。
良好

伯
０伽

‥漆黒
輌紳

B3区 23層 須恵器 小皿

径
径
高

境は反る。日端部やや外反 し丸 〈おさ¢
外)体部回転ナス 底部回転ナデ後ナデ
内)体部回転ナデ、底部回転ナデ後ナデ

天自色
4m以下の

砂粒含む。
良好

B3区 48層 須患器 郵

径
径
章

底部平底。 底 体部 境 の稜 は明瞭。 体 封

逆「八」字状 にやや 内湾気味 に開 き、 ロギ
吉B¬ ておAあ る^廣絡 に「 × lE日 あ り^

坤 回転ナデ
内)回転ナデ、底部回転ナデ移 災色 獅兇拾む。良好

B4区 表土 須恵器 不
脚

医径) 7
巨部やや上属状で、局合状を三丁。居部から大言 外)ナデ (条痕残る)

肉)回転ナデ終ナデ 庚自色 微砂粒含む。良好 9C末～ 10C初

B2区 3層 須恵器 重 ? ヨ径) 14
頸部 弓状 に湾曲。 口端部 斜 めに平坦面 を
佐 ム

外)日縁部ナデ、体部平行タタキロ
内)日縁部ナデ、体部同心円状タタキロ天黄色

〕mm以下の
砂締合す|_ 良好

B3区 23擢 須恵器 一爾脚
把手付 (有孔耳状 )。 体部 は内湾。

外)回転ナデ、把手ミガキ
内)回転ナデ

灰 色
御琳冶悦 良好 外面被灰

B2区 3層 須恵器
鉢 ?
r虐部】

17巨径)

底部平底。底 体部境の稜 は不明畷で、
シポリ痕あり。

外)粗 いナテ、底部ナテ δmm以下の
良好 中世須恵器

B2区 3層 磁器 白磁碗 ヨ径) 15
玉縁状 口縁。 口縁断 向は半橋 円形。 内歯 冶土)灰 白色

mヽ 原白毎 密 良好 白磁Ⅳ類

-129-



88 B2区 3層 磁 器 自磁碗 高台径)7 斑の凰部。 月Jり 出 し局含。暇広で とつしりと杢
て 魯付 け軍IB 日執み |「 閣約す歩印叶 |「滴す

拾土,次 日色
臨)灰 白色 密 艮 好

38 B2区 3層 磁 器 白磁碗 高台径)7
訂台罠井部に浅い溝あり.肉面廣 体部靖に察の圏緯支.

恰土 )灰 自色
mヽ 腑山缶 密 艮好

88 B3区 17層 土製品 土 錘

長さ,  0
最大径)2
耐径) 0

長紡鍾形。大型品。 外)ナ デ 7 天白色 紗 粒含む̀ 良好 鳥形

B2区 4層 土製品 土鍾 P

長さ,

最大径)

¶得)

外)ナデ こぶい黄橙色 良好 毛形

B3区 17層 金属器 刀 子 刀子 の身片。

374 B2区 4層 骨製品
橋円状
蓉器 フ

朴,こ 心ヽ しヽ

第 9表 中小路遺跡 C区遺構出土遺物観察表
眉

番
土
点

出
地 冒d 種別 器種 法量にml 形態 手法等 調整 色調 胎土 焼成 備考

弥生土尋 鉢 Or奮 口径)11

ヨ縁部短く、強く外反。日端部斜め上下に小さく拡張し、
本側に斜めの平埋画を作る。綴部「〈」字状に強く屈曲。
本上部と中部との境付近は甘い稜状に屈曲し、最大径に
幸すム Π‖‖語瓢Aす A「 ,茎建亡ハⅢ砲ふn

外)風化の為不詳
内)体部ナナメケズ リ ?風化C

為不詳

外)浅黄橙色
内)こ ′ゞい

黄橙∈

Im以下 C
少粒含む

`

Pや不良

祢生土帯 鉢 口径) 20
複合口縁状口縁。複合状部はにぶ く直角
状。頚部「 く」字状 に屈曲。 口縁部 に3条
の平行沈線。

外)口縁部ナデ、体部タテ ナナ
メ八ケ後指頭様ナデ

内)国 縁部ヨヨナデ指MFRあ り、体部ケズ

外)にぶい

黄橙t
内)浅黄橙色

5mm以下の
砂粒含む。

ミ好
外面及び内面
体部スス付着

彗状遺導25層 弥生上彗
高不

師 部 )

口径)24
不下部から逆 八」字状に開きながら立ち上がり後
ゆるく逆「く」字状に屈曲、後逆「八」字状にやや外

風化の為不詳
風化の為不詳

キ

キ

ガ

ガ
一ヽ
ヽ
ミ

外

内 浅黄橙色
約m以下の
砂粒含む。

登好

彗状遺帯22層 な生土器 高不 巨径) 硝
即郎Iザ 」ヽ享状に大きく開く。梱端部斜め上下に拡張し、狭く
斗めの平坦面を作る.イ部は中心部から内湾して立ち上がるィ

別 ナナ r風 4し の為 4ヽ詳
内)ナ デ 7風1ヒ の為不詳 浅黄橙色 帆博

諭

砂 良好

尊状遺棉 24橿 祢生土器
郵
部

高
脚 巨径 ) 12

奇部弓状 に湾曲。裾部 に斜めの画作 る。
居部に4条の平行沈線文。

外)高部細 いナナメ タテ八ケ、
裾上部 ヨコナデ 指頭痕あり

内)郵部ナデ・指頭痕あり、裾内
部細い八ケ ナデ 指函鷹あり

浅黄橙色
4mm以 下の
砂粒含む。

良好

小面筒下～糎
部及び内面耳
子にスス付着

23層 か生土器 器 合

受部欠損。同部は大き くヽ状 に湾幽。 BH

邪複合 口縁状の文様帯をなす。脚下部℃
工の平イ〒i"約寸

外 )筒～脚上部ナデ P、 BH下部ナラ

内)lTN部 ナデ 指頭痕あり、筒部ナデ 指,

ギ 凹凱十ギ ー釈モすキ 詣雨●ホ「

朴,こ′試い

黄橙住
角ヽ 匝昔燿侵

4mm以 下C
砂粒含む。

良好

者状遺導 か生土器 護形器と 臣径 )

形器合の合乱 榎合部鋭い段状に突出。緩やかに外反t

★★(開芸綱鵠∬へζる̂参峯のV行サ綿下―m「磁る
風化 の為不詳 こぶい橙色

lmm以 下の

砂粒含む
^

やや不i

薄状遺帯 ど4擢 よ生土群 一里

釣

７

制

径
径
高

箕合日縁。曰縁部外傾してlllく 。模合部は下部が大きく引
,出 し、外側には幅広い面がある。口端部丸くおさめる。
:部上底。日縁拡張部に3条の複線波状文(波高は高く、勇
民間隔は広い)。 霞下部に突帯を貼り付け、突帯には,シ七
「旦にたる種林如室す̂卑常の下「れ点状の恒跡珀空す

外,損部ナナヌ八ケ、頸下部ヨヨサ
デ、体上部横八ケ、体中部ナす
ス八ケ、体下部斜め八ケ後ナデ

内)日端～口縁部大いナナスヨヨ八ケ、損奇
ナ大 体部ケズリ、底部ナデ指騒積あり

完黄橙色
'wn以

下¢

沙粒含む。
良好 雪部瀬戸内系壺

383 溝状遺稿 を4擢 な生土器 一璽 ヨ径)守 |
民状日縁 F日 縁部わ丁かに問傾。韻部弓状に大きく

雪曲。口端部短〈直立して丸〈おさめる。日縁部に
1矢以上の平行沈線文.内面頚部にシボリ痕あり、

外,槻部タテ ナナメ八ケ後ナデ
上部に指頭痕あり

内)口縁～預部ナデ 指函痛んに

ホ)橙色
勺)にぶい橙色

lmm以 下C
沙粒含む。

良好

溝状遺構 小生土器 〓璽 ヨ径) 23
昆合日縁。日縁部は高く外反気民 榎合部丸みを持つてfH

代に属折。日端部丸くおさめる。頚部ラッサ獣に外反。日
こ駅
「

合峯nV行沖密ヤ 蜀.仏駅Lr新面=色 形お空ヨ
指頭椅

フ

デ

テ
ナ

ナ
ョ

コ
ョ

ヨ
部
？

部
縁
デ

韻
ロ
ナ

外
内 本)浅黄橙色

勺)灰 自色 咆嫌
ρや不良

薔状遺植 ホ生土器 一璽 口径)13
合口縁。日縁部内傾し、日端部は肥厚して丸くオ
める。複合部はナナス下方に小さく突出し、先蛸
企ス 顕郎Rjt「糖m Π観獣

「
格 のェ待ⅢOす

外)頚部以下ナデ P

内)日縁部板状工員によるヨヨナデ、頚剖 党黄橙色
mm以下の
ひ粒含む。

�や不艮

昔状遺導 小生土器 壷
脚

突帝付きの大型豆。体上半部大きくり(」 軍状に内深
して開く。頚部は外反か?頚部と体上部境に段状¢
大tⅢ 空帯_卑帯の下に「ノI掌燎の種綸捺¬共線_

外)ヨ コ八ケ ?風化の為不詳
内)顎部ナデ、体部ナナメケズ

髄

い
線

黄
ぶ

浅

に

外

内 !Im以 下の
少粒含む。

やや不艮

弥生上暑 甕 口径) 14

頚部|く 」字状に屈曲。日端部小さく斜め上下に拡
張し、外側に斜めの平坦面を作る。拡張部下に大
い凹部あり。体部倒卵形。日縁拡張部に2条の平行

外)口 縁部 ヨコナデ、体部太
ナナヌ八ケ後ナデ

内)口 縁部ナデ 指頭痕あり、体
浅黄橙色

3mm以下の

石英 砂地
含む。

良好
内面体下部ス
ス付着

弥生土尋 審 日径)18
ヨ端部わずかに肥厚し、外側に垂直面を作る。体苗 別 銀部ナナ、体部 ヨコ すすメ

ナデ‐八ケ ー部ミガキ
耐 口縁部十ギ 同イレの為示韮

にぶい橙色
21m以 下の
砂粒含む。

良好
外面 日縁 打
下部スス付着

弥生土目 奮 口径)拇 や肥厚 し、斜め平坦面を作る。体部倒5F形。
晒～払 卜郎

「
ヘラ景T旦

「
■る澄錆桐り執み

外,日縁部ナテ′体部ナナ沐八ケ ナテ
内)口 縁部ナデ 7 指頭痕あり、

体部ケズ リ
喪黄橙色

Im以下の
少粒含む。

良好

ど4層 弥生土善 甕 口径 )

嶼部 |く 」7状に脳田。日臨部わすかに斜の上 十
に拡張し、外側に斜めの平坦面を作る。体部ブ
ツス漱ム ロ縁拡張部に2条以上の平行沈線支

^

琳,日 縁郡ケテ、体部タテナナメナヽケ後ナテ
内)口縁部ナナメ八ケ ナデく 体

部ナナスケズリ
曳黄橙色

3mm以 下の
石英 砂粒 良好

Ⅲ面体部スス
寸着

ど2層 弥生土尋 甕 日径) 12(

匿部平厘。頚部 Iく 」字状に屈曲。 国端部
斜め上下に小さ く拡張。体上部「八」字以
に開き、体中部で湾曲 して しばみながら
下降。 日縁部3条 の平行沈線文。頸～体
上部にクシ状工具による連続引突支^

外)日縁部ヨヨナデ、頸～体上部ナ
すス タテ八ケ、体中～下部ナ
すメ ヨヨ八ケ後ナデ ミガキ

内)日 縁部ヨヨナデ指弱康あり、体上部ケヌ
リ後ヨヨナ主 体下部ケズリ絡

'テ

ナ了

こぶい黄橙色
)mm以 下C
沙粒含む。

良好 Ⅲ面スス付着

弥生土群 重

径
径
高

ヨ

壼

器

隻合口縁状 日縁。 日・頚部は大き く外反。
ヨ端部わずかに外傾 し、幅のある面を作
る。体部扁球状に膨 らむ。底部ほぼ平底。
ヨ縁部3条の沈線文。

外)頚部ナナメAケ後すデ後ミガキ、体
上部ナナス,(ケ 後ナデ、体下部粗ti

ナナス タテ八ケ後ナデ ー部ミガキ
内)日 縁部す夭 綴部ヨヨナナメ八ケ指騒

痕あり、体上部粗いナナ扶八ケ後ケズリ、
体部ナナスタテケズリー部ミガキ

〕mm以下の
砂粒含む。

貫好 V-2

溝状遺挿 !4層 弥生土群 密 日径)15
碩部は「く」字状に屈曲。日縁端部斜め上下にごく小さく拡張
し、外側に斜めの平jB面を作る。体上部から大きく内湾して
下降し、体下部で大きくしぼむ。底部上底(梱端欠)。 日縁部
r,奏の工行洸傍す 依縄「ヘラ‖T旦「たる恒痢 lt寸

外 ,

内)

口縁部 ヨコナテ、体甲～下
部多方向八ケ後ナデ
日縁部ナデ ?指頭痕あり、体部ケ
ズリナデ、頚部下に指顕痕あり

内)に′ざい

黄橙色

4m以 下の
砂粒含む。

ミ好
内面体下部ス
ス付着

毒状遺椰 祢生土番 甕 口径)招 拡張し、外側に幅広い平坦面を作る。日縁部3条の平行沈絹
党 霞～体上部に板状工具による「ノ1字状の連続列状党

外,頚部ヨコナテ、体申部ヨコ
ナデ ?、 体下部八ケ

内)日 縁部ヨョナチ 体部ケズリ格ナデ?

外)浅黄橙色
内)灰黄色 的臨

２ｍ
砂 やや不良

膏状遺帯 小生土器 甕 口径) 19
榎合日縁状日縁。榎合状部やや鋭く斜のF同き。日端部粛
くおさめる。蜀部逆「八」字札 最大径は体下都。日縁部4弗

W卜 n▼行)協す 仏1部 カミノ‖T旦
「

■ム芭熔綱月★寸

期 口縁部ヨコナテく体部八ケ
ナデ 7

耐 口録獣十ギ 休獣ケブ 〕
にぶい責橙色

5m以下の
砂粒含む。

良好 外面スス付着

996 毒状遺菊 小生土器 甕 口径)18
ヨ端部短く、強く外反。日端部上方に弓き世
し、外面に広い垂直面を作る。頚部弓状に濯
れ 蛹～休 卜蝋

「
「 ′!●】やぃ滴休ImR去寸

外)体 中部 ヨコ八ケ ー部ナデ 7

内)体部ケズリ、風化の為不詳
門 に′ゞい橙色
角)橙色

どmm以下の

沙粒含む。
良好

青状遺清 小生土器 警 口径)憎
複合日縁状日縁。日縁部外傾 して開く。帳
合状部小さく下垂。 日縁部に4条の平行沈

外)預部ヨコナデ、体部八ケ
内)口縁部八ケエ具によるナデ、

門 次東褐9
勺)に ′ゞい

どwn以下¢
沙粒含む。

艮 好 琳面 スス付着

膏状遺帯 小生土群 奮 回径) 釧

榎合日縁状日縁。日縁部幅狭くやや外反。複合状部餅
く屈折。口端部丸くおさめる。頚部逆「L」 字状に屈曲。
日縁部に大目の平行沈線3条。体上部に半月状の連続

外)頚部ヨコナデ ?、 体部タテ
ヨコナデ ?、 風化の為不詳

内)口 縁郡 ヨコナデ ?、 頚部以
下ケズ ザ

' 
同イアのな不護

木)にぶい

黄橙色
付)にぶい橙色

mm以下の
少粒含む。

0や 不良
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書状遣導 !2雇 弥生土尋 甕 日径) 15
優合日縁。日縁部ほほ目立。榎合部口角に属析。日
喘部丸くおさめる。頚部弓状に湾曲。口縁部5条の
平行Й繰支̂ 体上部に「ノI字状の大い連綿押弓去支̂

タト,渕部ヨヨナテ、体甲以下ナすメヨヨナ(ケ
内)日 縁部ヨコナデ、頚部以下

ケズリ
'

ホ)浅黄橙色
勺)にぶい橙色

hm以下C
少粒含む。

やや不良 外面スス付着

書状遺導 ど4擢 弥生土辞 甕 口径)19
回縁部逆りヽ」7状に大きく開く。日端部外傾してメ
くおさめ、外talに広い画を作る。頚部逆「コ」字状に

外)頚部 ヨコナデ、体部タテ ナ
ナメ八ケ後一部ナデ

本)に′ざい

責橙t lmm以 下の
少粒含む。

艮好 外面スス付着

毒状遺導 4屋 弥生土番 密 ヨ径 )

複合口縁状日縁。複合状部 にぶ く小さ く
下向き。 国縁部やや外反 し、日端部丸 く
おさめる。 日縁部3条 の平行沈線文。体
上部にクシ状工具による連続押引き文 .

外)換部 ヨコナテ、体中以下す
ナメ八ケ後ナデ ?

内)口 縁部ナデ 7体部ケズ リ ナ
デ ?風化の為不詳

完黄橙色 'm以
下ω

少粒含む。
ミ好

外面体上部 ス
ス付着

言状遺導 !2雇 弥生土尋 審

径
径
高

ヨ

一氏

器

夏合口縁。獨部|く」7状に屈曲。榎合部にぶく目角仇 日輪
F肥厚し丸くおさめる。体部倒卵形。底部ほぼ平広。日縁獅
こ7条以上の平行沈線文。体上部にヘラエ員による「ノ」RL

内i壺索莉IIす  休「獣
「

押工‖n腟言歩凱■山「骰m村 十ス

クト)綴部ヨヨナデ、体上部ヨヨナデ、体部
大t十 多方向,ヽ ケ後ナス 指頭●Rあ り

内)日 縁部多方向ナデ、体部多
ぶい黄橙色

mm以下の
ひ粒含む。

良好
内外体下部ヌ
ス付着

首状遺檸 !3擢 弥生土群 奮 ヨ径) 栂 (

複合日縁。複合部は鋭く下同き。口縁部魃「A」字状に
短く開き、やや外傾。日端部やや肥厚して丸くおさめ
る。体上部扁球体状に膨らむ。□縁部に凹線文状の平
lJ沈 線文6条。体上部にクシ状工具による連続押引きえ

外)換部 ヨコナテ、体下部ナナ
メ八ケ後ナデ

内)日 縁部ヨヨナデ指霞痕あり、体部ナナ
スケズリ指函痕あり、体上部指ナデ

外)にぶい橙色
内)灰黄色

怖m以 下の

少粧含む。
良好 米面スス付着

脅状遺挿 !4雇 弥生土群 密

径
径
高

ヨ

壺

器

学純口縁。頚部「 く」字状に屈曲。 口縁部
高 く逆「八」字状に開 く。国端部やや肥厚
して丸 〈おさめる。体部ナツメ形。底部
ほぼ平底。体上部に八ケエ異による連続
刺突文。

外)日縁部ナナスナデ 指頭痕あり、体
中～下部ナナメ タテAケ後ナデ

内)口 縁部ナナスナデ 指頭痕あり、
体上部すすメ八ケ後ナデ 指頭填
あり、体中部ナナスケズリ、体
下部ナナメナデ、底部付近ナデ

浅黄橙色
4mm以下の
砂粒含む。

良好
外面及び内面引
下部スス付着

毒状遺椰 12層 体生土群 甕 日径)15
覚口槙の単純国縁。預部 |く 」7状 に属醐。 E

尿部内湾 し、口端部やや肥厚 して丸 くおさ,
5ハ 体上部にクシ状工具による連締押弓き支

外)日 縁部ヨヨナテ、体部多万同八ケ後ナテ
内)日縁部ヨヨナデ 指頭痕あり、体苗

ナナスケズリ 頚部下に指函蕉あり
にぶい黄橙色

3mm以 下の
砂粒含む。

良好
卜面体下部及t
勺面スス付着

昔状遺卓 祢生土器 小型奮

径
径
言

国
底
器

卜型のミニチュア風番。綴部|く 」7状に屈曲。E

嵩部斜め上下に小さく拡張し、外側に狭く斜めσ
外)ナナメ八ケ後ナデ

剌 口縁部ナデ 指頭痕あり、体
郁粕 しヽケズリ 1旨菌痛あり

朴,こぶい
黄橙色

〕mm以下の
沙粒含む。

良好 ホ面スス付着

青状遺帯 な生上番 小型奮

径
径
高

口
底
器

頃部「 く」字状に屈曲。 日端部斜め上に

'長し、尖 り気味で薄 くなる。体部扁球状て
壺部平底で、底 体部境の稜は明瞭。口厖
稲に浅い沈線か ?頚部付近に連続刺突文

`

外)体上部八ケ ?、 体部ナデ ?、

風化の為不詳
内)日 縁部ヨコすデ指頭痕あり、体上部

すデ 指頭痕あり、体部ナナメケズリ

三ぶい黄橙色
Imm以 下C
少粒含む。

良好 頴ぽ完形

善状遺帯 ホ生土器 小型甕

口
巨

器

7

5

」ヽ型 の ミ三チ ュア風審。 手狸ね か ?厘脅
上底。底 体部境の稜 明瞭。体下部 か ら広
湾 して立ち 卜が り □淵部 苅 〈おさめる′

期 体部ナナメ タテナデ(底司
ナデ・指頭痕あ り

力ゝ指十ギ 指市造赤 0

天色
lm以下C
少粒含む。

良好
小面体中部 ス
ス付着

ホ生土器 細器
径
径
言

回
底
器

底部は丸底状。体部 は内湾 しながら立ち
上がり、日端部丸 くおさめる。

外

内
（ア
一ス

ナ

ナ 指頭痕あ り
曳貢橙色

lmm以 下C
沙粒含む。

艮好 冠形

毒状遣補 小生土器
甕

(底部 )

底径) 4 医抄 上屋。 凰 体部 境 の稜 は明瞭。 シ万
り痕 あ リハ体部逆「八 字状 ^ 内 ナナメケズリ にぶい黄橙色

沙粒含むて
Im以下σ

ξ英 砂粗

良好 内面スス付着

脅状遺締 小生土器 甕 7 底径) 9
底部上底。圧 体部境の稜は明原で、シボリ

痕あり。体下部は逆「八」字上に開き、中程よ
りやや 卜方で輪 〈湾曲^底部は僻成終朝

^

分

内
底部付近ナデ ?風化の為不詳
ケズリ、すデ、底部に指頭痕 灰白色 良好 内面スス付着

小生上挙 奮
醐

底径) 4 巨部波形が小さく、石千上底状ながらほほ干
声^康 依聴靖の繕 1■朗隋_仏銘i)「 ′ヽ 申燎

外

由
八ケ後ナデ、底部ナデ 外)灰貢褐色 3f「fn以下 C

砂対合お ミ好 内外スス付着

脅状遺市 小生上部
甕

直径) 5 底部平底。底 体部境の稜 は明瞭。体苗
iJ「 AI立】キ

朴

内
ナ ナ メ 八 ケ後 ナ ナ 、 底 部 ナ ナ

ナナメケズリ、指頭痕あり
刈 湧貢種色
内)簿負 四囀

ミ好 内外スス付着

膏状遺軍 石 器 石包丁

入
大
大
昌

萩
最
最
き

両刃。半月形巨刃型。雰孔2箇所。両面
ともほぼ全面研磨 (線状痕多数)。 背部に
画があり、研磨される。整形時の剥離痕
が面面周縁部に残る

^

第10表 中小路遺跡 C区遺構外出土遺物観察表
出土
地点

種別 器種 法量 (cml 形態 手法等 調整 色調 胎土 焼成 備考

小生止器 奮 口径 )

複合日縁状国縁。複合状部やや鋭 く小さ
く下向き。頚部「く」字状に屈曲。 国端言F

外)日縁部ヨヨナデ 指頭痕あり
体部細いナナメ八ケ後ナデ

外)浅黄橙色
内)に ′ゞい

責橙色

3帥以下の
砂粒含む。

良好
本面下部スス
寸着丸 くおさめる。 日縁部4条の平行沈線文。

体部クシ状工具による連続列状文。
内)日縁部ヨヨナデ 指頭痕あり、

体部ナすメケズリ 指頭痕あり

9層 小生土尋 甕 日径)13
只0凹豚。口豚』はは目u.恨曾那ほ匡月荻に隅l「。
頃部「く」字状に属曲。体部扁球状に膨らむ。日縁苗
IネおV各ド

"0す
 休卜郎

「
「ノ1堂‖n範揃 とす

外)頸部 ヨコナデ、体中部 ヨ三

ナデ
対 日頃部ヨコナ主 体紹ケズリ

内)灰 白色
Jmm以 下の
少粒含む。

,や不良 木面スス付着

3層 小生土母 密 日径 )

夏合日縁状日縁。複合状部にぶく横向き。畷部はIく 」亨
犬に屈曲。日端部肥厚して丸くおさめる。日縁部6条リ

キ

ナ

中ミガキヽ体部”
体
井
咋蝦賊”

外
内 月黄褐色

〕mm以下¢
沙粒含む。

艮 好 内外スス付着

,区東ll 5層 小生土群 甕 ヨ径 )

隻合日縁。複合部回角次に屈 )。 国縁罰
ホ反 し、日端部尖 り気味。体上部に多タ
の平行沈線文

^

外)ヨ コナテ
内)日 ～頚部ヨヨナデ 指頭様痕彦

り、獨部以下ケズリ ー割八ケ

木,に′Ⅸしヽ

黄橙g
灼Ⅲ鷹昔掻偽

朋 立含帆 良好

5層 祢生土器 一霊 ヨ径 )

榎合回縁状日縁。榎合状部はにぶく鋭角をなす(

隕部は弓状に湾曲。日端部直立し、狭い平坦顧
を作る。体部は肩が張り、内湾しながら下降。

外)頚部ナデ
内)日 ～頚部ナデ 寸旨頭痕あり、

体部タテ ヨコケズリ
完黄橙色

lmm以 下の

沙粒含む。
良好

'区

東狽 5層 亦生土器 蓋 つま禰 1

写孔のつまみが付く。傘形品。体部は 八」字
こ大きく開きながら下降.穿孔か ?(前後に2デ

例
決 ナナメケズリ 莞黄橙色

四呻一‐ｍｍ以下で噂

良好

弥生土器
局14N

(田部 )

巨径) 9 ∋部は小さくり 」ヽ子状に開きなから卜降し、さを
こなだらかに大き〈開〈.裾齢部苅〈おさめる̂

例
仄

ナナメ八ケ後タテナテ、指吸反あし
筒部

'テ

ナエ 福部]ヨ ナデ指騒肩あり 炎貢色 艮好

区西狽 3層 弥生土器 一堕 盛径) 8 (型 霞のほ部。ほ部は上底状。厘部は厚くやギ 列
広

ミカキ 7、 圧白八ケ
八ケナギ 指菌緯すギ

Ⅲ)浅貢橙色
芍)阪音 角

mmゥス ト
やや不良

3層 土師器 士里 ヨ径) 13
宣日壷。日縁部ほほ直線的に外傾して開き、
ヨ端部は平坦におさめる。頚部ゆる〈「く」

タト)日縁部タテザヽケナス 体部ヨロAケ ナデ
内)日 縁部八ケ ナデ 指顕痕 あ 灰白色 瞬 d 良好

3層 弥生土群 一璽曲
ヨ径) 9 三部平底。底 体部境の稜は明瞭。体下部カ

Ь逆「八 字状に大きく開きながら立ち上がる。
タト
内|

タ ア ナ ナ メ 八 ケ 後 ケ ア

ナナメ八ケ後ナデ
色種

角

貢

黒

湧

灰

外

肉 良好 小生前期

3層 土師器 奮 ヨ径)禍 β租日縁。日縁部口線岡に芝り 」ヽ7状に開く。日
詣部斜めに平lD面 を作る.顆部「〈1字状に巳猛

外
肉

口～捜部ヨコケテ
□～覇部ヨコナ主 体部すナスケズリにぶい黄橙色 鵬 む。やや不F 市留甕系

3層 土師器 奮 口径)24
ヨ純 日縁。 口縁部逆 り 」ヽ

~f状
に外傾 して 外)日頸部ヨヨナデ、体部八ケナデ

内)日縁部ヨヨナデ 才旨頭痕あり、
頃郎八ケTttI「 丈るヨコケズ J

にぶい黄橙色
lm以下の
砂粒含む。

良好

C3区 2層 須恵器 郵

径

径
章

コ
一占
果

葺部はほば平底。底 体部境の稜は不け
療。日端部尖り気味。

外)邪部ナデ ?、 底部回転ナデ
内)ITN部 ナデ ?底面指頭様ナデ

天白色
)mm以 下の
少粒含む。

良好

〕区東倒 2層 須恵器 言台付野

ヨ径) 13
苛台径)8
器高) 5

貼り付け同合。ほ部から体部へは強く内湾して立と
上がり、やや外傾気味に開いて日縁部へ移行。日輪
部内面を抑えて片刃状に仕上1女 尖る。高合は底き
択場
「

択山去
「

付て 吉合おlF面影IJ古影器

外)回転ナデ

内)回転ナデ
天自色

lmm以 下C
砂粒含む。

良好

〕区東側 2層 須恵器
士
電
酎 巨径) 13

巨部平厘。底 体部境の稜は明瞭。体下
部から逆「八」字状に外傾 しながら立ち上
がる_

外)体部回転ナデ後ナデ(沈線状の浅ti

条痕残る)指頭様すデ、底部すデ
内)回転ナデ (条痕残 る)

灰色 鵬 む, 良好
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第11表  中小路遺跡 D区遺構外出土遺物観察表
版

号
土
点

出
地 目t 種男」 器種 法量 lcml 形態 手法等 調 整 色調 胎土 焼成 傭 考

D4区 4層 須恵器
(体部 )

本部内湾しながら下降。 外)カ キロ
内)同心円状のタタキロ

灰白色 良好

D4区 4層 磁 器 自磁碗 ヨ径)15 玉縁状 口縁。 国縁断面は半長楕円形。 内
水柿 対

恰土)灰自色
鰤 灰白色

良好

D4区 4層 磁 器 白磁碗 ヨ径)15 本部逆り 」ヽ字状に立ち上がり、日縁部やや外反し
〔丸くおさめる。内外施釉。内面に1条 の条痕あり。

ユ土 )灰 自色
艮 好

D4区 4層 磁 器 白磁碗 ヨ径)15 膵部逆りヽ」7状に開きながら立ち上がり、日縁部外憑
して丸くおさめる。内面に3条の条痕あり。内外施釉て

愴土,放自色
thヽ 匝rR魯 雪 良好

D4区 4層 須恵器 土錘 P

さ
，
言

長
幅
器

茨射状に沈線あり。穿孔あ り 灰白色 効 粒含d 良好 完形。

第12表 中小路遺跡 E区遺構出土遺物観察表
土
点

出
地 冒他 種別 器種 法量 (cm) 形態 手法等 調 整 色調 胎 土 焼成 備考

石 器 石皿

SKE6 須恵器 ITN蓋 口径) 13 命状つまみ。合形型。肩部張 り、体部巨需

「
下隆_□ 鶴聴肉側

「
下轟 I′  荀 (お声め

例
広

回転 ナテ 門 炊色
肉Ⅲ阪白仙 良好

SKE6 須恵器 鉢

径
径
高

口
底
器

古口の鉢。国縁部外反気味に立ち上が り、
ヨ端部断面三角形で、上方にほぼ垂直に
広張。底部回転糸切 り。

外)回転ナデ

内)口縁～体上部回転ナデ、体
下半～底部ナデ

炎灰褐色
lmm以 下の
沙粒含む。

良好 東播系須恵器

SKE6 土師器 野

口径) 13
底径) 6
器高) 4

蓉手。底 体部境の稜は明瞭で、大きくしばる。
勺面底 体部境に段。体部は「)ヽ 」字状にやや内湾
罵味に立ち上がる。日縁部の強いなでにより、日

常部は肥厚様で、丸くおさめる。底部回転糸切り。

外)強 しヽ回転ナデ

内)強 しヽ回転ナデ、底部ナデ
麦黄橙色 良好

SKE6 土師器 婉

口径) 悧

底径) 6
器高) 4

底,体部境の稜は明瞭で、大きくしほる。医部は厚
く、体部は「A」 字状に直線的に立ち上がる。日縁部
の強いナデにより曰鈴部は肥厚様。底部回転糸切り。

錦争lF:舌掃弘甘融指ユ
為不

炎橙色 良好

SKE6 土冑顧器 婉

口径) 帽

底径) 5
器高) 5

磁 体部境の稜は明瞭で、大きくしぼる。
本部「八」字状に直線的に開き、日端部で上
片にややつまみ上げるぅ底部回転糸切 リハ

外)ナデ
内)ナデ ?、 風化の為不詳

天自色 良好

SKE6 土師器 村 lTN
貞径) 6( 巨部回転糸切 り。 外)ナデ 天白色 良好

SKE6 土製品 土 錘

晨さ) 4
最大幅)1
Fし 径) 9

長紡錘形。 登色 良好

SKE6 磁器 白磁皿

径
径
言

口

底

器

本部直線的に立ち上がり、口縁部外反。
ヨ端部口禿1売

胎土)灰自色
釉)青 みがかつ
た白色

菌 良好

口端部 を除ぞ
全面施和
白磁 Ⅸ類

444 SKE6 磁 器 青磁碗 塙蓮弁文。釉厚目。
恰土)灰色
噛)暗オリーブ色

密 良好 電泉窯系碗Bl類

第13表 中小路遺跡 E区遺構外出土遺物観察表
出土
地点

目色 種別 器 種 法量 lcml 形態 手法等 調整 色調 胎土 焼成 備考

C3
グリッ|

3層 弥生土母 奮
脚

巨径) 8( 巨部平底だが、中央部を押さえ上属状を
三す。

外)ナ テ、厘部指顕反 あ り。 米,褐色
勺)浅黄橙色

Zm以 卜σ
砂締合すⅢ

良好
外面底 部 の一
蝋 7尿 村著

446
02

グリッ|

4層 上師器 奮 国径 ) 17
合日縁。榎合部水平万同に央出。日縁部は直線門に
値 |′ riム トがり □綜部士やや9t古 に析り帥 fる

テ

拳
ア

ナ

ナ

コ

コ

ヨ

ヨ 依部 ケ ズ リ フ 莞黄橙色
4mm以 下σ

良好

447
C2

グリッ
2層 土 師器

不
部

一局
脚

即体部 I八」7状に大き く開 し`て 卜降。 ト 外)すテ
肉)不や方 FpHケズリ 炎橙色 留 良好

448
D3

グリッ
3層 須恵器 郵蓋 口径)12(

(井部から内湾して下降し、日縁部で外方に屈曲。日端
∬|す 薩‖

「
下幸1 杢ni腕

「
A☆ hム 輸‖ぅすみ

外)回転ナデ
肉)回転ナデ 災色 密 良好

C2

グリッ
1層 須恵器 不 蓋 口径)15( 尺井～体部への移行なだらか。体～日縁部にた

すでわずかに外辰̂回齢部は前く 川ヽさ〈下露
外)回転ナデ
内)回転ナデ 天色

llm以 下 C
白魯対会よヽ ミ好

2層 須恵器
(廣部〕葛台径)7

八」字状に開 く低 い高台。高合は底部タ
豪に社 〈̂ 削 り出し高合か ?

外)回転ナデ
内)板状工具によるナデ、ナデ

W黒灰色
洵Ⅲ菩匠毎 密 良好 ホ面一部被灰

4層 須恵器 高台径)8
底 体部境は明瞭で、体部は直立気味に立ち上た
る。高台は低く、「八」字状で、底部外縁よりやイ
肉狙‖に付く.暮付部浅い凹状.腐部回転糸切り̀

外)回転ナデ、底部回転糸き り

後ナデ
内)体部回転ナデ、底部ナデ

→黒灰色
勺)灰色

密 罠好

2層 須患器 イ

径
径
吉

口

底

器

本部直線的に立ち上がる。底部平底で■
臣気味。

外)回 転ナデ、体下部回転ヘラ
ケズ リ

内)体部回転ナデk底部ナデ

外)黒灰色
内)灰色

lmm以 下の
自色粒含悦

ミ好

3層 須恵器 短頸壺 口径) 8 買部直角状ににぶく屈折し、日縁部ややA」候して短く
上ち上がる。日端部内側を抑え、斜めの平坦面を作る。

外)自然釉の為不詳
肉Ⅲ同録ナギ

A」 外,晴黙E
密 ミ好 本面被灰

D2
ゲリッ

4層 磁器 白磁碗 口径) 7 玉縁状日縁。
拾土,次自色
紬Ⅲ灰白缶 密 ミ好

B2
グリッ

2層 磁器 青磁碗
本部内湾 して立ち上がる。片切 り蓮弁文。
勺外施釉。

市エザ灰 日B
廟ⅢFナ  ーブれ

“

貫好 信泉窯系碗

456 4層 磁 器 青磁碗 苛台径)4 F面三角形の高台。和厚手。高台部先靖 胎土)灰白色
In、 綿膊魯 雪 見好 僧泉窯系碗80類

D4
グリッ

4層 磁器 皿 巨径) 3 審笥底。
胎土)淡黄色
Xnヽ 阪白魯 良好 来付皿C群

458
D4

グリッ
4層 陶器 橘鉢 習目6条以上で1単 位。

州 回転ナデ
対 回転ナデ

外)灰黄褐色
力Ⅲ洛毎 雪 良好 葡前系

459 2層 土製品 土 鍾

民さ) 5
最大幅)2
7し 径) 0

享みがありしつかりした作 りで重 い。環
篤形。

外)黄橙色 雪 良好

460 2層 土製品 土 錘

，

幅
―

さ
大

径

長

最
孔

豪手で しつかりした作 りの上鍾。薬英形。 外)赤橙色 露 良好

第14表 中小路遺跡 F区遺構出土遺物観察表
出土
地点

冒t 種別 器種 法量 lcml 形態 手法等 調整 色 調 胎 土 焼成 備考

須恵器 壺蓋 口径) 13 扁平な要で、宝珠つまみが付くタイ兆 天丼部は平塩
て井部から体部へは直角状に移行。日端部面あり。

門 回転ナデ
殉)回転ナデ 灰 色

im以下¢
艮 好

SKF3 須恵器 邪蓋

口径) 12
つまみ勾 6

祟高】 a

輪状つまみ。つまみ部分は外傾し、端部内狽
を抑えて平坦面を作る。天丼部平坦。日端剖
時状でやや内根Jに 下垂し、丸くおさめる。

外)肩部回転ヘラケズ リ、 日縁
部回転ナデ

内)回転ナデ
灰色 雪 良好

- 132-



須患器 不 蓋

口径)偲
つまみ働 6

器高) 2

輪状つまみ。つまみ部分外傾 し、端部引
くおさめる。天丼部は平坦。 国端部嘴リ
に下垂 し、尖 り気味におさめる。

外

内
回転ナデ
すデ 灰色

Imm以下の
砂粒含む。

良好

SKF3 須恵器 覇合付舅

，
径
―

径
台
言

ヨ
占
コ
器

尋含は低く、[部外縁に目立して付く。断血方形で、畳小

硝凹状に窪む。底部から体部へは内湾して立ち上がり、ギ
D択 幅宝映に開いて□縁部へ移行^□齢部荀〈おさめる.

デ

デ
ナ

ナ

転

転
回

回

外

内 灰白色
lmm以 下の
砂粒含む。

良好

須恵器 雪合付舅

口径, 120
高台径)86
器高) 5,

高台は低 く、 底部外縁 よ りやや 内側 に
「八」字状に付 く。体部逆「八」字状に開き、
日端部丸 〈おさめる

^

外

内
回転ナデ
回転ナデ

灰白色
lmm以 下の
砂粒含む。

良好

須恵器

，
径

，

径
台
高

コ
占
口
器

高台は低く、底部外縁より内側にやや外向きに落
く。底部から体部へは大きく内湾。日端部わずカ
に外反し、小さく面を作る。日縁かなり歪む。

デ
　（ア

ナ
ナ

転
転

回
回

外
内 戻色 至 良好

SKF39 土師器 甕 口径)25 本部逆 り 」ヽ7槙にやや間湾気味に立ち上カ 刈 ナテ
� 口傷獣 十デ フ休獣 ケ ブ  ,

Imm以 卜C
抄締含む´

468 SKF3 土師器 奮 口径)冊
隕部やや逆「ヒ」字状に屈曲。 日縁部短 く逆
八」字状で大きく開く。体部直立気味に下
にし、中部よりやや下方から大きく内湾。

外)日 縁部ヨヨナデ、胴部タテ八
ケ後ナデ、頸部指頭痕あり

内)日縁部ヨョナ夭 頚部以下ナナスケズリ

色褐
色

赤
橙

,m以下の
沙粒含む。

良好

SKF39 1層 土製品 土 錘

，
幅
―

さ
大
径

長
最
孔

卵形。1/2欠損。 炎黄褐色
2rm以 下の
砂粒含む。

良好

470 SKF39 土製品 土 鍾

，
幅
―

さ
大

容

長
最

コ
個身の長紡鍾形。 炎自褐色

l mm以 下の
砂粒含む。

良好

1層 土製品 土 錘

長さ,  5
最大幅)1
私客) o

長紡錘形。 音褐色
lmm以 下の

砂粒含む。
艮 好

SttF39 土製品 土鍾

長さ) 5
最大幅)1
孔径) 0

長紡錘形。 炎黄褐色
lmm以 下の

砂粒含む。
良好

SKF39 須恵器 lTN蓋 口径)13
口端部丸 くおさめる。 □縁 内向に小さな 外,回転ナテ

丙ゝ画岳十ギ
mm以 卜C
砂締含↓】.

良好

SKF39 須恵器 lTh蓋 判潮調
輪状つまみ。つまみ部は外傾し、端部は丸くおさ乾
る。天丼～体部へは内湾気味に移行して下降。日蛸
部は嘴状の痕跡的に小さく下垂し、丸くおさめる.

外)回転ナデ、肩部ヘラケズ リ

内)回転ナデ
天自色

lmm以 下の
砂粒含む。

良好

SKF39 須恵器 lTN蓋

コ径, 14
つま欄 7

器高) 2

輸状つまみ。扁平な器形。つまみ部ほぼE立し、端部は
丸くおさめる。天丼部平坦。天丼～体部への移行はなだ
らかな 日縁部で水平方向に屈折し、端部は嘴状に下五

拳ア
拳ア

ナ

ナ

転

転
回

回

外

内 疋白色
lm以下の
砂粒含む。

良好

SKF39 須恵器 ヨ台付朔

，
径
―

径
台
恵

尋合は底部外縁にやや外同きに付く。断面方形て

喘部は斜めの平埋画を作り、内側のみ接地 体司
デ
一万

ナ

ナ

転

転
回

回

外

内 天白色
lm以下の
砂粒含む。

良好

須恵器 雪台付舅

，
径
―

径
台
恵

高合は属部外縁 よ りやや 内側 にり 」ヽ写状

に付 く。 体部逆「八」字状 にやや 内湾 気味
に

'ム
トが り □齢部丸 〈おさめ る_

デ
拳ア

ナ
ナ

転
転

回
回

外
内 灰白色

lI「m以下C
砂粒含む。

艮 好

SKF39 1層 須恵器 雪台付ヨ

，
径
―

径
台
言

監めの高合で、底部外縁にやや外向きに付く。高台端部内
田は内側に小さく突出。体部逆「,(」 字状にやや内湾して立
ち上がり 回縁部でやや外反する。日錦部丸〈おさめる。

外)回転ナデ
内)回転ナデ

灰 色
lmm以 下C
砂粒含む。

良好

SKF39 須恵器 雪台付切

，
径

，

径
台
高

低めの高台で、底部外縁に直立 して付 く。
体部逆「八」字状に大き く関き、 国端部外
序_

デ
　（ア

ナ

ナ

転

転
回

回

外

内 灰自色
mm以下C
沙粒含む。

良好

SKF39 須恵器 鉢 ヨ径)15 本部逆 り 」ヽ7状にやや 肉湾 気味 に立 ち■ 外)回転 ナテ
肉ゝ回鮮 十ギ 灰色 呻筒

良好

SKF39 須恵器 ヨ合付皿
，
径

，

径
台
高

176

84
31

底部から口端部にかけて直線的に逆「A」 字状に大きく尉
く。日端部は尖り気味ながら丸くおさめる。高台は高く
底 体部境に「八字状に付き、端部は丸くおさめる。

外)回転ナデ

内)回転ナデ
灰白色 良好

吹質
雷の可能性あり

第15表 中小路遺跡 F区遺構外出土遺物観察表
出土
地点

種 別 器種 法量 (cml 形態 。手法等 調 整 色調 胎土 焼成 備 考

4層 須恵器
蓋

つ差江

幅
―

大
声

】顎
占
コ

凝宝珠状つまみ。 デナ
ア
転

ア
回

外
肉 天色 良好

Cl

ガリッ
4層 須恵器

蓋 〔大幅)24 ボタン状つまみ。
外

肉
回転 ナテ

天自色
Im以 下のイ

良好

4層 須恵器 豆 蓋 口径)“

逮珠つまみの付くタイ九 天丼部とい「A」 字状に開き、
ヨ部強く角張り、天丼 体部境の稜が明燎。日縁部掴

Ⅲ傾して下降。日端部は外上方へ拡張させ、斜めの耳
旦面を作る。内面天丼部に多量の釉の塊付着。

外 ) 天丼部ヘラケズ リ ?、 体
口縁部回転ナデ
回転ナデ内 )

対灰色
勺)灰黄色

微砂粒含む 良好
勺外 被 灰 (自

本和 )

4層 須恵器 豆 蓋
径
高

口
器

宝珠状つまみ。天丼部の径は大き く平近
で、肩部で直角状に屈折 して体部下垂ラ
る。国端部画あり。外面にTtHの塊付着。

外)回転ナデ
内)回転ナデ、天丼部ナデ

W灰色
勺)黒色

lmm以 下の
砂粒含む。

ミ好

外面～内面天丼σ
―部被灰
勺面沃丼部変迄

(黒灰色)― 重ね

"きによるものか?

4層 須恵器 蓋 口径) 7
よヽ型で属半な器形の蓋。大井部水半万同に区く、
言部で強く屈折。日縁部「八」字状に外傾し、端
邪外側をわずかにつまみ由して平坦面を作る.

外)回転ナデ
内)回転ナデ

災自色
lm以下の
砂粒含む。

ミ好
本面 ～日端 内
田被灰 (自然和)

4層 須恵器 蓋 口径) 10 Jヽ型で扁平な器形の蓋。天丼～体部なだらかに 外)回転 ナ テ
� 画 岳 十 ギ 天白色 鵬 む。ミ好 昴絡″

`自

然薙

4層 須恵器 坪蓋

口径) 13
つまみ御 7

器高) 2

輸状つまみ。つまみ部外反し、端部面あり。,
井径大きく平坦。天丼部から体部への移行部藍
る.端部嘴状に下垂し、尖り気味におさめる。

外

内
回転ナデ
回転ナデ

天色 瞬 儀 ミ好

J稼郡外回皇 Ts脱 て

:よ る変色(暗灰色)

4層 須恵器 郷蓋 口径) 12
命状つまみが付くタイブ。天丼径は大きく半亀 ヲ

牛～体部への移行部張る。端部は丸くおさめて内相

「
折n由 ド 催部両面

「
ⅢOオめてばλ歩/tム

外)回転ナデ
内)回転すデ

天白色 密 ミ好

2層 須恵器 坪蓋

日径)14
つまみ徊 8

器高) 2

n状つまか。つまみ部は外傾し、断面方形で端部に面あり。
言部に円弧状沈縄 移行部はなだらかに湾曲し、日縁部外反
詔は嘴状に下こし尖り気味におさめる。天丼部ヘラ切り。

外) 回転ナス 肩部回転ヘラケヌ
リ、天丼部ヘラ切 り後すデ 戻色 露 ミ好

」豚封
'外

国皇
愈焼 きによる
ぷ缶

`里

匝れヽ

4層 須恵器 坪蓋

回径) 13(
つまみ御

'(哭意  ゝ 貪ィ

命状つまみ。つまみ部制く、外反し、端部丸くおさ

ゆる。ス井部平坦。哭井部から体部への移行部強く
掃る̂ 齢部階状に下手し 尖り気味におさめる.

デ

デ
ナ

ナ

転

転
回

回

外

内 灰白色 密 良 好
口端部外面期
灰 (自 然釉 )

4層 須患器 不蓋

日径) 
“

I

つま租 6(

器高) 3(

向状つま帆 つまみ部外根し、端郎丸くおさめる。天丼部

'う体部への移行部は強く張り、、体部「)ヽ 」字状に開く。日療
8T7kV「 fF析 綜郊イオ下市

「
掠弔|′ 択相‖

「
軍祖面募作ム

デ
拳ア

ナ

ナ

転

転
回

回

外

内 灰 白色 朋 粒含d 良好

4層 須恵器 郭蓋

日径) 13(
つま欄 G(
器言) 2(

命状つまみ。つまみ部外傾 し、端部は先 4JI。

尺井部は平坦で、体部へはなだらかに移行。
コ齢部 |よ小さ 〈下華 tッ、苛 〈おさめる_

デ

デ
ナ

ナ

転

転
回

回

外

内 灰色
2mm以 下の
砂粒含む。

艮 好

494 4層 須恵器 邪蓋 口径)'( 部内湾 して下降 し、 日縁部で水平方向に

"回
転すデ

肉Ⅲ同録十ギ 灰自色
lmm以 下C

艮 好

4層 須恵器 不蓋

国径, 13
つまみ御 4

器高) 2

ヱ小さい輪状つま汎 つまみ部ほぼ直立し、端部丸くおど
うる。天丼部から体部への移行部強く張る。体部「ザ(」字も
こ大きく開き 端部嘴状に下三し尖り気味におさめる。

外)自然釉の為不詳
内)回転ナデ、天丼部ナデ 色帥］蝦

雪 良好
外 面 積 灰 (自

然和 )
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4層 須恵器 不蓋 岱ね
翔鋼

輪状つまみ(貼 り付け)。 器高低く扁平な器形。つまみ部は
外

内
回転ナデ
回転ナデ 戻臼色 良好

小さ↓比天丼部の径は大きく広い平坦面。笑井部から体部
へはなだらかに湾曲して移伝 回端部は丸く小さく下三。

4層 須恵器 坪 蓋

口径)15
つまみ岱 7

器高) 2

碕状つまみ。扁平な器形。つまみ部外反し、端部丸くおさ
心る。天丼径は大きく平坦。天丼～体部への移行部張る。
常部小さく下重し、外側を押さえて幅の狭い平坦面を作る。

外

内
回転ナデ
回転ナデ

戻臼色

!mm以 下 C
写英  リ
守合すヽ^

良好

口稼那外 国婁

ね焼 き によ ζ
恋負 イ音阪缶 )

4層 須恵器 郷蓋 ヨ径)‖ 岳局低く属平な器形。薄争。天丼部から体部へは艶角に播田 外

丙
回転ナテ

天色 帆〕
‐ｍ
い 艮 好

Cl

デリッド
4層 須恵器 lTN蓋 岱嘲翔鰤

輸状つまみ。つまみ部わずかに外反し、端部丸くおさ,

る。天丼部から体部へは湾由して移行。体部～日端封
「八字状に開いて 齢部丸〈おさめる.かえりは不明瞭

外)回転ナデ
内)回転ナデ 災自色 嚇 含帆 良好

デリッド4層 須恵器 罰台付翻 罰台径)18
笥く、 八」字状に踏ん張る高台。底部か
ら体部へは内湾して立ち上がる̂

外

内
回転ナデ
回転ナデ

勺外)灰 白色
蔭+ゝ 日日苦瘤御 朋 含むでやや不良 歌質

C2
デリッド

4層 須恵器 言台付朔

，
径

，

径
台
高

高合は底部外縁よ りやや内側にほぼ垂直
に付 く。底部は平坦で、底部から体部ヘ

は内湾 して立ち上がる。 国端部丸 くおさ
める。

外

内
回転ナデ
回転ナデ

天白色 無)位含む。艮 好

底部外面の高台
より重ね焼きに
よる変色債灰色)

高台部内外被灰
(自然釉 :黒色)

A4

アリット
4層 須恵器 罰台付嗣

ヨ径 ,

罰台径 )

怒高 )

高台は底部外縁よりやや内倶Jに ほぼ垂直に付く。
畳付部は浅く窪む。底部平坦で、底部から体部
へは肉湾して立ち上がる̂ 日 齢部丸くおさめる̀ 織1景蛋

チ景、底部回転ナデ後 天自色 跡 含む。良好

D3
デリッド

4層 須恵器 言台付朔
，
径
―

径

台

高

言合は低く、底部外縁より内狽Jに 付く。畳付
希凹状で、外狽Jが接地。底 体部境の稜明廃
ヨ端部丸〈おさめる.底部回転糸切り.

織1景蛋
事事、底部回転ナデ後 灰 色

lmm以 下¢

砂粒含む。
艮 好

C4
テリッド

3層 須恵器 言台付翔

ヨ径 )

葛台径 )

器高 )

高合は「八」字状に、底部外縁に付 く。底部
から体部へは内湾気味に立ち上がり、体部
は逆「八 字状に開く。日縁部丸 くおさめる。

夕け回転ナデ
内)回転ナデ 灰 自色 密 艮 好

B4
デリッド

4層 須恵器 罰台付朔

，
径
Ｊ

径
台
高

高台は底部外縁よりやや内側に付く。畳付部法
い溝状。底部から体部へは内湾して立ち上がり、
体部逆「八 字状に開く。日端部丸くおさめる。

外)回転ナデ
内)回転ナデ

灰白色 鵬 む。良好

4層 須恵器 言台付舅

，
径

，

径
台
高

高合は低く、断面方形で、ほ部外縁にほほ垂直に刊
く。底部から体部へは内湾して立ち上がり、体部逆
「AJ字状に開く。口端部は先細りで、丸くおさめる。

デ

デ
ナ

ナ

転

転
回

回

外

内 灰色 麟 含む。良好

Dl

デリッド
4層 須恵器 尋台付朔 言台径)10

高合は断面方形で、畳付部に涌あり。ほ剤
外縁より内側に付 く。底 体部境の稜明瞭。

デ
　（ア

ナ
ナ

転
転

回
回

外
内

外)黒灰色
内)灰色

腕 粒含d 良好

C3
デリッド4層 須恵器 言台付朔 ヨ径) 16

金属諦模傲。体下部は逆り 」ヽ7状 に大きく開い
た後逆「く」字状に小さく段状に屈曲。日縁部引

デ
挙ア

ナ

ナ

転
転

回

回

外

内 天白色 脚 含伐 良好

D4
アリッド

4層 須恵器 短頸壺
，
径
―

径
合
高

掃球形の1同 体部。高台は低く、底部外縁に「八」字J
こ付く。畳付部日状。体部内湾気味に立ち上がり、
水卜部が1お 〈彊る.日齢部斜め上古につまみ上げる.

外

内
回転ナデ、体下部ケズリ ?

回転ナデ
天色

lmm以 下ω

砂粒含む。
良好

表採 須恵器 皿

径
径
言

底部上底気味。底 体部境は不明瞭で、湾Ht

して立ち上がり、体部は逆「八」字状に開く。
日端部内面に沈線状の窪み^底部ヘラ切り̂

外) 回転ナデ、体下部ヘラケズリ、
底部ヘラ切り後ヘラケズリ
回転ナデ、底部ナデ内 )

中 淡灰色
勺)灰色

朋 含むて良好

103
Dl

デリッド
1層 須恵器 短頸壷 ヨ径)12 日縁部短 く、直立。端部 に面。

増 回転ナデ
か 回転ナデ 戻自色

mm以下 C
砂対全お 良好

D4
デリッド

4層 須恵器 一理 ヨ径)20 ヨ縁部大き く外反。 国端部上下 に柩張 し、 増 回転 ナデ
天白色

imm以 下α
良好

D4
4層 須恵器

Ｐ

部

重

廣
=径

) 15 尋合付き。高合は低く、り(」 7萩 にやや外同きに
寸去 択輸ぶ岸柿すム 休郎積 Flャ 立】+「簡て

ア
挙
Ｔ

ア

十

転
軒

回

回

本
大 灰色

mm以 卜C
沙締含む′

良 好

103
C9
リッド

2層 須恵器 甕
ヨ縁部逆り 」ヽ字状 に外反。 口端部内側令
め上方に肥厚.口 縁部に波状文。

デ
挙ア

ナ

ナ

転
転

回

回

外
内 天色

im以下 C
hll対合 すヽ 良好

Cl

デリッド
3層 須恵器 大 審

体部逆 八」字状に大きく開き、日縁部で外
折。日端部下に沈線1条、直下に2段の波獄
文を施し、さらにその下に沈線3条を巡らす。

外)回転ナデ

内)回転ナデ
災白色

Im以下の
砂粒含む。

良好

103 3層 須恵器 底 部
同体下半～医部の服片で、ほ 体部境が欠損。大査
D蓄 か,伏部WA車 状に肉湾宣映にすム トがる^

外,回転ナテ
丙ヽ画諄十ギ 戻自色

Imm以 下の
良好

103 デリッド4層 須恵器 高邪
大型の高不。郵底部径大き く広い平坦面。
脚部直立気味に下降ハ

外)回転ナデ
内)rTN底 部ヘラ切り後回転ナデ 灰白色

lmm以下の
秒 綸 会 お 良好 やや軟質

D5
デリッド

4層 須恵器
坪
部

高
脚 底径) 14(

大型の高邪脚部。筒部から脚端部へかけ
てラッパ状に大き く開 く。端部下方に小
さくつまみ出す。筒中部に2～ 3条の沈線。

外)回転ナデ

内)郷底部回転ナデ後ナデ ?脚内部
回転ナデ、筒部シボリ状痕あり髄

一一

密 良好 欧質

103
C2

デリッド
4層 土師器 甕 口径)20( 票部逆IL47状 に屈折し、日縁部大きく外反して 外)ナテ 外)褐灰色

力Ⅲ原白a
2m以下のT

良 好

Dl

ガリット
2層 土師器 甕 口径) 22 願部弓状に湾曲 し、 口縁部大き く外反 し

て端部を丸 くおさめる。

外)ヨ ヨナテ ?風化の為不詳
内)口 縁部 ヨヨナデ 7頚部以下

ケズリ ?国 イ監の漁不詳

外)橙色
内)淡橙色

3frfn以 下の
砂粒含む。

良好

4層 土師器 鍋 口径) 23
夏部「く」字状に小さく屈曲。日縁部短くわず
」に外傾。日端部外狽Jに 肥厚し、玉縁状を呈
す.体部はやや肉湾気味にはば季直に下降

^

外)体上部に指頭痕あり、風化の為不詳
内)頸～体上部ヨヨ八ケ、風化の為不詳

外)暗褐色
内)褐色

lmm以下¢

砂粒含む。
良好 外面スス付着

4層 ±8扁器 小皿

径
径
吉

日
底
祟

三部上底気味。底 体部の稜は明瞭で、浅くしぼり

大に窪む。体部短く「八」字状に開き、日端部やや肥
ヨ宙眸 席部同岳率IT n 肉面庶部

「
淵き川F竜

詳
詳

不
不

為
為

の
の

化
化

風
風

外
内 淡橙色 密 良好

4層 瓦質土番 鍋 7 日径)24 ヨ縁部は外傾し、端部を上方へつまみ上
ずて受口状を呈す.

外)ナデ

内)ヨ コ八 ケ、風化の為不詳
坤 黒灰色
肉Ⅲ匠白魯 雪 良好 本面スス付着

瓦質土暑 信鉢
ヨ端部 内側 に肥 厚。 届 目 1条 のみ認 め ら 外)ナデく 指顕反 あ り

黒 色 鯛 蛤 視 艮 好

4層 q質土尋 茶釜 ? 口径) 15
践部弓状に湾出し、日縁部わす/ONに 外候して、端

部を丸〈おさめる。体部は扁球形。畷部外側に乱
言部

「
IFI手 ボ村去 押工お 卜蠍

「
田7歩輩n

外)ナデ
内)ナデ、体部に指頭痕あ り

黒灰色 露 良好

4層 磁 器 自磁碗 口径) 13 玉縁状口縁。
冶土)灰 白色
mヽ 匠白tl 蟄 良好

D3
デリッ

4層 磁 器 白磁碗 口径) 17 玉縁状日縁。
愴止),

mⅢ 阪
自色
缶 塗 良好

3層 磁 器 自磁皿 口径)18 膝部 り 」ヽ字状に直線的に開き、 口縁部左
ずかに外有に析れる^□ 泰^

俗土)炊 日色
鮪Ⅲ灰由缶 雪 艮好 ヨ磁皿 Ⅸ類

4層 磁 器 自磁碗 口径)15 体部内湾。体下半露胎。
冶土)灰 白色
mヽ 匠白毎 露 ミ好

2層 磁器 白磁碗 言台径)5 内面施和。削 り出 し高台。
合土)灰 自色

雪 ミ好

4層 磁 器 臼磁碗 言合径, 6
祈向逆 台形 の低 い削 りIHし高 合。 外 国η 恰上)放 自色

む〕灰白色 雪 受好 ヨ磁碗Ⅳ類

1層 磁 器 自磁皿 巨径) 3 冶土)灰白色
亀)灰白色

雪 ミ好

4層 磁 器 白磁皿 壺径) 4 無高台。上底状。底部を除き施和。
1土 )灰 自色
耐匠白缶 督 良好
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3層 磁 器 ヨ磁小ll 口径) Ю 胎土)灰白色
釉)オ リーブ灰色

密 艮 好

4層 磁 器 膏磁碗 口径) 12
休部内湾 し、 口縁部外反す る。外面 に′

ラ描き文。内画クシ描き文。
胎土)灰白色
釉)灰 オリーブ色

密 良好 司安窯系A類

4長雪 磁 器 青磁硯 口径) 18 胎土)灰色
釉)灰 オリーブ色

密 良好

4層 磁 器 青磁碗 口径)16 胎土)灰色
釉)緑灰色

密 良好

104 3層 磁 器 碗 日径)俯 勺面櫛描文。
治土)灰自色
耐 オリーブ灰色

密 良好

,04 4層 磁 器 青磁碗 日径)偲 局蓮弁文。
治土)灰白色
印れヽ日月緑願魯 良好 宅泉窯系碗81類

104 4層 磁 器 青磁碗 口径 ) 1' 本部内湾。鏑蓮弁文。
胎土)灰 自色
釉)明 オリーブ灰色

良好 電泉窯系碗Bl類

'41

104 4層 磁 器 青磁碗 口径) 朽 蓮弁文。
冶土)灰色
軸)オ リープ灰色

良好

104 3層 磁 器 青磁碗 口径) 禍 局蓮弁文。釉厚目。
冶土)灰色
的)灰オリーブ色

電 良好 電泉窯系碗B4類

4層 磁器 青磁航 言台径)4 断面逆台形の高 い高台。
冶土)灰 自色
強)灰 オリーブ色

R釘 司安窯系A類

C2
デ〕ッ|

2層 磁 器 青磁碗 奇台径)5 畳付～高台内を除き施釉。
冶土)灰色
噛)灰 オリーブ色

雪 良好

磁 器 青磁皿 巨径) 4 己込みにヘラによる片彫 りと櫛描文。
冶土)灰 自色
曲)明 オリーブ灰迄

雪 良好

C2
メリット

3層 磁 器 青磁硯 言台径)5 肝両方形の低しヽ高台。高台内に胎土 目。
豊付を除き施釉。

冶土)灰白色
強)灰 オリーブ色

必 ミ好

D3
ゲリッ|

4層 磁 器 青磁例 罰台径)4 尋台内を除 き施釉。 ヘ ラ描 き蓮弁文。
恰土)灰 自色
葡)灰 オリーブ色

ミ好 宅泉窯系碗B3類

B4

グリット
3層 磁 器 合 子 ヨ径 ) 本言Б内

'弯

。
冶土)灰 白色
thヽ 閉綴匠俸 ミ好

Cl

ゲリッド
3層 磁 器 皿 ヨ径) 19 陰土)灰色

的)灰自色
] 良好

B4

グリット
3層 磁 器 染付皿 ヨ径)12 陰土)灰自色

鼈)
密 良好

B3
デリッ|

3層 磁 器 碗 内面に象故。
治土)灰色
駒)オ リーブ灰色

密 良好

Cフ

リット
4層 陶器 碗 罰台径)5 胎土)灰色

釉)緑灰色
密 良好 閉鮮裂

C2
)ッ ド

4層 陶 器 碗 罰台径)6 高台は断面逆台形。見込みに重ね焼痕あ
|つ 。

外)八 ケロ
治土 )灰色

ωオリーブ灰色 密 良 好 調鮮製

B4

)ッ ド
2層 陶器 折縁小□ ヨ径) 9 治土)灰 自色

闘 浅黄色
密 良好

頼戸 美濃
勺外火にあたる

Bl

ガリッド
4層 陶器 信鉢

体部逆「八」字状 に開 く。信 目は5条以上
で1単位。

外)に ぶtヽ 赤褐色
内)にぶい橙色

吻 含む。良好

4層 陶器 把手
闘 オ リーブ

灰色
良好 伸国製褐和陶器

第16表 中小路遺跡 G区遺構外出土遺物観察表
土
点

出
地 種 別 器種 法量にnl 形態 手法等 調 整 色調 胎土 焼成 備考

震二 磁 器 膏磁碗
逆「八」字状に開 く体～日縁部。 国端部に
尖り気味。内外施釉。蓮弁文。

恰土)灰白色
噛)オ リーブ灰色

菌 良好 龍泉窯系碗

第17表 中小路遺跡 H区遺構外出土遺物観察表

降号 1番月

土
占
〔

出
地 冒t 種別 器種 法量 (cm) 形態 手法等 調 整 色調 胎土 焼成 備考

須恵器 不 蓋 日径)禍
輪状つまみ。天丼部平坦で、体部 は内湾
して下降。 日縁部で外反 し、端部嘴状 に
下垂 し尖る。

外)回転ナデ
内)回転ナデ、天丼部ナデ

灰自色
2Tm以下の
砂粒含む。

良好

内外国端部重ねカ
きによる変色(外 :

黄色、内:黒 色)

須恵器 尋台付tT 高合径)9 体部直線的にやや内湾して立ち上がる。高合は底部外縁
に外向きに付く。畳付部に沈線状の窪み。底部ヘラ切り。

外)回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ
内)回転ナデ、底部ナデ

タト)灰色
内)淡灰色

微砂粒含む。良好

2層 須恵器 尋台付舅 言台径)9 高合は低 く、断面方形。畳付部に浅 い溝
あり。底 体部境の稜は明燎。

外)回転ナス
内)回転ナデ、

デ
奉ア

ナ

ナ

部
部

底
底

増 黒灰色
内)灰色

lm以 下の
砂粒含む。

良好
外面 被 灰 (Ё

然釉〕

2層 須恵器 口径) 151
高台は細く「八」字状に外向きに付く。底 体部
境の稜は不明瞭で、体部は逆「八」字状に開き、
日端部は尖り気味におさめる。底部ヘラ切り。

外)回転ナデ、底部ヘラ切 り後
ナデ

内)回転ナデ、底部ナデ

外)灰色
内)淡灰色

lmm以 下の
砂粒含む。

良好

長採 須恵器 高邪 ? 日径 ) 朽

坪底部 と体部との境は不明瞭。体部～E
縁部直線的に外傾する。国端部内側に号:
厚。

外) 口縁～体部回転ナデ、体部
～底部回転ナデ後ナデ
国縁～体部回転ナデ、底部ナデ内 )

外)赤灰色
内)暗赤灰色

lmm以 下C
砂粒含む。

不 艮 主焼 けか ?

563 2層 須恵器
高不
(脚部 )

筒部「八」字状に開しヽて下降 し、さらにメ
き く開 く。

外 ) 不体部回転ナデ、不下部～脚上
部不定方向ナデ、脚部回転ナ云
底部ナデ 渦巻状圧展あり
脚部回転ナデ ナデ内)

内外)淡黒灰色
冶土)灰 白色

姉m以下C
少粒含む。

やや不良 吹質

箕採 須恵器
邪
部

高
脚 自径) 7 IH体部「八」字状に大きく開き、回縁部で外方に

己折する。端部は嘴状に下垂し丸くおさめる。

外

内

デ

トア

ナ

ナ
再外)黒灰色
恰土)赤褐色

!rfm以 下¢
渉対合お 良婿

長採 須恵器 ヨ径) 9 やや長めの頸部。 国端部 に面 あ り (断 面
方形)。 頸中部に2～ 3条の沈線。

外

内

口縁部強い回転ナデ、頸剖
回転ナデ しばり目あり
回転ナデ、しばり目あり

嘴青灰色
hm以下C
少粒含む

`

貫好

表拐 須恵器 一璽 国径) 17
口縁部直線的に外傾 して立ち上がる。 日
端部に平坦面を作る。 口端部内面に段。

外

内
回転ナデ

回転ナデ
炎灰色

mm以下C
沙粒含む´

ミ好

表採 土師器 甕 口径) 24 隕部 か ら口縁部 にかけて大 き く外反。 体
営EI主直線的

「
下隧 _

相 風化の為不詳
内)頚部以下ケズリ?風化の為不詳

登色
3mm以下C
砂粒含む。

良好

第18表 中小路遺跡 I区遺構外出土遺物観察表
版

号
土
点

出
地 喜他 種別 器種 法量にm) 形態 手法等 調整 色 調 胎土 焼成 傭 考

表」 須恵器 三台付朔 高台径)7
はり付け高台。高合は断面方形で斜めの平坦面を
乍り、内側で接地する。底 体部境は明瞭で、高
卦は底部外縁よりやや内lglに付く。底部ヘラ切り。

外)回転ナデ、底部ヘラ切り後ナデ
内)回転ナデ、 一部ナデ、底部

に渦巻状圧痕。

外)淡灰色
内)灰 自色

瞬 む。良好
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写真図版  1

昭和22年米極東空軍撮影空中写真 (国土地理院所管)



写真図版  2

家下遺跡
A区調査区全景

家下遺跡
A区土層堆積状況①

家下遺跡
A区土層堆積状況②



写真図版  3

家下遺跡
B区調査区全景

家下遺跡
B区上坑半散

家下遺跡
Cl区調査区全景
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写真図版  4

家下遺跡
C2区調査区全景

家下遺跡
C2区土層堆積状況



写真図版  5

家下遺跡
C3区調査区全景

家下遺跡
C3区土層堆積状況

家下遺跡
D区調査区全景



写真図版  6
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家下遺跡
D区土層堆積状況

家下遺跡
D区土器棺1検出

家下遺跡
D区土器棺2検出



写真図版  7
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写真図版  8
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写真図版  9
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写真図版 10

|

家下遺跡A区出土遺物

家下遺跡 B区出土遺物


